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今 日、 アニメは 日本 を代表す る文化産業 に成長 し、常 にその動 向 と影響 は世
界的な注 目を集 めてい る。その背景 には、文化、商業 、芸術 な どの多角度 の側
面 か らみて も、 日本 の独 自性 によって成 り立 ってきた ことが うかがわれ る。海
外 において「アニ メ」<Anime>は 「アニ メー シ ョン」<Animation>の 省略語では
な く、 日本 の一部 のアニ メを限定 して指 し示す造語 であ るよ うに、 日本 のアニ
メ独 自の表現 や世界観 が世界的人気 の根幹 にある。 また、映画 と同様 にアニ メ
ー シ ョンの歴史 は、約一世紀程度 の短い期 間に大 きな発展 を遂 げ、殊 に近年 は
テ レビや コ ンピュー タ 。グラフ ィックス、イ ンターネ ッ トの登場 とともに、映
像産業 の媒体が激変 し、 アニ メー シ ョン自体 も急速 な変革 を遂 げてい る。その
よ うな急進 的なアニ メー シ ョン業界 の中で も、 日本特有 の文化 として確 固た る
存在 を確立 してい る功績 をまず念頭 に置 かなければな らないであろ う。
しか し、そのよ うな世界的な発展 は主 に外観上 の繁 栄 であ つて、 アニ メ作 品
とその業界 が抱 える問題は山積 してい る。 まず、地域 によつては週 に 100本 も
のテ レビアニ メが放 映され る とい うアニ メ飽和状態 は、冷静 に見 れば異 常 とい
う他 はない。その時 間帯 も早朝 の再放送枠、そ して夕方あるいは ゴールデ ンタ
イムの最新作枠、そ して深夜 の青年成人 向け作品枠 な ど、民放 だけ もお笑い
0
バラエテ ィ番組以上 にテ レビアニ メの放送 は多い。 また、テ レビだけでではな
く DVDな どの個人所有 のための OVA(オ リジナル 0ビ デオ・アニメ)作 品な ど、
コンテ ンツ販売 とい う近年 の興行形態 まで もがアニ メ制作 に拍車 をかけてい る。
そのため、需要 と供給 のバラ ンスが崩れ、 アニメー ターの低賃金化 による職業
不安 と若手 アニ メー ター育成 の問題 も指摘 されは じめた
1。 また、青年 0成人 向
けアニ メ とい う世代 別のアニ メ・ ジャンルが存在す ることで、性 的 またバイオ
レンス的描写 が増 え、 内容 の過 激さ も道徳 的問題の対象 とな ってい る。海外、
あ るい は 日本 で も半世紀 前 まで、 アニメは子供 の ものだったのが、青年 あ るい
は成人が主 たる需要者 とな るこ とでオ タ ク文化 の地盤 を形成 し、純粋な作品鑑
賞以外 に新 たな価値 を も生み出 してい る。 これ らのすべてを悲観 的 に とらえる
わけではないが、何 よ りも作 品 の内容や表現以外 の ところに一般的な問題意識
が集 中す る傾 向にあ る と指摘 できるだろ う。
本論 はそのよ うな多種 多様 の問題 を抱 える日本 の アニ メにおいて、芸術的視
点か ら作品そのものの表現 に関 して目を向けたものであ る。
2 研究の目的 と問題意識
本研究 の 目的は、 アニ メー シ ョンの最 も根本的な魅力であ る「絵 が動 く」 と
い う観点か ら、 日本 のアニメを再考す ることにあ る。
そ もそ も、国内外 のアニ メー シ ョンの誕生 や初期 の開発 に関わ つた多 くのア
ニメー シ ョン作家達 が、元来漫画家 や画家 を本職 としてお り、「 自身 の絵 を動 か
してみたい」 とい う好奇心 によ リアニ メー シ ョン技術 の開発 は進 め られ た。 ま
た 「アニメーシ ョン」 とい う語彙 におい て も「動 き」 とい う概念 は共通 してお
り、animationと は animateの 名詞形 であ り、その語源はラテ ン語 の anima「 生
命を与 える」「生 き返 らせ る」の意味がある。 したが つて、アニ メーシ ョンとは
動かない絵 に動 きを与 えることで、生命 を もたせ る とい うことが もっとも基本
的な概念 と考 えてよい だろう。
しか し、世界か らも注 目され る現在 の 日本 のアニ メは動い てい るだろ うか。
テ レビアニ メ と劇場 版長編作品 との違い はあ るものの、その大半 は愛嬌 のある
キ ャラクターの クロー スア ップや格好 の良いポーズな どの静止 した絵 が、数秒
の短い カ ッ トで繋がれてい く演 出が 目立つ。確かに、短時間でカ ツ トが変わ つ
てい くことで、画面 自体 は動い てい るよ うに見 えるが、画面 内のキ ャラ クター
が、まるで実写映画 の俳優 のよ うに、心 を魅了され るほ どの演技 を行 つてい る
とはい えない。逆 に、 目を見張 る演技 を してい るのは画面 内のキ ャラクター で
はな く声優 であ り、エ ン ドク レジッ トにおいて作画陣 よ りも先 に声優の名前が
登場す るこ とか らも、如何 に「動 き」 を生み出す作画作業 が軽視 されてい るか
がわか る。 このよ うな「動かない アニメ」が 日本 に定着 したのは、 1963年 に放
送が開始 された『鉄腕 ア トム』か ら始 まるテ レビアニメの普及 による。
一方で、海外 におい て も人気 の高いス タジオ ジブ リ株式会社 の作品は、高畑
勲や宮崎駿 の世界観 や演 出術 だけではな く、そのキ ャラ クター の動 きに関 して
もその評価は高い。この作画技術 は、東映動画株式会社
2が戦後 の 日本 において、
海外 の作品 とは質 の違 う動 きの表現 を模索 した ことには じまる。その一役 を担
つた大塚康生 は、直接 の取材調査 3に おい て、現在 の 日本のアニ メに関 して最 も
危惧 してい ることは、「動 きのない アニ メが定着す ることである」 と語 つた。 し
か し、見方 によれば「動 かない アニ メ」 が、 これほ どまでに広 く視聴者 に受 け
入れ られ一般化 して しい る現状 は、 日本 の文化的性質 に根ざ した固有 の感性 や
習慣 と深 く関連 してい るよ うに思われ る。そ こで問題 とな るのは、 この よ うな
動 きのない アニ メを「アニ メー シ ョン」 の本質 か ら外れ るもの として否定す る
か、あ るい は 日本特有 の表現 を持 った独 自のアニ メ として肯定す るのか、現在
のアニ メー シ ョン研究 において もその意見 は大 き く分かれてい る。 しか し、 こ
れ まで 日本 アニ メの個 々の作品や作家 による部分 的な動 きの表現 を分析 した研
究はあ って も、動 き とい う視点 に限定 して 日本 アニ メの表現 を体系立 てた研究
はなされて こなか った。 したが って、本論 ではアニ メー シ ョンの動 き とい う観
点 か ら日本 のアニ メを振 り返 ることで、 その歴史 的流れ と時代背景、動 きの法
則論 と方法論、他 の メデ ィア との関係 な どか ら浮 き彫 りにな る、 アニ メ特有 の
動 かす技術 、その根底 に隠れてい る日本 的な感覚 とは如何な るものかを考察す
る。
3 先行研究 と本研究の位置づけ
本論 に入 る前 に、本研究 と同 じく作品 の内容や表現、 あ るい は 日本 アニ メの
特殊性 に関 した先行研究の状況 を踏 まえて本研究の位置づけを してお きたい。
まず、唯一 とい つて よい 日本 アニ メの本格的な歴史 書 として、 山口且訓/渡辺
泰 『 日本 アニ メーシ ョン映画史 』が挙 げ られ る。次章 で も述べ るが、 日本 アニ
メの歴史的研究は、戦前 と戦後 の発展の違い によ りこれまで主 に戦後 の東映動
画 を起点 として考察 され るケー スが多い。その原 因は戦前 のアニ メ作品が主 に
教育映画 として映画館以外 の場 で上 映されていた ことによ り、 日本映画史か ら
もその存在 が欠落 してい ることにあ る。 しか し、本書は 日本 アニ メの始 ま りか
ら戦後 の 70年代 までの、その動 向を とて も詳細 に記録 した ものであ る。ただ し、
1977年 に出版 されてい ることか らも、近年 の 日本 アニ メの黄金期 には及 ばず、
また、個 々の作品の年代や最近 にな って戦前の作品が発見 され ることでわか つ
た詳細な情報 や内容 に関 しては誤 りも見 られ る。次 に、近年 の 日本 アニ メの総
体的な特徴 を海外 とい う視点か ら客観 的 に とらえた ものに、スーザン・ J・ ネイ
ピア『現代 日本 のアニ メ ーー 『AKIRA』 か ら『千 と千尋 の神 隠 し』 まで一―』
と草薙聡志『 アメ リカで 日本のアニ メは、どう見 られてきたか ?』 、そ してワダ
。
ミツヨ・ マル シアーノ「「個人的な」アニ メーシ ョン」 (『 デ ジタル時代 の 日本 映
画 ――新 しい映画 のために――』所収 )が挙 げ られ る。 これ らは海外か らみ
た 日本 のアニ メ として、その特徴 と客観 的な見解 が記 されてはい るが、主 に戦
後 か ら近年 の作品を中心 にその外観 と内容表現 を考 察す ることに徹 してお り、
アニ メーシ ョンの本質 である動 きに関 した分析 には乏 しい。
では、 アニ メの動 きに関 した先行研究 としては どうだろ うか。現在 のアニ メ
ーシ ョン研究 において動 きの問題 は、殊 にフル・アニメー シ ョンか リミテ ッ ド
0
アニメー シ ョンかの違い に集約 されてい る。その中で も、朴紀 玲の「一九六〇
年代 の 日本 アニメー シ ョンにお け る リミテ ッ ド技法 の創造 的進化」 (山 田幸平
編 『現代映画思想論 の行方 ――ベ ンヤ ミン、 ジ ョイスか ら黒澤明、宮崎駿 ま
で一― 』所収 )は 、戦後 の 日本 アニ メに新 たな動 きの表現 ス タイルが誕生 した
その経緯を リミテ ッ ド・ アニ メー シ ョンの技法を中心に考察 された ものであ る。
しか し、 この リミテ ッ ド・ アニ メーシ ョン とい う語彙は、第 2章 で も詳述す る
が、現在三つ の意味が混在 したまま曖昧な語 として使われてい る。第一に 1コ
マ撮 りか 2コ マ撮 りを基調 としたフル 0ア ニ メー シ ョンに対す る、 3コ マ撮 り
以上 を基調 とした作 品 としての意味。第 二 にテ レビアニ メのために手塚 が考案
した止 め絵 や引 きセルや繰 り返 しな どの動画作業 を省 力化 した手法全般 として
の意味。第三 に手塚 の省 力化 の手法 のなかで も、 ロパ クに代表 され る腕 や足 な
どの身体 の一部 だけを動 かす技 法 としての意味。一般的な アニ メー シ ョン研究
の場合 は、第一の意 味で使用 され ることで広義な意 味 とされてい るが、殊 に 日
本 のアニ メ研究 にな る と第二や第三 の意 味を混在 させ て使われてい る現状 が う
かがえ る。 また、第 二の意味での手塚 の省 力化 され たアニ メス タイル は、 同時
代 にアメ リカでも、具体的には UPA作 品な どに同様 の技法が使 われ始 めた こと
か ら、それ らを総 じて「 リミテ ッ ド技法」 と呼ぶ場合 もあ る。そのため、顔 暁
暉は「セ レクテ ィブ・ アニ メー シ ョンとい う概念技 法 一一 「 リミテ ッ ド 0ア
ニメー シ ョン」の限界 を超 えて一―」 (加 藤幹郎編『 アニメーシ ョンの映画学』
所収)で 、第二 と第 三の意味を包含 した技術分析 を して、それ らを「セ レクテ
ィブ 0ア ニ メー シ ョン」 とす る斬新 な概念規定 をお こな った。その意義 につい
ては疑 間 も残 るが、いずれに して も戦後 の「動かない アニ メ」 の表現 に特化 し
た論考 であ り、戦前 のアニメや戦後 の「動 くアニメ」 を含 めた総体的な 日本 の
アニ メの動 きに関す る分析はなされていない。
「動 き」 とい う観点 か ら日本 のアニメを実践的 に語 つた著書 としては、大塚
康生『作画汗 まみれ 増補改訂版』 と大塚康生/森遊机『大塚康生 イ ンタビュ
ー アニ メー シ ョン縦横無尽』 が挙 げ られ る。 また、具体的な アニ メー シ ョン
の制作手法 とその動 きを創 出す る技術論 としては、富野 由悠季『映像 の原則 ―
― ビギナーか らプロまでのコンテ主義―― 』、 フラ ンク
0ト ーマス/オ ー リー 0
ジ ョンス トン『 Disney Animation The 11lusion of Life生 命 を吹き込む魔法』、 リ
チ ャー ド 0ウ ィリアムズ『増補 アニ メー ター ズ 。サバイバルキ ッ ト』が挙 げ ら
れ る。 これ らは実制作者 としての体験 を もとに した技術解説 が詳細 にま とめ ら
れてお り、本論を執筆す るにあた り教科 書的な役割 を果 た した。 しか し、 当然
研究や論文 としての明確 な問題意識 をもって、他者 の作 品や 日本 のアニ メ全体
を通 した客観 的かつ実証的な分析 はなされていない。
以上 の ことを踏 まえて、本研究の位置づ け と特徴 は下記 の 4点 にあ る。
1 動 き とい う観点か ら日本 アニ メを総体的に再考 す る。
2 日本 のアニメを時代背景 と文化状況 を踏 まえて、その始 ま りか ら歴史 をた
どる。
3 動 きの表現、そ してその映像効果 を実証的 に分析 し、 日本のアニ メの動 き
の方法論 を体系化す る。
4 上記 の結果か ら浮 き彫 りとな った特徴 か ら日本的な動 きの表現 の本質 にせ
まる。
4 論文構成 と補足事項
以下、本論 の構成 を簡単 にのべ る。 まず第 1章 では、 日本 のアニ メー シ ョン
の歴史的問題点 として、戦前 と戦後 をその発展的外観 の違い か ら非連続 的 に と
らえ る こ とに疑 間符 をな げか け、戦 前 の 日本 アニ メを代 表 す る作家 の作 品 を
個 々に分析 しその時代特有 の表現 スタイルを考察す る。それ らの戦前の技術 を
継承 し、日本 アニ メにおけ る戦後の象徴 として、また本質 的な スター トとして、
東映動画が如何な る制作手法を確立 し、独 自の表現 スタイル に昇華 させ たのか
をみてい きたい。 その変遷 を分析す る中で動 き とい う観点か ら見 た東映動画の
時代的な真価 を問 う。
第 2章 では、 アニ メー シ ョンにおけ る動 きの表現 としてデ イズニーの制作手
法 に手本 をおき、 アニ メー ト技術 、 レイ アウ ト、 コマ撮 り、の三つ の工程 を再
認識す る。 そ こか ら生 まれ る法則論 と方法論 とい う観点か ら、戦後 の 日本 アニ
メに誕生 した動 きに関す る二つ の流派― 「動 くアニ メ」 と「動 かない アニ メ」
の表現 の違いを浮 き彫 りに し、実証的に比較分析 を行 う。
第 3章 では、「動かない アニ メ」の成立 とその発展 に深 く関係 してい るマ ンガ
の表現構造 を もとに、原作マ ンガが どの よ うにアニ メ化 されてい るのか を考察
す る。その方法 として、原作 のオ リジナ リテ ィとアニ メの動 き とい う要素 を二
軸 に した、三つのパ ター ンを比較検証す る。 まず原 作 のオ リジナ リテ ィを大切
に し、 アニ メの動 きを排 除 した例 として『鉄腕 ア トム』 (手 塚治虫監督、 1963
年、テ レビアニメ 0フ アー ス トシ リーズ )。 次 にアニ メの動 きを重視す ることで
原作 を大幅 に改変 した例 として『ルバ ン三世』(大 隅正秋監督、 1971年 、テ レ
ビアニ メ 0フ アー ス トシ リー ズ )。 最後 に原作 のオ リジナ リテ ィを大切 に しなが
ら動 きの表現 をも再現 した希有 な例 として『劇場版  じや リン子 チエ』(高畑勲
監督、 1981年 )であ る。
第 4章では、これまでアニ メの動 きを創 出す る方法論 の実証的分析 か ら離れ、
そ こか ら見 えた 日本 的な音 の感覚 と動 きの問題を導入 日 として、 日本人 の習慣
や感性 に根 ざ した動 きの概念 か ら日本的な アニ メの動か し方 とは どのよ うな も
のなのかを考察す る。
では、最 後 に本論 に入 る前 に、い くつ かの語句 の使用 につい て補足 を してお
く。まず、「アニメー シ ョン」 とい う語彙 自体、本来 は映画の制作手法の一つ で
あ り、正確 には実写 映画 に対す るアニメー シ ョン映画 と表記す ることが正 しい。
しか し、そ の定義 は これ まで一般的 に「 1コ マ撮 りで撮影 され ること」 がその
核 とな ってい たが、現在 は CGの 技術が実写 映画や アニ メーシ ョン映画、あるい
はゲー ムにまで実用 され ることで、 アニ メー シ ョンを明確 に定義す るこ とは難
しい。 またアニメー シ ョンにも、セルアニ メに代表 され る絵 を素材 とす るもの
か ら、人形 や粘土 や写真 を素材 とす る様 々な ジャンルがあ り、 それ らを含 めた
総称 としての「アニ メー シ ョン」 とい う認識 も持 たなければな らないだろ う。
さ らには、前述 したよ うに「アニ メ」 とは、単な る「アニメー シ ョン」 の省略
語か、あ るいはセル アニ メや正確 には現在 はセルを使用 していないためセル ア
ニ メ と同 じ様式 の表現 を主体 とした 日本 のテ レビアニ メや劇場版 アニ メに限定
した意 味か、その違 い も明確 に しておかなければな らない。 そ こで、本論 は絵
を素材 とした作品に限定 してい ることか ら、劇場版 やテ レビ版 に関係な く、「ア
ニメー シ ョン」はセル アニメに代表 され る人 の手 あ るいは CGで描かれた絵 を素
材 とした作品の ことを指す こととす る。また、「アニ メ」 とは前後 に文脈上 の指
示がない限 り、 日本 のアニメ作品を示す こととす る。
次 に、前述 した三つ の意味が あ る「 リミテ ッ ド 0ア ニ メー シ ョン」 は、海外
の特 にデ ィズニー の フル・ アニ メー シ ョンを対比 として論 じてい くことが多い
ため、本論 では第一の意味 としての 3コ マ撮 り以上 の作品を示す ことす る。 し
たが って、第二の意 味 としてはアメ リカ も含 めた世界的な基準 での省力化 の手
法を「 リミテ ッ ド技法」、日本 におけ る手塚 の技法 に関 しては「省 力化 のアニメ」
で表記 し、第三の意 味 としては「部分的な動 き」な どの説明的な語句を もって
表記 す る。ただ し、引用文 で第一の意味以外 で「 リミテ ッ ド 0ア ニメーシ ョン」
の語句 が使用 されてい た場合 、 もちろんそのままで表記 す るが、注釈 にて どの
意味での リミテ ッ ド・ アニメー シ ョンかを補足す る。
なお、本論 では一度表記 した人名 や会社名な どの固有名詞 と作 品 タイ トル に
つい ては、筆者 の任意 で省略 した表記 を使用す ることをお許 しいただきたい。
第 1章  戦前か ら戦後 におけるアニメのスタイルの変遷一東 映
動画を中心 に一
今 日の 日本 映画界 において、唯一顕著 な繁栄 をみせ るアニ メ。その歴史 を概
観す る と、戦前 と戦後 では全 く別の様相 を呈 してお り、具体的には 1956年 に
設立 された東 映動画 を境 にその前後 で大 きな発展 の違いが見 られ る。1917年 に、
下川 凹天、幸 内純一、北川清太郎 の三人 によつて初 の国産アニ メが制作 され、
実質 的な 日本 アニメの「始 ま り」を迎 えてか らの約 40年 間は、先進技術 による
良質 で安価な海外 の アニ メー シ ョン作品の人気 にお され、国産 アニ メの主 な興
行ルー トは政府や教育 団体が発 注す る教育映画 であ つた。そのため、 日本映画
史 の中で も この時期 の国産 アニ メ作 品の多 くが見落 とされ、 その存在 は片 隅に
追いやれてきたのが実情 であ る。
また、終戦後か ら占領期を終 えて東映動画が発足す るまでの 10年 間は、主 だ
ったアニ メ作品の制作 はあま りお こなわれず、あ る種 の空 白期 間 としてみ るこ
とができる。その実情 は、戦前 のアニメー ターのほ とん どが この時期 にアニ メ
業界 か ら引退 し、終戦前後 に生 まれた新 たな世代 が台頭 して くるの とともに、
「アニ メー シ ョンニ人の会」 な どのアニ メ分野以外 か らの作家 による新 しい ア
ニ メー シ ョンの方 向性 も示 されてい た。 これ らを総括すれば、 この空 白期 間 と
は 日本 アニ メ史 を前期 と後期 に分断 し、 それはまた発展 の差異 か らみた表 (後
期)と 裏 (前 期 )、 あるいは明 (後期 )と 暗 (前期 )に 分かつ端境期 であつた と
とらえるべ きであろ う。
そのよ うな不遇 の時代 に終わ りをつげ、海外 のアニ メーシ ョン作品に匹敵す
る作品づ くりを 目標 に掲 げて発足 した東映動画は、東映 とい う巨大資本 の も と、
日本 において近代的な アニメ制作 の環境 を整 えてい つた。高畑勲 によれば、「 60
年代 頃の東 映動画が 日本 アニ メー シ ョンにもた らした もの」 として以下 の三点
を挙 げてい る。
1 何本 もの面 白い娯楽 アニ メーシ ョン映画を生み出 し、さまざまな技術
を発展 させ、人材を育成 した。
2 欧米 とは異 な る日本的娯楽 アニメーシ ョンの方 向を決定づけた。
3 日本型作画制作 システムを模索 し、その確立 に寄与 した。 4
これ らが示す東映動画 の功績 とは、 日本 のアニ メをそれまで とは異な った新
たな境地へ押上げた ことであろ う。 ここで模索 され た技術やスタイルを身 につ
けたスタ ッフが、やがで虫 プロダクシ ョンやスタジオジブ リの発展への原動 力
とな ってい った ことを考 えれば、東 映動 画 こそが 日本 アニメ史 における本質 的
な「始 ま り」 を意 味 し、 また戦後 とい う新 しい時代 を象徴す る存在 とされてい
ることは当然 の見方であろう。
しか し、確 かに東 映動画を 日本 アニメの戦前 と戦後 の非連続的な象徴 とす る
見方ができる一方 で、東 映動画 こそ戦前 と戦後 のアニ メーシ ョン技術 の橋渡 し
役 を担 った会社 であ る との見方 もできる。終戦後 わずかニ ケ月 でそれまでの 日
本 アニ メを支 えてきた山本早苗 や村 田安 司、政 岡憲 三 を中心 に、戦前の アニ メ
ー ターが 100名 程集 まって新 日本動画社 が設立された。それを機転 に幾度かの
人員の整理や解体合併 を経て、1948年 に政 岡 と山本 によつて設立されたのが 日
本動画株式会社 であ り、1952年 に 日動映画株式会社 と改称す る。東 映動画はそ
の 日動 を買収す ることで発足 し、そ こで新規採用 された若い世代 のアニ メー タ
ー は、政 岡や山本 の弟子 にあた る数下泰 司や熊川正雄 、大工原章 や森康 二 らに
よって新入教育 をされた ことか ら、戦前 か らの 日本 アニ メの技術 的継承 がい く
らかで もなされた と考 えることも否定 はできない。
そ こで、本章では 日本 アニ メにおいて、東映動画 を戦前 と戦後 の連続性 とと
らえるか非連続性 ととらえるか、今 一度 その表現 ス タイルを中心 に考察す るこ
とで、新たに東映動画 の戦後 とい う時代的な真価を問い たい。
1 前期の日本アニメ
現在、多 くの研究者 の中で も、 日本 アニメ史 におけ る東 映動画以前の時代 は
様 々な問題 を抱 え、総 じてその発展 が遅 れていた とい う見解 が一般的である。
もちろんそれは海外作品 と比較 しての こ とであ り、端的 にい えば この時期 の 日
本 アニ メの制作体制 やその手法その ものが海外 のそれ と異な っていた こ とに起
因す る。純粋 に 日本 アニ メの技術面 の発達 だけで見 れば、確 かに先進的な制作
手法ではないか も しれないが、 それはそれで着実な進歩 を遂 げてい たため、い
わば不遇の時代であ った とみ るのが適切 であろ う。
1-1 二 つ の 大 き な 問 題
では、具体的に この時代の 日本 アニ メが抱 えてい た問題 とは何 だ ったのか、
それは大 き く二点 に集約 され る。 まず一点 目としては、先 にも少 し触れ たが、
圧倒的な質 の高さ と人気 を誇 つていた海外 アニ メの存在が、何 よ りも日本 アニ
メの発展 に第一の障害 とな ってい た。海外 アニメの人気 は、 国産 アニメの制作
がスター トす る前 に、既 にエ ミール・ コール の「フ アン トー シ ュ」 シ リー ズを
中心 とした『凸坊新画帳』か ら始 まってお り、その後 はセル アニ メの開発 とと
もにデ ィズニーの黄金時代 を迎 える。 このデ ィズニー を筆頭 に、海外 アニ メは
集 団分業作業 によるアニ メ制作体制 を確立 し、 トー キーやカラー フイル ムの使
用 とい つた技術革新 を次 々 と行い、優れた品質 の作品を大量生産 していたので、
日本 で も安 価 に興行 す ることが可能 であ つた。 日本 で も映画が トーキー の時代
を迎 えた 1930年 代 には、技術的 にもまだまだ不十分な国産 トーキー アニメの
一本 の制作費 で良質 なデ ィズニー作品が二本 も買 え るまでに、 その格差 は広が
っていた。 そのため、 この頃には映画館 で国産 アニ メが公開され ることがほ と
ん どな くな り、 また アニ メの主 た る観客 であった子供 も映画法 の規制 によ り映
画館か ら閉め出され た結果、戦 前の 日本 アニ メは主 に教育映画 として、映画館
以外の場、例 えば新 聞社 の販売促進 イベ ン ト等 の集 ま りや子供 のための映画鑑
賞 日に学校 や地域 の講堂で巡 回上映 され ることで細 々 と生 きなが らえて きたの
である。この ことは この時代 の作品の大半が桃太郎や浦島太郎、一寸法師な ど、
童話や昔話 を題材 に、子供 向けの道徳心 を説いた内容 であつた ことか らもす ぐ
にわか るだろ う。
この時代 の 日本 アニ メが抱 えていたも う一つの問題 は、海外 とは異な った制
作体制 にあ った。国産 アニメが スター トして、 日本 にもアニ メ制作 の場 が急増
したのだが、それは国産 アニ メの需要が増大 したわけではな く、その実態 は新
人 アニ メー ターが師匠の門下 に入 つて も、一通 りの基礎 を学ボ とす ぐに独立 し
て個人 プ ロダクシ ョンを設立 してい った ことによる。 そのため師匠 も、 やが て
す ぐにライバル にな ることが予想 され る弟子 に自身 の技術 を全 て教 える ことは
な く、重層 的な技術 の継承や教育 の積み重ね はほ とん どなされなか ったのだろ
ぅ 5。 っ ま り当時の 日本 のアニメ制作者 に とつて、アニ メとは一人 で制作す るも
のであ り、 その技術 も独 自の研究 と発達 にたよるとい う考 えが一般的に広 く根
付いていたのである。
これ らの問題を取払い、 日本 アニ メが最初 の息吹 を受 けたのは皮 肉に も第二
次世界大戦 の開戦 による とい え る。海外 アニ メの上 映禁止 に加 え、それ まで文
部省等 の政 府 と密接 に関係 していた興行 ルー トは、セルやフ ィルム等 の物資 が
軍部 の管理下 におかれ ることで、初 めて 日本 アニ メに安定 した制作環境 が もた
らされた。 しか しそ の反面、戦争映画やニ ュース映画 とともに、 ロケ撮影 を必
要 とせず教育映画 として実績 のあ ったアニ メ作品は戦意高揚 映画 として重宝 さ
れたのであ り、限 られた興行ルー トとその 目的によ つてのみ アニ メ制作 が可能
であ った。いわば 日本 アニ メに とって戦争 とは諸 刃の剣 ではあ つたが、作品 内
容は別 に してその表現 スタイル だけ とってみれば、政 岡憲 三 の『 くもとち ゅ―
りっぶ』 (1943年 )や 瀬尾光世 の『海の神兵』 (1945年 )な ど、 この時期 によ
うや く海外 のアニメに匹敵す る作品が誕生 したのである。
1-2 切 り紙 アニ メ とセル アニ メの ス タイル
これ らの 日本 アニ メが抱 えていた問題が、 もっ とも直接的 に影響 を与 えたの
が制作手法 であ った。海外では 1914年 にアメ リカの ジ ョン 。ラン ドル フ・ ブ
レイがセル アニメを開発 し、早 々にそのスタイルが普及 したのに対 し、 日本 で
はその高価なセル を使 うことは、技術的問題 とい うよ りも興行 的採算上 の問題
によって敬遠 されていた。日本 で初めてセルが使用 されたのは、1927年 の大藤
信郎 の『 くじら』 とされ、全面的 に使用 した作品 としては 1932年 の政 岡憲 三
による『力 と女 の世 の中』 とされてい る。 その後 も完全な る普及 とい うよ りは
部分的な使用 や使い 回 しとい うのが一般 的であ った。セル アニ メの長所 は、全
ての動画を一枚一枚描 く推稿法 とい うパ ラバ ラマ ンガの原理 を利用す る ところ
にあ り、その動 きは空間的な広が りを 自由 自在 に し、 さ らには滑 らかで 自然な
動 きの再現 も可能 に した。その アニ メー ト技術 は制作会社 や アニ メー ター個人
によって様 々であ るが、 当時その王道 を極 めていたのがデ ィズニー だった こと
はい うまで もない。
一方、 日本 アニ メにおいてセル アニ メが普及す るまでの主 た る制作手法 は、
切 り紙 アニ メによる切 り抜 き法 であ つた。切 り抜 き法 とはその名の通 り、紙 に
描いたキ ヤラクターを綺麗 に切 り取 り、別の背景画 な どの上 において、顔や胴
体 の一部 だけを紙人形 の よ うに水平方向に少 しずつ動か した り、あ るいは他 の
動画に置 き換 えた りして一 コマ撮 りす る手法 である。その特性 は、動 きの創作
が簡単 ではあるが、動 きが平面的で限定的にな って しま うことであ つた。その
ため動 か し方の原理 としては、次章 で詳述す るが戦後 の手塚 アニ メの引 きセル
やバ ンクシステム と共通 した手法 とい えるか も しれない。 ただ、厳密 に言 えば
切 り紙 アニ メでの推稿法 は可能 ではあるのだが、何 よ りも当時のアニ メ制作者
は質 よ り量 で稼 がぎるを えない興行形態 であつた こと、それ に個人制作 による
手間を嫌 った制作環境 とい う悪循環 が推稿法 とい う考 えを排除 していたのであ
る。
この切 り紙 アニ メの代表的な作家が山本早苗、村 田安司、大藤信郎であ り、
一方 日本 において戦 中か ら終戦 間際にかけて、セル アニ メの普及 に尽力 したの
が政 岡憲三 と瀬尾光世 である。 しか し制作手法の相違 にかかわ らず、彼 らの作
品には、先 に述べ た個人主義 による独 自の制作 スタイルか らや は り少なか らず
違いが見 られ る。 ただ し、それ らが総 じて 目指 した先 には、海外 アニ メ、特 に
アメリカのディズニーのスタイルが据えられていたようだ。このディズニーの
スタイルや 日米でのアニメ表現に関する違いは、次章で動きとい う感覚を中心
に詳 しく述べたい。では、彼 らが独 自に確立 したスタイルを具体的にみていこ
う。




山本早苗 は、北 山清太郎の も
とでアニ メ制作を学び、東映動
画のスタジオ所次長 までつ とめ
た ことで、前期の 日本 アニ メ界
の中では最重要な作家 の一人 で
ある。山本 の初期 の切 り紙 アニ
メ作品『 日本一桃太郎』 (1928
年、図 1)は 、その冒頭か ら一
貫 して、 とにか くキ ャラクター
を動かそ うとい う意志 がひ しひ
しと伝わ って くる。 しか し、切
り抜 き法の特性 である部分的な
動 き とい うよ りは、キ ャラ クタ
ーの全身 を動かす ことに重点を
お き、 その タイ ミングもとて も早い。 ただ し、その動 き 自体 はや は りどこかカ
タカタ として柔 らか さがな く、所作や移動 も水平な動 きが 日立 っている。 これ
は、海外 アニ メがす でにセルを使用 した推稿法 による滑 らかな動 きを実現 して
いたため、それをなん とか切 り紙 アニ メによる 自然 な表現 として模索 してい た
10
結果 であろ う。実際 に山本 の後期 の作品 と思われ る『動物村 の大騒動』
6で は、
種 々の動物達、 しか も群衆シー ンや複数 のキ ャラクター を同一画面 に配 し、そ
れ らの全 てが柔 らか く滑 らかな動 きで描 かれてい る。それで もなお、ス ピー ド
感 は少 しゆ つ くりとしてお り、平面的な横移動 が基 本 とな ってい ることは、当
時の技術的な限界の一端 とみて とれ る。
山本早苗の友人 であ り、彼か らアニ メ制作 のノウハ ウを学んだ村 田安司 は、
この時期 に切 り紙 アニ メを最 も多 く制作 し、その技術 として もおそ らく突 出 し
た作家 とい える。彼 が描 くキ ャラクターの所作 は、山本 の全身的な動 き と違い、
手や顔 な どの体 の一部 をふ りまわす、い わば回転 の動 きが特徴的である。 また
その移動 の表現 として具体的 に『おい等 の野球』(1931年 )で は、兎 のキ ャラ
クターが野球場 を縦横 無尽 に走 り回 り、 それ らは全 て常 に平面的な横移動 であ
るが、 アングルを俯 llMの 構 図にす ることで横移動なが らも広大 な球場 の空間把
握 を可能 に してい る演 出 もみ られ る。 このよ うな カ ッ ト割 りや大胆な構 図を利
用 したカメラワー クの手法は『空 の桃太郎』(1931年 )の荒鷲 との空戦 シー ン
な ど他 の作 品でも効果的 に使われてい る。 また、あ る作品で使用 したキ ヤラ ク
ター を他の作品でも再利用 してい ることも特徴 の一つであ る
7。 このよ うな、切
り紙 アニ メの手 間を省 くとい う特性 をい か した村 田の作品は、その省 力的かつ
多産なスタイルか ら戦後 の手塚 アニ メ と重 な る部分 も多い ため、普遍的な 日本
の動 きの感覚 として も言及 され るべ き対象 ではあ るのだが、 ここではあえて空
間を意識 した構 図や カ ッ ト割 りとい う点 で、直接的 には海外 アニ メ と結 びつ け
たい。
その ことの裏付 け とな るのが、セル アニ メを開発 したブ レイ作 品であ る。 ブ
レイ作品は村 田がアニ メ業界 に興 味をもったきっかけ とな る作品で もあ り、さ
らにそれ らを研究 して海外 アニ メの表現 を 自作 に反 映 してい た といわれてい る
8。 具体的 に村 田が どのブ レイ作品を見てい たかはわか らないが、彼がデ ビュー
す る 1927年頃には、既 にブ レイ作品のほ とん どがセルアニメで、キ ャラクタ
ー の全身 の動 きや空 間的な奥行 きの移動 は存分 にみ られ、村 田にそのイ メー ジ
がなか った とは考 えに くい。そ の証拠 に、セル アニ メによる推稿法の特色 とな
る奥行 きへ の移動は、実際に切 り紙 アニメの『猿正宗』(1930年 )の 冒頭 や『動
物村 のスポー ツデー』 (1932年 )の シロクマが高飛 び込みす るシー ンな ど、 ほ
んの一部 だけ描かれ てい る。それで も、村 田作品のほ とん どが、平面的な動 き
で構成 され てい るのは、前述 したよ うな 当時の 日本 アニ メの悪循環な制作環境
によるものであろう。
しか し、 山本や村 田のよ うにいわば海外 アニ メの追従 ではな く、切 り紙 アニ
メを 日本的な アニ メ として認識 していた作家 として、大藤信郎があげ られ る。
大藤 の代名詞 とな った千代紙 アニ メは、切 り紙 アニ メの素材 として 日本 的な柄
の千代紙 を使 うことで 日本 らしさを追求 していた姿勢 が うかがわれ る。 この千
代紙 アニメ自体、日本 の紙芝居 をイ メー ジ して制作 してい た とい うか ら
9、 彼 の
作品は画面 の平面 さは もちろんその動 きや展開にも、 日本的な感覚 を重視 した
動か し方を意識 していたよ うだ。その一例 として、『黒ニ ヤゴ』(1929年 )や『村
祭』 (1930年 )や 『国歌 君が代』 (1931年 )な どにみ られ るように、 日本 的
な音楽 にテ ンポを合 わせた動 きを独 自に追求 してい た痕跡 がみ られ る。 このよ
うに大藤作品を概観す る と、彼が如何 に保守的な人物であ つたかが推察 できる。
この ことはセル アニ メの導入 に関 した大藤 の以下 の見解か らもその一端 が うか
がえるだろ う。
外 国では白い紙 とセル ロイ ド板 とを巧 みに利 用 して作 つてい るよ うです
けれ ど、 日本 には こ うした仕事 に利用 で きるほ ど、無色透明 に して且 つ均
等 に扁平なセル ロイ ド板が得 られ ませんか ら、 これは断念 しな ければな ら
ない。外 国の本 を手本 として線画 をや ろ うとす る人 は、大 てい このセル ロ
イ ドに悩 まされてい るよ うです
1° 。
この ことを体現す るかのよ うに、実際 に大藤 はセル による描画 のアニ メでは
な く、切 り紙 アニ メか ら影絵 アニメーシ ョンヘ と、 アンチ主流、 アンチ アメ リ
カ的な作風 の流れをた どってい る。つ ま り、大藤 の考 え としては切 り紙 アニメ
や影絵 アニ メー シ ョンのスタイルが象徴 す る、平面 的で限定 された動 き こそ彼
の作品の最 大 の特徴 であ り、 さ らには当時最 も後進 的な技法 ではあ つて も日本
独 自の発達が追求 されたスタイルだったのではないだろ うか。
そのよ うな大藤 とは対照的 に、政 岡憲 三や瀬尾光世 の新 たな世代 によ って、
日本 で もセル アニ メが主流 とな る。特 に政 岡憲 三は「 日本 のアニ メー シ ョンの
父」 と呼ばれてはい るが、その所以 はセル アニ メを主体 とし、 トーキー の技術
開発や、試験的なマルチプ レー ンカメラの使用、集 団分業制作体制 の提言等
H、
近代的な、いわばデ ィズニー を基準 とした制作手法 を 日本 に定着 させた ことに
よる。見方 によれば皮 肉な レッテルだが、 アニ メに限 らず明治維新後 の 日本 の
近代化 は概 ね欧米諸 国の模倣 が基盤 とな ってい るので 自然な流れではあ るのだ
が、 もちろん彼 らのスタイル もまた一言 でい えば近代的あるいはアメ リカ的 と
いえるであろ う。
政 岡は美術専 門学校 で洋画 を学んだあ と、マキノ映画社 に入 リセ ッ トの制作
や役者 もこな してい たが、 日活 に教育映画部技術主任 として入社 した ことを機
会 にアニ メ制作へ足 を踏 み入れ る。彼 のスタイル と して、特徴的なのは何 よ り
も動 きの リア リテ ィであろう。丸みを帯 びたキ ャラクターやその流麗な動 きは、
単 にセルの使用 によるものだけではな く、 アメ リカ的な動 きの感覚 まで取 り入
れた彼 の動画技術 の高さを証明 してい る。例 えば、『ベ ンケイ対 ウシワカ』(1939
年 )で の、天狗 との修行や牛若 と弁慶の対決な どでは、空を飛ボ時はゆ っ くり
と、 ダイナ ミックな アクシ ョンはス ピー デ ィに と、 ただやみ くもに動 かす ので
はな く推稿法 による空 間的な移動 や 自由 自在な動 きに加 え、それぞれの演技 に
合 わせ たタイ ミング とテ ンポが取 り入れ られたのも彼 の作品か らであ る。政 岡
の初期 の作品『茶釜音頭』(1934年 )で は、月見 に興 じる寺 の和 尚たち と狸一
家 の珍騒動 を描いた 日本的な 内容 の中に も、欧米 の乗 り物 や擬人化 され た蓄音
機、狸一家 の列 をな して巣穴 に出入 りす る描写な どは、多分 に海外 アニ メの表
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現 と疎通 させ ることができる。
ただ、彼 の作品は総 じて芸術性を重視 した作 品 とい う見解が多 く見 られ る。
そのよ うな言説の中で、何を もって芸術性 とす るか とい う疑間はよそに して、
政 岡は単 なる欧米作品の近代的な制作手法や表現の模倣 ではな く、独 自の表現
ス タイルを模索 していた ことは確 かであ る。彼 の代表作 であ り戦 中の最高傑作
とされ る『 くもとち ゅ― りっぶ』 (1934年 )や戦後の『桜』 (=『春の幻想』、
1946年)は 、デ イズニーのシ リー・ シンフオニー・ シ リーズを模 した音楽 と動
きの同調が特徴的だが、前者 の引田龍太郎の牧歌的な音楽 あるいは後者 の桜や
着物を着 た女性の所作 に見合 つたゆるやかな音楽
12は 、 当時の時代的な 日本 の
叙情性や詩的感覚 を意識 し、それに合わせ た動 きの タイ ミング とゆ つた りとし
たテ ンポが政 岡の独 自の表現 として定着 している
13。 このよ うに、 ただ近代的
なアニ メ制作を確立 した ことだけではな く、その よ うな欧米 と日本的な要素 を
上手 く融合 させた ことが、政 岡の もっとも評価 され るべ き点であろ う。
そ の よ うな政 岡 の も とで
ア ニ メ制 作 の 手 法 を 学 ん だ
瀬尾光世は、芸術映画社か ら
松 竹 に移 動 してす ぐに海 軍
か ら大作の発注を受 ける。そ
れ が 日本 初 の 長 編 ア ニ メ映
画『海の神兵』(1945年 )で
あ り、その偉業は政 岡 と並び
称 されてい る。彼の作品は絵
柄的に も、動 きの面 でも政 岡
作品 ととて も似 てお り、丸み
を 帯 び た キ ヤ ラ ク タ ー が
様 々 な構 図 と空 間 的 な広 が
りの中を、 とにか く縦横無尽
に動 き回る。その動か し方は
政 岡よ り躍動感があ り、彼の
初期の作品『 お猿の三吉～突撃隊～』 (1934年 、図 2)な どでは動 きのテ ンポ
や タイ ミングも早い。 ただ、その反面過剰 に流麗 な動 きに加 え、戦車な どが ク
ニ ャクニ ャ と砲弾を交わすギ ャグ、そ して『 海の神兵』 のキ ヤラクター の多 く
が 日本軍 と外 国軍の区別無 く、 日本人離れ したジ ェスチ ャーや ポー ズが 日立つ
な ど、瀬尾作品は政 岡よ りも明 らかにアメ リカ的な感覚 が強 く浸透 してい るよ
うに思われ る。実際に、瀬尾光世 は 日本海軍がアメ リカ軍か らの戦利品 として
回収 したフィルムの中に『 白雪姫』 (SЛοw″購ιθ aЛご油θ Sθ yθЛ
'warFstデ
イ ヴ
ィッ ド・ ハ ン ド監督、 1937年 )が あ り、『海の神兵』の制作前 に特別 に鑑賞す
ることができた。『 白雪姫』をみた瀬尾 はその圧倒的な技術 の高 さに衝撃を うけ、
設備拡充 とスタッフの増員の必要性を痛感 した とい う
14。 っ ま り、 日本 に向け
た戦意高揚映画 であ りなが らもそのス タイルはデ ィズニーのそれに もっ とも近
図 2:瀬尾光世『 お猿 の三吉～突撃 隊～』(出 典 :DVD
『 日本 アニ メ クラ シ ックコ レクシ ョン』 第二巻 、デ




このよ うに、戦前 か ら戦中にかけて、 日本 アニ メが 目指 してきたものは、当
時の社会情勢 と同 じく、面前 に立 ちはだか る欧米作 品、特 にデ ィズニー の存在
であ り、それ らの作 品が制作手法か ら表現 スタイル まで多大 な影響 を与 え、暗
黙 の了解 としてのお手本 とな ってい たのであろ う。敗戦 を迎 えた ことは、社会
的な しが らみか ら解放 され、見方 によれ ば 日本 アニ メにも自由な表現 の場 が戻
ってきたか に思 えた。 しか し、現実 はアメ リカの占領期 に移行 し、再 び苦難 の
道 に直面す ることとな る。
政府や軍部 を通 じた生産ルー トの崩壊 、戦 中の度重 な る空襲 によるス タジオ
の倒壊、セルやフィルムの物資不足、帰 国が遅 れ る復員者、そ こにさ らな る追
い打 ちをかけたのが シ ャウプ勧 告 に従 つた税制改革 による課税額 の増大 であつ
た。 とにか く作品を作れ る環境 ではなか った。ただ、 このアメ リカの占領期 に
今 までに成 し得なか った大 きな改革が行 われ る。それ こそが、先 に述べ た新 日
本動画社 の設立 であ った。 ここで初 めて、 日本 で も本来 の姿 であ る集 団作業 と
してのアニ メ制作 とい う意識 が示 された ことは大 きい。 しか し実質 的 には個人
でのアニ メ制作 は不可能 な状況 であった こ とに加 え、アニメー ター を統合管理
したか ったアメ リカの意 向によ り、そ うせざるをえなか ったのが事実 であろ う。
さ らにその結果 として、それ までの一城 の主 としてのアニ メー ター達が直 ぐに
折 り合 えるわけもな く、実際の ところほ とん ど作品制作 が行 われ ることがなか
った。
この空自の期間に引退 した政 岡が最後 に残 した戦後 の作品、『桜』や『 トラち
ゃん』 シ リー ズ三本 をみても、 そのスタイルは戦前 の流 れの延長線上 にあ った
とみえる。実際に、1948年 頃か らデ ィズニー作品を中心 にアメ リカのアニメの
上映が再 開され、それな りの技術 的達成 をみた と思 われた 日本 アニ メが、 まだ
デ ィズニー には到底太刀打 ちで きない ものであった と痛感 した ことは容 易 に想
像 できる。戦前の技術 を引 き継 ぎ、新 たな世代 の 日動 スタッフで制作 された短
編傑作『 こね この らくが き』 (森康二演 出、 1957年 )は 、前期 の 日本 アニメの
集大成的作品 として特別な輝 きを放 ってい るよ うにみえ る。
しか し、その 日動 スタ ッフが実制作部隊 として発足 した東映動画ではあ るが、
戦後 に紛失 された と思われてい た『海の神兵』 のフィル ムが 1982年 に発見 さ
れ、国立近代 フィル ムセ ンター で上映された。その上映を見 た東 映動画 のスタ
ッフによる座談会では、「現在 の技術 と違 う」 とい う大方の感想 に加 え、高畑勲
は「戦争 による技術 の断絶」 を明言 してい るのであ る
15。 っ ま り、東映動画の
新 しさ とは、それまでの 日本 アニ メに欠落 していた ものを取 り返すかのよ うに、
あ るいは戦後 とい う新 しい社会状況 に対 して新 しい 日本的な アニメのス タイル
とは何 か とい うことを模索 した ことか ら始 まる。
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図 3 : 薮下泰治 [/ 白川大作/手塚治虫 [演出 ] 11西遊
あり、初期の劇場用長編アニメ
記JI ( 出典 : DVDII 西遊記』 、 東映 ビ デオ 、 2 00 2 年 )
に限つては基本的に 2コマ撮り
のフル・アニメーションで制作
されている。そのことに関連して、長編第 1作の 『白蛇伝 j] (薮下泰司演出、 1 9 5 8














映動画 の場合 は一貫 した流動性 とい うよ りも、抱 を叩 く悟空 の腕な どは少 し減
り張 りのついた動 きで描 かれてい る。 この減 り張 りの違いは、次章 で詳述す る
が、中割 りの枚数 と配置、つ ま リアニメー ト技術 の動画のタイ ミングとスペー
シングの違い によるものである。 また、沙悟浄 のダンスは、明 らかな リミテ ッ
ド技法 で描 かれてい ることにも注 目したい。
この違い に関 して、基本的 には東映動 画の技術不 足な らびに制作期 間や予算
不足 とい う要 因が考 え られ るが、戦前 の政 岡憲 三や瀬尾光世 の作品は どち らか
とい うとデ ィズニー 的な質感 の動 きであ るため、やは り東 映動画のアニ メー タ
ー の意 図的な作画 と考 え られ る。実 際に、高畑勲 は「アメ リカアニ メの特徴 で
あ る過剰な流動感や、台詞 と結 びついた誇張 の大 きな動 きは、 日本 には合 わな
いので、や ろ うとお もえばできない ことで もなか ったがあえて取 り入れ ること
はなか った」 と当時を振 り返 つてい る 16。 では、東映動画が 目指 していた動 か
し方 とは如何な るものか。その簡潔な答 えは、大塚康生 の「現実 の生 き写 し"で
はな く“現実 を連想 させ る"動 き」 とい う言葉 に象徴 され る
17。 っ ま り、 ライ ブ
アクシ ョンを下地 に して現実 の動 き、あ るいはそれ以上 の ものを創 出させ るの
ではな く、 ライブア クシ ョンを参考 に しなが ら、現実的な動 きを感 じさせ る演
技 を 目指 していたのであろう。
このライ ブアクシ ョンに関 しては、発足直後 の東 映動画が抱 えていた大 きな
問題を露呈 してい る。その具体的事例 として、『 白蛇伝』では ヒロイ ンの自娘 (パ
イニ ャン)に 当時東 映のニ ュー フェイスであ つた佐久 間良子 を配 して、各 シー
ンのライブアクシ ョンを撮影 してい たが、その 1シ ー ンを作画 した大塚 は、実
際にはそのフィルムは作画現場 まで届い てお らず、結果 としては東映側 の宣伝
材料 とい う一面 しか果 た していなか った と証言 してい る
18。 この事実 か ら導か
れ る問題 とは、東 映動画 の中で東映か らの社員 によ る全体的な製作運営側 と、
日動か らの アニメー ター を主体 とした実 制作側 とい う二項対立 の図式 である。
実際に制作 開始当初 の本作 の企 画進行 は、構成 と美術 を担 当 した岡部一彦、舞
台美術家 の橋本潔、教育映画部長 の赤川孝一な ど東 映側 の社員 によって主導 さ
れ、他 にも有名な漫画家 やイラス トレー ター、具体 的 には蕗谷虹児、花野原芳
明、笹山茂 、野沢和夫、山室正男な どを招聘 し、『 白蛇伝』の準備や他 の短編作
品の企画 をさせ るな どの体制が とられていた。一方、 日動側 の演 出の数下泰司
や原画 の大工原章・ 森康二な どは蚊帳の外 であ った。つ ま り、東映の思惑 とし
ては、作画な どの実 制作 も東映が主導 してい く体制 を整 えてい たのだが、 当然
実写映画のノウハ ウ と単 に絵 に造詣 があ る新人 スタ ッフだけでそのままアニ メ
を作れ る とい うことは難 しく、結果 として制作 の主導 が 日動 メンバー に移 され
ることで、作画が開始 されることとな った 19。 したが って、本作 には製作 開始
か ら作画 イ ンまでに約一年半 とい う例外 的な長期間 を要 してい るのだが、 これ
は長編初作 品のための入念な準備 と考 えるだけではな く、東 映動画 内の二つ の
体制を調整 していた期 間 ととらえ る方が正確 に思われ る。 もちろん、 この両者
間の対立 は この時点 で根本的に解決 され ることはな く、さ らな る大 きな問題 に
発展す ることにな るが、その ことは後 で述べたい。
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動 きに関 しても う一点注 目したい点 は、作品を重ね るに従 つて東映動画 内で
も リミテ ッ ド技法 の趣 向がみえて くることであ る。 その変遷 のポイ ン トとして
挙げたいのは、『西遊記 』 と『サイボー ダ 009』 (芹 川有吾演 出、 1966年 )と
『ひ ょっこ りひ ようたん島』 (薮下泰司演出、 1967年 )で ある。
日本 において リミテ ッ ド技法が取 り入れ られ る大 きな要 因は、1963年 に 日本
初 のテ レビアニメシ リー ズ『鉄腕 ア トム』が放映開始 された ことで、東 映動画
に限 らず 日本 アニ メ全体が動画作業 を減 らし「動 かない アニ メ」 に移行 してい
った ことにある。東 映動画で も、年 々社 員 を増員 し長編第 6作 『わんぱ く王子
の大蛇退治』以降、制作体制をそれ までの長編一本 か ら長編部 門二班 とテ レビ
アニ メー班 に増や し、 1963年 に『狼少年 ケ ン』でテ レビアニ メヘの参入 を果 た
してい る。 しか し、前述 した『西遊記』 の沙悟浄が ダンスを踊 る一場面 は永 沢
詢 20の 作画 によって 1960年 に描かれたシー ンであ る。東映動画内では『鉄腕
ア トム』のテ レビ放 映開始前 に既 に「アニ メー シ ョン三人 の会」や、特 にアメ
リカの UPA作 品か らの影響が強 く、デ ィズニー の流麗な動 きに反 した「モダン」
な動か し方 として リミテ ッ ド技法 に注 目してい たのであ る。『サイボー ダ 009』
は芹川有吾 の演 出にテ レビアニ メ班 が主体 とな って制作 し、テ レビアニ メ的な
ものを劇場版 として展 開す ることが試み られてい る
21。 このよ うに、動かす と
い うことに主眼を置 い てスター トした東 映動画 でも、テ レビアニメの技 法で育
ったアニ メー ター達 による、動 くアニ メ と動かない アニ メを融合 させ、新 たな
動 きの表現 を模索 したのが『ひ ょっこ りひ ようたん島』ではない だろ うか。
つ ま り、 アニメにおけ る動 きの表現 を簡 潔 にま とめ る と、デ ィズニー のよ う
な完全 な るフル・ アニ メーシ ョンと虫 プ ロのよ うな極端 な リミテ ッ ド・ アニメ
ー シ ョンに三分 でき、東 映動画 はその中間に位置 してい る と考 え られ る。 さ ら
には東映動 画の中で も森 や大塚 のよ うに 日動 か らの技術 を発 展 させた動 くアニ
メ としての 日本的な表現 と、既 に若い アニ メー ター達 に定着 しつつ あ つたテ レ
ビ用 の動 かない アニ メを動 くアニ メの中に巧み に融合 させてい く表現 の二つの
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長編第 6作 日となる『 わんぱ く王子の大蛇退治』 (1963年 )は 、演 出の芹川
有吾が「近代的な動画 の ヌーベル 0ヴ アー グ」を抱負 とした と語 つてい るよ う
に 22、 それ までの様 々なアニ メ的要素 に大変革を試みた作品である。
まず、本作 において何 よ りも顕著 な変化 はキ ヤラ クター においてであるが、
それは一言 でい えば平面的にな った ことである。それ までは、 ライ ブア クシ ヨ
ンのモデルを基本 に、丸みを帯 びた線で写実的 に描 かれ ていた人物 が、直線を
基本 に胴長 で平べ つた く描かれ るこ とで、キ ャラクター の広が りがスマー トな
縦長か らコミカルな横長のデザイ ンになってい る (図 5)。
図 5:キ ヤラクター比較表 (筆者編、出典 :大塚康生 [監 修]『 日本漫画映画の全貌』東京都
現代美術館、2004年 )
そのため、人物 の演技 も一定位地 で変幻 自在 に回転す る立体的動 きか ら、画
面の左右や奥行 きの中で、体 を伸縮 させ なが ら動 き回る ことで、平明な身体 の
「面」 を強調 した直線的演技が増 えてい る。 また、固定画面 とい う一定空 間の
中での演技 とい うよ りも、キ ャラクター の平面性 をいか し、様 々な角度か らク
ロースア ップで とらえた構 図が多用 され てい る。そのため、ゆ つ くりとした些
細な感情表現 を描 くのは不 向き とな り、意 図的 にキ ヤラクターの動 きの速度や
画面展 開のテ ンポ も速 くした演 出 もこの作 品の大 きな特徴 である。この ことは、
戦前の村 田や大藤 の切 り紙 アニ メの絵柄 に回帰 してい る ことを意味 し、そ こに
現代的なス ピー ド感 とい う新 たな要素を加 えた ことも興味深い。
実際に、長編第 2作『少年猿飛佐助』 (薮下泰司演 出、 1959年 )と 『 わんぱ
く王子 の大蛇退治』 (芹 川有吾演 出、 1963年 )の クライマ ックスのアクシ ョン
シー ンを比較す る と、前者 では平均 して 60秒 間に 15カ ッ ト (1カ ッ ト4秒 )
に対 し、後者 は 30カ ッ ト (1カ ッ ト2秒 )と い う倍のカ ッ ト速度 なのに加 え、
キ ャラ クター の動 き 自体 も比較 的速 い こ とがわか る。芹川 は この演 出意 図を、









くのとの違い J 2 3 と 述べて い る よ う に 、 当 時の 日 本社会の 日 常的な ス ピー ド 感
を意識したようだ。このような、キャラクターやテンポの変化を促すことにな
った一つの要因として、虫プロの設立が関係している。永沢によると、本作の
制作時には、虫プロの実験的作品 『ある街角の物語~ (山本瑛一監督、 1 9 6 2 年 )
を見ていたアニメーターも多く、また東映動画から移籍し虫プロの設立に携わ













図 6 :芹川有吾[演出 l Ii' わ んぱ く王子の大蛇退治J] (出典: DVD Ii' わ んぱ く 王子の大蛇退治』 、














システムにおける美術 の役割 とは少 しその意 図は違 うが、 シー ンや作品構成 に
おける重要 な要素 としての美術 が誕生 した改革 であ つた。その小 山の提案す る
日本的な作 品基調 に、先 に述べ た演 出の芹川や作画監督 の森 も同調 した とい う
ことである。
また、物語構成 においても少 し触れてお きたい。東映動画 の基本的な物語構
成は、大塚 が「串団子式」 と表現 してい るよ うに
25、 冒険 ものや股旅 もののよ
うな移動 による小 さな事件 を重ね て行 く形式 が基本 とな る。それ らも、 クライ
マ ックスの派手な活劇 や見せ場 を盛 り上 げ るために伏線 をは ってい く筋運 びで
あ り、時代劇 に典型 的な感情移入型 の ドラマ ツルギー で一貫 してい る。 この こ
とは、多分 に当時黄金時代 を築 い ていた東映時代劇 の影響 であ る とみて間違い
ない。これに対 して、手塚治虫が原案 と絵 コンテを手 がけた『西遊記』では、「ス
ーパーマー ケ ッ ト方式」 と称 し、面 白い場面 を並列 しどのシー ンにも魅 力が溢
れてい る部分的印象型 の原案 が持 ち込 まれた。 しか し、作品時間の問題 な どか
ら東映側 のスタッフか ら批判 が出て大部分が改変されていた。 また このよ うな
東映側 の対応 は、その他 の手塚 が原案や脚本 に関係 した作品 におい て も、 また
日動 のアニ メー ター陣 において も同様 の ことであ り、製作管理 を担 う東 映側 と
実働 スタッフの溝は とで も深か った。しか し『わんぱ く王子の大蛇退治』では、
初 めて東 映側 の社員 であ る芹川 が演 出を担 当 してい る。 この作品が成功 した大
きな要 因は、芹川 と原 画 に関わ らず各制作部署 の担 当者 間で、良い意 味での激
しい議論が入念 に交わ されたためであった
26。
この過程 には とて も重要な背景が隠れてい る。『わんぱ く王子 の大蛇退治』の
前作『シン ドバ ッ ドの冒険』 の制作期 間中 1961年 9月 に、東映動画の中に労
働組合 が結成 された 27。 その要求 は労働時間 と賃金 の改正であ り、 それまでの
劣悪な労働 環境へ の不満 が噴出 した形 であ つた。 この労組 の結成 には三点重要
な意義 が見 出せ る。
まず、戦後民主主義 と一般的左翼思想 な らびに権 力へ の反発 としての集 団主
義 とい つた、戦後 日本 の独特 な時代背景 と労働運動 の一環 として東映動 画 にも
同様 の動 きがあった こと。次 に、『わんぱ く王子 の大蛇退治』で東映側 の芹川 が
演 出 として機能 できたよ うに、根本 的な東 映側 と日動 グルー プの垣根 は存続 し
ていた ものの、実制作 の現場 におい ては二項対立 の図式 に改善 の傾 向がみ られ
た こと。最 後 に、最 も重要なのは実制作 の場 におけ る各部署 の幡 りがな くな っ
た ことが挙 げ られ る。先 ほ ども少 し触れ たが、それ まで制作各部署 間の交流 は
ほ とん どな く、原動 画のアニ メー ターが主体 とな つて制作 を しき り、その他 の
美術や女性 の多い トレス・ 仕上 げの職員 はアニ メー ター に従属 的な関係 であ っ
た。 しか し、労組結 成 によ り各 部署 の交流 が盛んにな り、制作過程 にお ける間
題 にまで意見交換がなされた こ とで、実 制作現場全体 の協力体制が整 え られた
のであ る。そのよ うな改革が、『わんぱ く王子 の大蛇退治』での大成功 として形
とな り、 またアニ メ制作 とい う集 団作業 と当時の社会的な団体意識 が うま く調
和 した結果 だ つたのであ る。
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2-3 作 品 内 容 に つ い て
最後 に作 品内容 に も触れてお きたい。 さて、デ ィズニー を 目指 して発足 した
東映動画であつたが、 これまで と同 じく作品 内容 において も『 白蛇伝』 のスタ
ー トか ら長編第 4作 目の『安寿 と厨子工丸』 (薮下泰司演出、 1961年 )ま では
東洋を舞台 とした もの、あるい は 日本その ものが取 りあげ られてお り、長編第
5作 日の『 シ ン ドバ ッ ドの冒険』で初 めて西欧が舞台 とな った作品がつ くられ
る。 このよ うな西欧風 の作品が制作 され は じめる過程 で注 目 したいのは、長編
第 8作 目の『 ガ リバーの宇宙旅行』(1965年 )で あ る。 この作品が制作 された
当時はソ連 の宇宙遊 泳や アメ リカの月着 陸のニ ュー スによ り、世界的な視野が
宇宙 までに広が った世相 を反映 してい る ことも確 か だが、本作 の最後 にみ られ
る巨大 ロボ ッ トが暴 れ 回 るシー ンに着 目 したい。 このシー ンは明 らか にポー
ル・ グ リモー の『やボ に らみの暴君』ぐ二a Bθttgθ rθ ■ ttθra“θβθυr"、 1952年 )
の影響 が うかがえる。その直接 的な根拠 は、東映動 画の新人教育 の一環 で、主
に西欧 ものを中心 に色 々な作品 を観賞 していた経緯があ り、その中に『やボ に
らみの暴君』 も含 まれていた
28。 それ らの作品 に共通す ることは娯楽 的な側面
だけでな く、ある種 の思想 やイデオロギー を盛 り込 んだ作 品群 であ り、芸術作
品 としてあ るいは作家 による作 品 として、 アニ メの可能性 について深い議論が
交 わされてい た。つ ま り、デ ィズニーの よ うな単純 明快 な娯楽作品ではな く、
大人が見ても考 えさせ られる内容 を 目指 そ うとい う意識 が感 じられ る
29。
その具体的な例 を二つ示 したい。『安寿 と厨子工丸』は、興行成績 に反 して制
作陣営か らは完全な る失敗作 として酷評 された作品 であ る。 当時、 アニ メー タ
ー達 で、制作完了 した作品の批評会 を してお り、『安寿 と厨子工丸』に関 してそ
の多 くの メンバーが批判 を集 中させたのは、一重 にその物語 内容 につい てであ
った。その中でもっとも辛辣 に レポー トを残 した宮崎駿 の一文を抜粋 したい。
自分 の思想 と美意識 が封 建時代 か ら明治絶対 制 の人民弾圧 の歴史 の過程
で作 られ、資本主義 にゆが め られ てい る ことを少 しも意識 しなか ったため
に、 きわめて、現在 の支配 階級 に とって、あ りがたい作品を作 つて しまっ
たわけである。(中 略)大川博 が試写 を見 て泣い た とい う伝説 を聞いたがあ
りそ うな ことだ。 クタバ レ、安寿 !30。
この作品 は、主人 公厨子工 が奴隷 か ら出世 し、最 後 は帝 の命令 の下 に奴隷 を
解放 できるまでの権 力を得 るまでにいた つた出世物語 であ るが、社会主義 や共
産主義系 の左翼的見方 で見 る と、支配 階級 や天皇制 を擁護 した内容 だ と批判が
集 中 したのである。 当時の東映動画のアニ メー ター やスタ ッフは、宮崎の年代
で最後 の採用 だつた ことか ら、その大半が戦時中あ るいは終戦 間際の生 まれで、
戦後 の混乱期 に青春 時代 を過 ご した若者 の 日本社会特有 の思想性が強か つた こ
とが うかがわれ る。
その よ うな彼 らが一丸 とな って作 つた作 品が、東 映動画最高傑作 と言 われ る
『太陽の王子ホル スの大 冒険』 であ つた。孤児 とな ったホル スがた ど り着い た
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村 で、愚鈍 な支配者達をよそに、村人一人一人 の団結 を導 き、集 団総意 で戦 う
ことで、悪魔 グル ンフル ドを打 ち負かす とい つた内容 であ る。『安寿 と厨子工丸』
と異な り、 この作品 には当時の 日本社会 に多か つた思想傾 向 と、東映動画 で も
労組 内の結 びつ きか ら、社員全員 で良い作 品を作 ろ うとい つた姿勢 が色濃 く反
映されてい るのである。
2-4 東映動画の時代性 とその真価
60年代 までの東映動画作品にみ られ る表現や 内容の急激な変化 の裏 には、当
時の 日本全体 を と りまいてい た戦後 を終 えてか ら新 たな国作 りのための混沌 と
した社会状 況が強 く反映されてい るよ うであ る。具体的 には、東映流映画作 り
のノウハ ウの影響、テ レビ放映 開始 との関係、社 内の制作体 制の変遷、労働環
境 と組合 闘争、社会状況 と社員 の思想 な どの様 々な要 因が複雑 に絡 み合 ってい
る。それ らの関係 を簡潔 に整理す る と、 アメ リカ資本主義社会 を象徴す るデ ィ
ズニー を 目指 し、権 力志 向 と個人主義的な東映側 と、戦後民主主義 あ るいは左
翼的思想 を掲 げ、労働者 としての反権力 と集 団意識 を大切 にす る実制作側 の 日
動 とい う関係 図がみえて くるだろ う。
そのよ うな東映動画の最 も特 出すべ き点 は、アニ メとい う集 団制作の現場 で、
社会思想 的観点 は別 に して、意見 をぶつ けあい、あ る種 の攻撃的 自己主張 の側
面 をもちなが らも、常 に仲 間 と行動 を共 にす る当時 の集 団意識 の下 で作 品づ く
りを貫いた とい うこ とである。言い換 えれば、戦後 とい う時代、生活環境、思
想 によって しか成 し得 ることができない、その時代特有 のアニ メ制作 と作品群
が東映動画の もっとも評価され るべ き点 ではないだろ うか。
3 日本アニメにおける戦前 と戦後の非連続性
戦前か ら戦 中にかけて 日本 アニ メが 目指 していたスタイル は とにか く世界基
準、殊 にデ ィズニー の表現 を手 に したい とい う追従 的な姿勢 だ つた。そのよ う
な中で も大藤信郎 と政 岡憲 三が 目指 した独 自の表現 は、当時 の社会背景 に とら
われない 日本的なス タイル として、他 とは異な った輝 きを放 つてい る。特 に政
岡が形作 った表現 ス タイルは、戦後 の東 映動画の基 盤 とな り、戦後 の新 たなス
ター トヘ の良 き財産 とな ってい た ことは間違いない。その点 では、戦前 と戦後
を連続 した流 れで捉 えることは十分 に可能 だろ う。 しか し、東 映動画は戦前の
日本 アニ メの個人主義的な制作体制か ら、近代的な集 団制作 としての環境 を整
え、 また海外 アニ メの呪縛 を断 ち切 るこ とで、新 しい時代 の 日本 アニ メを形作
ってい った。その中 には、平面 的な絵柄 や動作 の緊張 と緩和 を強調 した動 きの
表現等、戦前 の切 り紙 アニ メに通 じた表現 を取 り入 れた一面 も見 られ るが、そ
れは過去へ の回帰ではな く、他 の改革 も含 めて新 たな 日本的表現 を模索 した結
果なのであ る。 この ことが 日本 アニ メにおけ る戦後 とい う時代性 であ り、 また
東映動 画の真価ではない だろ うか。ゆえに、東映動 画が 日本 アニ メ史 におい て
戦前 と戦後 を非連続性 の象徴 ととらえ られ、実質 的な「始 ま り」 とされ る本 当
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の理由であるよ うに思われる。
今 日、 アニ メ制作 を志す若者達 の多 くが、一般的 に個性 や独 自性 を重宝 され
て育 ち、個人主義化 した 日本社会 では、東 映動画のよ うな協調性 が核 とな って
作 られた作品を作 ろ うとして も、技術面 においては可能 であるか も しれないが、
その熱意 やエネルギー までを同 じくして制作す るこ とは不可能 であろ う。その
例外 として、 スタジオジブ リの成功 は宮崎駿 のよ うな超越的な統率力 と絶対 的
な リー ダー制があって こその稀 なケー スであることは間違いない。一方 で、分
業化 され動 かす とい うよ りも、 か っこいいポーズの止 め絵 で見せ る定型化 され
た手塚流 の手法が 日本 のアニ メ として定着 した ことが、戦後 を象徴す る東映動
画 の次 の時代 に適 った 自然な変化 だ つたのであ り、 また、今 日のメデ ィアや コ
ンピュー ター技術 の発達 によ り個人 での制作が主流 とな るアニ メ環境 との相対
的な対象 とも考 え られ る。
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第 2章  アニメーションにおける動き
前章 では、 日本 アニ メー シ ョンの戦前 と戦後 とい う歴史的背景 を もとに、そ
の表現 スタイルを振 り返 つてみ た。 その中で も、戦後 の東 映動画が 目指 した も
のは、海外 アニ メ とい う呪縛 か らの脱却 であ り、 日本的な表現 とは何 か とい う
ことを模索 した経緯が明 らか とな った。 しか し、戦後 の 日本 アニ メにおい て固
有 の発展 をみせたのは東映動画 だけではな く、 もう一つ の大 きな改革 を もた ら
した要 因 として、テ レビアニ メの放 映開始 が挙 げ られ る。そのパイオニ アを担
ったのが、手塚治虫 の虫プロによる『鉄腕 ア トム』 であ る。 この時手塚 が週一
本 30分 とい うテ レビアニメシ リー ズの枠組 みを設定 した ことで、様 々な問題 を
生み出 しなが らも現在 の 日本 アニ メのス タイルを形作 る大 きな変化 を もた らし
た。その中で も、「動 き」 とい う観点か らすれば、一重 に「動かないアニメ」 と
い うスタイルを広 く定着 させた ことが もっ とも重要 な ことであろ う。その結果、
戦後か ら今 日に至 る 日本 アニ メは、動 き とい う観点 か ら見 る と東映動画か らの
「動 くアニ メ」 と虫 プロか らの「動 かない アニ メ」 とい う二つ の流派 にわけ る
ことができる。
ここでい う「動 く」 と「動 かない」 の違い は、 日本 アニ メにおけ る東 映動画
と虫プロの相対 関係上 の ものであ って、 その両者 と海外 の特 にアニ メー シ ョン
の王道 とされ るデ ィズニー とでは、そのスタイル も異な ってい る。しがたって、
本章ではアニ メー シ ョンの動 きに関 して、普遍的なお手本 をデ ィズニー のスタ
イル におい た うえで、 日本 の二つ の流派 における「動 き」 の構造 を詳細 に分析
してみたい。
1 戦 後 の 日本 ア ニ メ に 生 ま れ た 二 つ の 流 派
まず「動 くアニメ」 と「動かないアニメ」の二つの流派について、その歴史
的背景 と概要を見てい く。その際、アニメーションにおける動きの創作は、二




1-1 「動き」 と「演技」 という考え




これは、ディズニーのスーパーバィジング 0ア ニメーターであるフランク ◆
トーマスとオー リー・ ジョンス トンが語 つた言葉である。アニメーションの最
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大の魅力は動 きにあ る。 この こ とは トーマ ス とジ ョンス トンに限 らず、 スチ ュ
ワー ト・ ブラ ック トンやエ ミール 0コ ールな ど、世界 のアニ メの創始者 が抱い
た「 自分 の絵 を動か したい」 とい う欲望 によつてアニ メの歴史が始 まった こと
にも共通す る。絵 が動 くとい う魔 法、その直接的な絵 を描 く技術 である「アニ
メー ト」 とい う作業 は如何な るものなのであろ うか。
では、デ ィズニー でアニ メー ト技術が どのよ うに形成 されてい つたかを簡単
に振 り返 りたい 32。 設立 当初 (1923年頃)の デ ィズニーでも、最初か ら動 き
の技術 を持 ち合わせていたわけではない。
アニ メー シ ョンのキ ャラ クター は最小 限の動 き しかせず、次 のギ ャグを
や る位置 まで移動す るとい うのが主な動 きだ つた。(中 略)ギャグを どう演
出す るかが肝心であ り、そ こには工夫が凝 らされたが、動作 は娯楽性 を打
ち出せ る部分ではな く面倒な ことと見なされていた
33。
アニ メの王道 を極 めたデ ィズニー でも、最初 のアニ メー ターは絵描 きではな
くエ ンター テナー であ った。 しか し、あ る 日、一人 のアニ メー ターが偶然一連
の動 きが とて も滑 らかに続 く絵 を描いた ことによ り、は じめてデ ィズニー にも
「動 き」 とい う考 えが生 まれた。 しか し、そ こには重量感が足 りなか った。 そ
の重量感 を得 るため には、動 きのタイ ミング、キ ャラクターが動 く距離 、 アク
シ ョンの滑 らかさが重要 であ る と気 づ き、実写映画 を研究す ることでその解決
策 を見つ けた。そ こか ら、様 々な事物 の動 きを実写 映画で撮影 し、 ライ ブアク
シ ョンを徹底的 に研 究す ることで、動 きの法則 を とらえてい つた。恐竜等 の非
現実的な生 き物 にい た って も、専 門家 に意見 を仰ぎ、骨格 か ら関節 の動 き、 そ
して質量 な どの生物 学的根拠 に基づいた計算 を もとに描 かれてい た事実 があ る
ことで も、「動 き」 の 自然科学的分析 が徹底 されてい た ことがわかる。
この成果 が浸透 し、やがてアニ メー ターが絵描 き として 自然な「動 き」 を描
け るよ うにな る と、 ウォル トはそ こに「誇張」 と「戯画」 を加 えるよ うに要求
してきた。 それは、 ただ単 に自然な動 きを面 白おか しく派手 にす ることではな
い。デ ィズニーのアニ メー ター に求 め らねた絵描 きの極意 とは、以下 の よ うに
まとめ られてい る。
それぞれのカ ッ トで最 良のアクシ ョンを選択 し、 もっ とも簡 潔な表現 に
まで洗練 し、最善 をつ くし、伝 え るべ き ことをすべ て伝 え、動 きに個性 を
吹 き込み、説得力が 出るよ う身体 の構造 を分析 しなが ら、 しか も楽 しませ
なければな らなか った 34。
以上 の こ とか ら、 アニ メー シ ョンにお け るアニ メー ト技術 は、 自然科学的な
側面 とエ ンターテイ メン ト的な側面 の二つ の段階 に分 け られてい ることがわか
る。本論 では、それ を「動 き」 と「演技」 とい う性質 の異な るアニ メー ト技術
として論 じてい きたい。
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まず、「動 き」をつ くることとは、セルアニメの場合、推稿法 による単純 に少
しずつ異な った絵 を描 くことで生み出され る。 しか し、それが よ り自然な動 き
に見 えるか は、実世界 の物理的な動 きの法則 を もとに した、原 画 と中割 りのタ
イ ミングの設定が最 も重要なポイ ン トとな る。そ こには現実 の動 きに対 して無
限の ごとく重ね られ てきた物理 的観察 と数学的分析 の上 にな りたつていなけれ
ばな らず、 自然科学 的かつ機械 的な作業 といえるだろ う。先 に述べ た、デ イズ
ニーの重量感 の研究 こそ、 まさに この「動 き」 をつ くるための下地 とな る分析
の典型的な例 である。
しか し、 そ こで生 まれた「動 き」 とは、普遍化 された人 間の移動 や所作 の基
盤 であ り、そ こにアニ メー シ ョンが持つ特有 の表現 とす るためには「演技」 と
い う要素 を加 えなければな らない。俳優論 でい う演技 とは、決 まった役柄が、
どうい う状 況で、 どのよ うな感情 を もち、その結果 どのよ うな動作 をす るのか
を体系的 に論理化 して表象す る ことであ ろ う。 しか し、 アニ メー シ ョン独 自の
「演技」 としては、機械 的に描 かれたキ ャラクター の「動 き」 に、感情 と個性
を与 えるこ とでキ ャラ クター に命 を吹き込 む ことであ り、その表現 は現実 をよ
り誇張 し、あるいは歪 曲す ることで楽 しさや面 白さを加 えることができる。
この「動 き」 と「演技」 とい う要素 は、 もちろん両者 を分 けて考 えることは
理想 的ではない。「動 き」 と「演技」 の関係 とは、いわば基礎 と応用 であ り、 ア
ニ メー ター の個性 を発揮す るのは、概ね後者 に委ね られ る。 しか し、い くら面
白い「演技」をさせて も、「動 き」 自体 の法則 が しつか りとしてなければ、その
「演技」 はたちまち リア リテ ィがな くな って しま う。 この ことを体現 したアニ
メー ター にテ ックス 0ア ヴェ リーがい る。先のよ うに 1930年 代 に確立 された
デ ィズニー の リア リズム主義 に対抗 し、非現実的な描写 を多用 した ことでアニ
メーシ ョン表現 の可能性 に新 たな一頁 を開い た人物 である。 しか し、 リチ ャー
ド 0ウ ィリアムズはアヴェリーの作品を以下 のよ うに評 してい る。
テ ックス 0ア ヴェ リーは、 アニ メー ター を止 めて写実 的な アプロー チか
ら離 れ、現実 にはあ り得ない ものを作 る方 向に転 向 した。 しか し、彼 のア
ニ メー シ ョンを制作 したのはほ とん どが、関節 の仕組 みや物体 の質量 な ど
に関す る“デ ィズニー式知識 "を 既 に習得 してい たデ ィズニー社 か らの転職
者 たちだ つた。そ うでなければ、彼 があれだけの成功 を収 め ることはなか
っただろ う。つ ま り皮 肉にも、リア リズムに反抗 して“別の道 を進んだ "彼 の
仕事は、 リア リズムの知識 を基盤 としてい たのであ る 35。
アヴェリー の初監督作品『 うそつ き狼』(“ B方ォz胸 照 1942年、図 7)で は、
狼 が載 ってい る戦車 が クニ ャクニ ャ と変形 し、 また狼 の足 と頭 が戦車か ら突抜
け、ひ らひ らの レー スが施 されたキ ャタ ピラー を、 まるで戦車 とい うスカー ト











にば、ゴムのような伸縮運動、 図 7 :If' う そ つ き狼 ~ ( 出 典: DVD If' 世界 ア ニ メ ーシ
スカートがはためく 空気感、ヨン映画 史 1 7 テ ッ ク ス ・ ア ヴ エ リ ー作品集』 、 コ ロ







はこの 「演技 Jの違いであって、おなじことが日本のアニメーション、特に 「動
くアニメ 」にもいえるのである。











に、少年が槌を振り 上げて、杭に向かつて振り落とす一連の動きを 5 ----- 6枚の
絵で表現するというものだった。解答例としては、 ①しっかり槌を握っ.て力一
杯持ち上げる→②状態は後ろに反る→③振りかぶって振り下ろす→④杭に命中
瓦沿え@今 LF勲ぞ 兵免 \ よ さゑ 九 ζ りア さ 上 乏聞かれ禿 宗管は 、 拘管長ん聞








はロボ ッ トのよ うに見 えるか、非常 に軽い槌 をもってい るように見 えるだろ う。
つ ま り、東 映動画 に引 き継がれ た 日本 アニ メの伝統 的な技術 とは、デ イズニー
におけ るアニ メー ト技術 の「動 き」の要素 とおな じであ つた とい える。さ らに、
両者がその よ うな「動 き」 の両面 を大切 にす るその先 にあるものは、映像 の リ
ア リズムである。大塚 は、東映動画時代 に模索 した リア リズムについて以下 の
ように述べ てい る。
私 と月岡貞夫 さん は机 を並べ てよ くリア リズム論争 を しなが ら仕事 をす
すめてい ま したが、私 たちが 目指 してい た リア リズム とい うのは、あ くま
で“現実 のい きうつ し"で はな く“現実 を連想 させ る"動 か し方で した。いろい
ろな ものの動 きを分析的に考 えてい くところか ら出発 していたのです
36。
つ ま り、 ここでい うリア リズム とは先 に述べた「動 き」の要素 が普遍 的な 自
然科学 の法則 に裏打 ちされてい ることを意味 してい る。
このよ うな「動 くアニ メ」 の考 え とアニ メー ト技術 は、東 映動画で育 つたア
ニメー ター達 が他のアニ メー シ ョン会社 に移籍 した り、出向 した りす ることで、
ほぼすべてのアニ メー シ ョン会社 に浸透 してい る経 緯はあ る。特 に高畑勲 や宮
崎駿 に代表 され るスタジオジブ リの作品 は、その象徴的な存在 と考 え られ るだ
ろう。
では、その一例 を『ルバ ン三世、カ リオス トロの城』 (1979年 )の 冒頭 に見
られ るカー チ ェイスシー ンで見 てみたい。 カ リオス トロ伯爵 の追 っ手か ら、 ク
ラ リス王女 が運転す るシ トロエ ン 2CVが 逃 げるのを 目撃 した、ルバ ン と次元が
改造車 のフ ィアッ ト 500で 彼 らの後 を追いかける とい う三つ 巴のカーチ ェイ ス
シー ンであ る。ルバ ンが運転す るフ ィア ッ ト 500は バ ンク型の崖 を駆 け上 が り、
また滑降 し、間一髪 で対 向車線 を走 って くる トラ ックをかわすな ど、 ダイナ ミ
ックな アクシ ョンシー ンが展 開され る。 このシー ン自体、現実的 には想像 しに
くい状況 ではあるが、それはアニ メの世界 だか らと割 り切 るのではな く、如何
に非現実的な ことを現実的に見 えるよ うに描 くか とい う、「動 き」の追究がなさ
れてい る。 フ ィアッ ト 500の動 きは、右方 向への急カーブでは慣性 の法則 によ
り車体 は左側 に傾 き、物凄い勢 いで崖 を よ じ登 った時はその勢い で少 しジャン
プを して着地 し、サ スペ ンシ ョンの反動 で車 は上下 す る。 また、キ ャラ クター
の動 き としては、次元 が銃を撃 った ときに弾が出 る反動 で少 し腕 が戻 され、崖
か ら滑降 してきたフィア ッ ト 500が その勢いで車体 が左に傾 くと、運転 を して
い るルバ ンはちゃん と右 にハ ン ドルをきって車 の体勢 を整 えてい る。宮崎駿 は
この作品を制作 した頃に以下 の よ うな、 アニ メー シ ョン制作 に対す る考 えを語
ってい る。
作 り手 は、嘘の世界 を本物 らしくしてい く努力が必要なんです。思いつ
き とかアイデ アを並 べてい くこととは本質 的 に違 う努 力が必要 なん です。
嘘に嘘を重ね て、徹底的な嘘の世界 を作 り上 げていかなければ駄 目なんで
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す。その世界 は虚構 だけ ど、 もう一つ の世界 として存在感があ つて、その
中の登場人物 の思考や行動 には リア リテ ィがなければいけない
37。
この言葉 は、確 か に作画 に限定 した発 言 ではないが、 アニ メー シ ョン とい う
虚構の世界 を描 くにあた り、そ の非現実 的なシー ンにおい て も、物理法則 に適
った 自然な動 きを基 盤 とす る とこで、現実 的な動 き として見 えるよ うにす る法
則論 として もよみ とれ る。
しか し『ルバ ン三世  カ リオ ス トロの城』 も含 めて、東映動画か ら続 く「動
くアニ メ」 には、デ イズニーの表現 とは異 な った動 きの印象 が もたれ る。その
技術的な違 い につい ては後 で詳述す るが、その概要 的な考 え としては、前章 で
高畑が述べ ていたよ うに、アメ リカの特 にデ ィズニー に代表 され る動 きの過剰
な流動性や誇張は、日本 には合 わない と考 え られた。大塚 は以下のよ うに語 る。
つ ま りね、 日本人 が 日本人 を描 くとき、その演技 の特性 としては、 そん
な に動 か しま くるべ き じゃない と思 うん です よ。 アメ リカ人 やイ タ リア人
みたいなオーバー・ ジェスチ ャー は必要 ない。いや、西洋人 に したつて、
本来、人 によるはずで しよ。『赤毛 のアン』('79年 )に マシ ュウ (・ カスバ
ー ト)と い うお じい さんのキ ャラ クター が出て きますが、物静 かな老 人 だ
か ら、わ りと止 まったまま「そ うなのさ」 とつぶや くよ うな演技が多い。
アメ リカだ ってそ うい う人 がい っぱいい るはずなのに、 アニ メにな った と
たん、なぜ全身 で「 これで もか !」 とばか りに動 くのか (笑 )。 考 えてみれ
ば変 で しよう ?(中 略)な んで もかんで も「よ く動 けばいい」 って もので
もないんです。 日本 のお姫 さまを想像 して ください。 オーバー 0ジ ェスチ
ャーなんか しない で しょう 38。
このよ うに、 日本 の「動 くアニ メ」の基礎 を築い た東映動画が 目指 した欧米
とは異なる 日本的な動か し方 とは、「動 き」におけ る普遍的な物理法則 とい つた
要素 ではな く、キ ャラ クター の性格 や感情 を形成す る「演技」 におい て、 国民
的な性質 や習慣 とい った 日本人 らしさに リア リテ ィを求 めた ことにあ る。 この
違いは「演技」 の範 疇の問題 であ り、 まさ しくデ ィズニー とアヴェ リー の違い
と同 じであ るとい え る。概 して アニ メー シ ョンの動 きの基本 とは、デ ィズニー
に しろ、 アヴェリー に しろ、 日本 の「動 くアニ メ」 に しろ、実世界 の法則 を基
準 とした「動 き」 の リア リズム とい う枠組 みは同 じであ る。その中で、個 々の
「演技」における表現 の違い こそ、それぞれの作品の個性 であ り面 白さであ り、
評価のポイ ン トとされ る対象な のである。 しか し、戦後 の 日本 に生 まれたも う
一つのアニ メー シ ョン、「動かない アニ メ」はそのよ うなアニ メーシ ョンの概念
を根底か ら覆すスタイルを持 っていた。
1-3 動かないアニメ
で は、「動 か ない アニ メ」の動 きに関す る表 現 を概観 す る と、 これ まで述 べ て
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きたデ ィズニーや東 映動画のよ うな、 リア リテ ィを基準 とした動 き とは全 く異
な った表現形態が とられてい る ことは明 らかである。 この「動 かない アニ メ」
の流派 は手塚治 虫の虫プロか ら始 まる。手塚治虫は、 アニ メー シ ョンの世界 に
踏み込 む前 に、既 に絶対的な人気 マ ンガ家 の地位 を確立 していたが、少年 時代
か らアニ メ制作 に対 す る情熱 を常 に持 ち続 けていた。手塚が少年期 の頃の夏休
みにアニ メーシ ョンの原理を分析 し、 100枚程の絵 を描いて 5秒 間のパラパラ
漫画を 自主制作 した り、 フル・ アニ メー シ ョンのデ ィズニー作品を敬愛 してい
た ことは有名な話 であ る。 しか し、結果 として手塚 がそれ らとは正反対 の「動
かない アニ メ」を 日本 にもた らした ことには、大 き く二つの要 因が考 え られ る。
一つはテ レビアニ メの放送 開始 であ り、 も う一つ は当時、 アニ メ以上 に国民的
文化 として浸透 してい た現代 マ ンガの様式 を確立 したのが手塚治虫 であ った こ
とにあ る。後者 につい ては次章 で詳述す るので、 ここでは、テ レビアニ メが も
た らした動 きの表現ついて焦点 を当てたい。
1963年 の元旦か ら始 まった 日本初のテ レビアニ メシ リー ズ『鉄腕 ア トム』は、
1951年 に光文社 の雑誌 『少年』 に連載 されたマ ンガ「ア トム大使」 39を原作
とす る。現在 では常識 となってい る、一週間に一本 30分 もののアニ メ作品を制
作す ることは、年 に 1～ 2本 の 90分程度 の作品をつ くるのに必死だ つた東映動
画 のアニ メー ター に とっては明 らか に不 可能 な制作 サイ クルであった。 さ らに
手塚が『鉄腕 ア トム』の一話分 の制作費 としてスポ ンサー と契約 した金額 は現
在の定説上 55万円 とされてお り、その正確な金額 には諸説あるが、 40ぃ ずれ
にせ よ当時 では破格 の安値 であ った ことは間違いない。 この ことに関 して、手
塚 は 自伝書 『手塚治 虫 ―僕 はマ ンガ家― 』 で以下 のよ うな意 図があ つた と述
べてい る。
この数字 は、現在 で も、いや、 当時です ら、 ばかみたいな安値 であ る。
だが、 これ には訳 が あった。当時、普通 のテ レビ劇映画 の制作費 が四、五
十万 円で、漫画映画 だけがそれか らとびはなれ て高 ければ、 とて もスポ ン
サー は寄 り付 かない だろ うとい う思案がひ とつ。それに、 うん と安い製作
費 を発表 しておけば、 とて もよそでは、それだけではで きない だろ う一―
とい う計算 をたてた 41。
この思案 はテ レビアニメ制作 の労力面 に加 え、経済面 での苦境 もつ くり出 し、
虫プロは 1973年 に一度破綻 してい る。 しか し、そのよ うな誰 もが不可能 と思
われたテ レビアニ メは、確かに手塚 マジ ック ともい える作画作業 を極 力排除す
ることで省 力化 され た制作手法 によ り可能 とな り、 その結果 日本 アニ メに新 た
な動 きのスタイルを確立 した。
手塚 の省 力化のアニ メ制作方法 につい ては既 に多 くの著 書 でま とめ られてい
るので詳述 は控 えるが、大体共通す る事項 として「三 コマ撮 り」
42「 止 め絵」43
「引 きセル」 44「 リミテ ッ ド・ アニ メー シ ョン」 45「 繰 り返 し」 46「 シ ョ_
卜。ヵ ッ ト」 47が 挙 げ られ るだろ う 48。 この中のい くつかを簡単 に補足 を して
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い く。
まず、「 3コ マ撮 り」 とい うコマ撮 りの問題 に関 して、技術的分析 は後 で詳述
す るが、『鉄腕 ア トム』では、実 際は 3コ マ撮 りどころか、 4コ マ撮 りや 8コ マ
撮 りまで多用 してい る。次 に、序論 で述 べ たよ う、手塚 の「 リミテ ッ ド・ アニ
メーシ ョン」 とはロパ クな どの体 の部分 的な動 きの ことを指 してい るが、 リミ
テ ッ ド 0ア ニ メーシ ョンの定義 は統一されていない。最後 に、「シ ョー ト。カ ッ
ト」 とい うカ ッ ト割 りを短 く刻 む編集技 法では、場面転換 とい うリズム とテ ン
ポを生 み出す意 図が考 え られ る。 この技法 は他 の技術すべてに関係す る、いわ
ば手塚 の省 力化 の手 法の核 とな る技法な ので、少 し詳 しく言及す る必要 がある
だろ う。
実際 に虫 プ ロで『鉄腕 ア トム』 の制作 に参加 した富野 由悠季 は、映像 におけ
るカ ッ ト割 りの効果 について以下 のよ うに語 つてい る。
カ ッ トの呼吸の長 さ、 とい うものがあ る、 とい うことです。 その呼吸を
つか まえることがで きれば、映像 のなか で流れ を発生 させ るタイ ミングを
手 に入れ ることがで きます。 アニ メでは、 どうい う動 き (芝居 )に な って
い るかを感 じさせ るよ うな、あ る レベル の作画ができれば、 トメ絵 で も動
きを感 じさせて くれ ることができるものです 49。
このよ うに「シ ョー ト・ カ ッ ト」 の最大 の 目的はカ ッ トをあ るタイ ミングで
割 ることで、動 かない絵 を動い てい るよ うに感 じさせ ることにあ る。 したが っ
て、静止画 としての カ ッ ト継続 時間を長 くす るとい うことは、鑑賞者 に絵 が止
まってい る と認識 させ ることにな る。では、一般的 に鑑賞者 が、絵 が止 まって
い ると気づ かない、 カ ッ トの継続時間 とは どの ぐらいの長 さなのだろ うか。 同
じく富野は以下 のよ うに回答 してい る。
もちろん、 カ ッ トの描写 してい るものが複雑 す ぎた り、形 が見 えに くい
な どとい う質 の違い によって秒数 は違 って くるのですが、一般 的な概念 と
して、静止 カッ トは 3秒ほ どが無難 だ とい うのです。それ以上長い とテ ン
ポは遅 くな り、それ以下 に短 ければ、性急さを感 じさせ るだけにな ります
50。
このような明確な 3秒 の止め絵 の法則が、現在 どのアニメー シ ョン会社 にも
共通 した認識 として定着 してい る とは断言 できないが、 同 じく虫プロで『鉄腕
ア トム』の制作 に携わ った杉丼儀三郎 も、手塚 か ら 3秒の止 め絵を指示 されて
い るよ うに、虫プロにおいては確立 され た法則 であ つた ことは間違 いない。 同
じく、杉丼 は以下 のよ うに語 る。
それは本 当に、数 時間 もかか らない で終わ る仕事 です よね。止 め絵 さえ
描 けばいいわけです か ら。僕 は こんな ものい くら作 った つてアニメー シ ョ
ンにな るもんか、 と心の中で思 ってい ま した。 フル アニ メをや ってきた人
Ｒ
）
間に とつては、 まず汗 が動 かない、は りついたままでいい とい うことがわ
か らない。それ と、 3秒 間の止 め (笑 )。 今 は当た り前のよ うにや つてます
け ど、東 映動画 の ときは、 どうして も演技 のなかで止 まってい る間が あつ
た としても、 同 じ動画を トレス (動 トレ)し て微妙 に絵が ブ レるよ うにさ
せた ぐらいなんです。 どんな場合 で も、 とにか く絵が とまった ら死ん で し
ま う、 とい う考 えでやってい た
51。
これ らの手法 によ り、『鉄腕 ア トム』第 1話 は 6000枚の動画が必要 だつたの
が、第 5話 では半分 の 3000枚 で済んだ とい う 52。 このよ うに「動 かない アニ
メ」 とは、 アニ メー シ ョンの本質 であ る動 き とい うものを徹底的 に排 除 してい
ることが、 そのアニ メー ト技術 の最大 の特徴 であ る。 したが つて、デ ィズニー
や 日本 の「動 くアニ メ」 のよ うに、動 きの リア リテ ィを形成す るためのアニ メ
ー ト技術 として「動 き」 と「演技」 の 2つ の要素 に照 らし合 わせ ることは難 し
い。 しか し、 このス タイルは『鉄腕 ア トム』の爆発 的な人気 とともに、 日本 で
は広 く受け入れ られ一般化された ことは大変興味深い事実 である。この ことは、
い くつかの要 因が複雑 に絡み合 ってお り、その根源 には 日本 的な伝統芸能 か ら
続 く国民的な動 きの感覚が根ざ してい るよ うに思われ るが、本論 ではで きる限
り直接 的な関連性 のあ る対象 を中心 に検討 したい。 ここでは、その一つ の対象
として、戦前の切 り紙 アニメのスタイル に考察 を重ね る。
前章 で も少 しふれ たが、戦前 の切 り紙 アニ メ とこの手塚 の省 力化 のアニ メ手
法は非常 に共通す る点が多い。まず は、両方 とも社会状況は異な ってはい るが、
制作費 と労 力の削減が要求 され、質 ではな く量が求 め られ る興行ルー トは同 じ
であ る。 また、その動 か し方の原理 自体 も、ロパ クな どの部分的な動 か し方や
繰 り返 し、バ ンクシステムな ども共通 してい る。実際 に、私的な体験 であるが、
戦前の切 り紙 アニ メを初 めて見 た時、 どこか新鮮 さを感 じなか ったのは、手塚
のテ レビアニ メ作品や「動かない アニ メ」 を見 てい るよ うな印象 を覚 えたか ら
であ った。だが、もっとも切 り紙 アニ メが制作 された 1920年代 か ら 1930年代
に少年期 を過 ごした人 たちは、『鉄腕 ア トム』が公開された ときは既 に中年期 に
さ しかか ってお り、切 り紙 アニ メの感覚 を もって「動かない アニメ」が受 け入
れ られた とは考 えに くい。また、当然 ビデオや DVDの ない時代 でも、やは り『鉄
腕 ア トム』 の主 た る視聴者 は子供 であった ことか ら、い くら万人 に人気 のあ っ
た作品 といわれて も需要側 の観点 で実際 に切 り紙 アニ メ と「動 かない アニ メ」
を結 びつ け ることは難 しい。 しか し、切 り紙 アニ メの手法 に こだわ り、セルを
使用 した流麗な動 きよ りも平面 的な画面構成 と部分 的な動 きを追求 した大藤信
郎は 自身 のスタイル の根源 に紙芝居 をおい てい る。 また、手塚 は同 じく自身 の
テ レビアニ メ作品を「電気紙芝居」 と椰楡 してい る。 この両者 に共通す る紙芝
居 とい う感覚は偶然 の不 一致 だろ うか。
高畑勲 は 日本のマ ンガやアニ メを「お もに輪郭線 と色面 で描 かれたさまざ ま
な絵 をな らべ、それ に言葉 をそ えて、時 間 とともに、お話 をあ りあ りと語 った
もの」と定義 してい る。さ らに高畑 は、中世 の絵巻物、江戸時代 の浮世絵版画、
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現代 の紙芝居やマ ンガや アニ メ、は総 じて「語 り絵」 とい う日本 の伝統絵画の
系譜 とみてい る
53。 っ ま り、 日本の伝統的な語 りと絵 とい う系譜か らみれば、
紙芝居 と切 り紙 アニ メ と「動 かない アニ メ」 は同一 の範疇 に当てはまる といえ
る。確 か に、戦前 の切 り紙 アニ メに しろ「動 かない アニ メ」 に しろ、 アニ メー
シ ョン としての動 きの概念を重視 していない。つま り、「動かない アニ メ」の表
現 は、アニ メーシ ョンの本質 である動 き以外 の要素 として、「語 り絵」 も含 めた
日本の伝統的な文化や芸能 にその根源を見 出す必要があ るよ うだ。
2 動かすということ
これ まで 日本 の二つ の流派 に関 して、その外観 に触れてきたが、さ らな る動
きの具体的な分析 のために、 ここではアニ メー シ ョンの本質 であ る動 かす とい
うことに リア リテ ィをもたせ るその法則論 と方法論 を深 く掘 り下 げたい。その
ための指針 とな るのはデ ィズニーのフル・ アニ メー シ ョンの技法 であ る。それ
は、単な る リミテ ッ ド・ アニ メー シ ョン との違いか らみた流麗 で滑 らかな動 き
とい う安易 な対比 ではな く、そ の技術が如何な る映像的効果 をもた らすかを分
析す ることで、 どれほ どアニ メー シ ョンの動 きが大切 か、 またデ ィズニー の技
術が優 れた ものであ ったかを再確認 したい。その技術 を解説す るにあた り、近
年 に出版 されたデ ィズニーのアニ メー ト技術 の集大成的な教科書 とい え る、 リ
チャー ド・ ウィリアムズ 54の 『増補 アニ メー ター ズ 0サ バイバルキ ッ ト』 を参
照す る。
2-1 タイミングとスペーシングから生まれるもの
ウィ リアムズは グ リム 0ナ トウィ ック 55の 言葉 をか りて、 アニ メー シ ョンの
すべては「 タイ ミング とスペー シ ング (間 隔 )」 にあ るとい う
56。 バ ゥン ドす る
ボール にた とえる と、ボールが地面 にあた る部分が タイ ミングで、その連続す
るタイ ミングごとの間、つ ま リボールが空中で弧 を描いて動 くところがスペー
シングにな る。 したが って、 タイ ミング とは様 々な動 きが発生す る ときのアク
セ ン トであ り、スペー シ ング とは動 きの流れ とその速度 を形作 る。 この ことが
もっとも基本的で純粋なアニ メー シ ョンの原理 であ る。
ウィ リアムズによれば、アメ リカのアニ メー シ ョン制作の流れは、「ス トー リ
ーボー ド」→ 「 レイ アウ ト」→ 「サムネイル スケ ッチ」→「キー フ レー ム」→
「エ クス トリーム」 →「ブ レー クダウン」→「イ ンビ トウイー ン」 の順 で行 わ
れ る。 この中で実際 に、 アニ メー ト技術 が用い られ るのが、キー フ レー ム以降
の 3つ の工程 であ る。キー フ レーム とは、 ス トー リー を伝 え ることで、 そのシ
ョッ トの中で何が起 きたのかを示す絵 の ことであ る。エ クス トリー ムは動 き自
体 やその方 向に変化 が生 じる地点 であ り、振 り子 を例 にすれば、重 りの左右 の
最大振 幅地点 の ことを示す。 このキー フ レー ム とエ クス トリー ムが先 に述べ た
タイ ミングにあてはまるだろ う。ブ レー クダウンはエ クス トリー ムの中間地点、
振 り子 で言 えば、重 りが支点 か ら垂直 に下 りた部分 にあたる。 イ ンビ トウイー
RR
ンは、エ クス トリー ム とブ レー クダウンの間である。 したが つて、 ブ レー クダ
ウンとインビ トウイー ンが、 スペーシングにあてはまるだろ う。
このキー フ レーム とエ クス トリームによるタイ ミングは、先 に述べた「演技」
をつ くるポイ ン トであ る。た とえば、人 が歩い てきて椅子 に座 るとい う動作 の
中に、椅子 に座 る前 につ まず くとい うアクシ ョンを入れ るとす る と、「人が歩 き
始 める」、「つ まず く」、「座 る」 とい う三つ のキー フ レームが必要 とな る。 さ ら
にそのつ まず くとい うキー フ レームを具体 的 に、 どの足が地面 に引 つかか り、
その結果 どのよ うな体勢 でよろめき、最 後 に どの足 で踏ん張 ることで体勢 を整
えるのか とい う絵がエ クス トリー ムにな るだろ う。 このよ うに、「つ まず く」 と
い うキー フ レームを加 えることとそのエ クス トリー ムを如何 に描 くかで、その
人物や一連 の動作の印象 が大 き く変わ る。
一方、 ブ レー クダ ウン とイ ンビ トウイー ンによるスペー シ ングは、 同 じく先
に述べ た「動 き」 をつ くるポイ ン トとな る。 したが つて、 ここでは物理 的な法
則が基準 とな るが、 さきほ どの振 り子 の例 で考 えてみ よ う。左右 の最大振幅の
間に、イ ン ビ トウイー ンを等 間隔で置 くとそれは間違い にな る。実際の振 り子
の動 きは、エ クス トリー ムに近づ くにつ れて重 りの移動速度 は徐 々にゆ つ くり
とな り、逆 にエ クス トリームか ら離 れ るに従い ブ レー クダウンのあた りでもっ
とも早 くな る。そのため、エ クス トリー ム近 くではイ ンビ トウイー ンの間隔は
狭 くな り、逆 にブ レー クダウンのあた りでは広 くな る。 この ことはイ ンビ トウ
イー ンの枚数 と、その間隔によ って動 きのス ピー ドを調節 してい ることを意 味
してい る。 ここでは、物理法則 や正確な計算 が現実 的な動 きの再現 の絶対 的な
基準 とな るが、人 が どの速度 で歩 くとい つた恣意的な「演技」 に関わ ることも
あ る。そのため、基 本的 には どの位置 にブ レー クダ ウン とイ ンビ トウイー ンを
置 くか とい うチ ャー トが置 かれ、そのチ ャー トを指示す ることまでが タイ ミン
グを担 うアニ メー ター の仕事 とな る。
以上 がデ ィズニー を基準 としたアニメー ト技術 の概要 であ るが、 このよ うな
ステ ップは制作会社 や アニメー ター の能 力によって多少 の仕事範 囲は異 な るも
のの、現在 の 日本 の アニ メ制作 でも基本 的 には同 じであ る。現在 の 日本 のアニ
メー ター の役割 で言 えば、原画 が タイ ミングを司 り、動画 (中 割 り)が スペー
シングを描いてい る とい える。厳密 に言 えば、監督 も しくは作画監督が描い た
絵 コンテがキー フ レー ム とな り、原 画はエ クス トリー ム とイ ンビ トウイー ンの
チ ャー トを、動画が ブ レー クダ ウンとイ ンビ トウイー ンを描 くとい う違 いはあ
るだろ う。
では、 この基本的な タイ ミングとスペー シ ングの問題が、実際 に どの よ うな
映像 の表現 の違い を生み出す のか、 ここではその失敗例 を検証 してみたい。取
り挙 げ る作 品は、政 岡憲 三の『 くも とち ゅうりっぶ』であ る。戦前か らの技術
を引 き継い だ 日本 の「動 くアニ メ」 でも、中割 りの配置 を動 きのス ピー ドに し
たが って計算す るよ うにな ったのは、 どうも東映動画か らであ ると思われ る。
その ことは、戦前の 日本 アニ メの技術的集大成 をな した政 岡憲 三が、 自身がつ
くったアニ メ教習本 の中で、中割 りを均等 にわ るこ とが記 されてい た ことか ら
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推察 され る 57。
『 くもとち ゅうりっぷ』 で、てん とう虫の少女が蜘蛛 の誘いを断 り、帰途 に
着 く場面 では、花 か ら花へ、葉か ら葉へ と飛び移 ってい く。 その うちの一つ の
カ ッ トは、 ターザ ンの よ うに何 かの ツタにつか ま りなが ら画面右上奥か ら登場
し、最初 と中盤 にツタをつか った体重移動を行 い、終盤 にツタを放 して左下手
前の葉 つぱに飛 び降 りる とい った動 きである。大変興味深い ことに、 このカ ッ
トの動 きは 2秒間、総 コマ数 は 60コ マで撮影 されてお り、コマ撮 りは 3コ マ撮
りと 2コ マ撮 りを交互 に行 ってい る 58。 この意図はわか らないが、とにか く 60
コマの うち動画は 24枚、その 1番 目と 24番 目がエ クス トリー ム とな り、 12
番 目がブ レー クダウンとなる。実際の中割 りは、 12番 目のブ レー クダウンがち




エクス トリーム 『くもとちゆうりつぷ』中割リチヤー ト
(0004:50～ 00:04:52)
図 8:『 くもとちゅうりっぶ』中割 リチャー ト (筆者作成、出典 :DVD『 くもとちゅうりっぶ
政岡憲三作品集』、アニ ドウ、2004年 )
つ ま り、遠近法 によ リキ ャラ クターの大 きさが徐 々に大 き くな ってはい る も
のの、キ ャラクター の動 きのス ピー ドは常 に一定 である。その結果、てん とう
虫の少女 は空 中をフワフワ と柔 らか く移動 し、全 く重量感が感 じられずに「動
き」 における リア リテ ィ としては不 自然 だ と言わぎるを えない。 ただ し、 この
てん とう虫の少女 とい うキ ャラ クターが非常 に軽量 だ とい う設定が想定 され る
ため、作品 としては特別 には気 にな らないの も事実 だが、そ こまで政 岡が演 出
を考 えていた とは考 えに くい。
ウィ リアムズの解説 に照 らし合わせた正 しい中割 りとしては、途 中の三度 の
体重移動の際は動 きが遅 くなるため間隔が小 さ く、終盤 のツタを放 して飛 び降
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りる時はス ピー ドが急 に速 くなるため間隔を広
遠近法 によ り画面奥 か ら手前 に移動す る際は、
ることも考慮す る必要があるだろ う (図 9)。 も
されていれば、てん とう虫の少女の動 きには、
り、動 きのアクセ ン トが利いた映像 になるだろ
くしなければな らない。さらに、
徐 々に知覚上のス ピー ドが上 が
し、 このよ うな正確 な中割 りが






エクス トリーム 『くもとちゆうりつぶ』中割リチヤー ト
修正版
図 9:『 くもとちゅうりっぶ』中割 リチャー ト修正版 (筆者作成、出典 :DVD『 くもとちゅう
りつぶ 政岡憲三作品集』、アニ ドウ、2004年 )
2-2 レ イ ア ウ ト と動 き の 配 置
次 に、アニ メー ト技術 とは別 に、キ ャラ クターの動 きが実 際のアニ メー シ ョ
ンの中で どの よ うに配置 され るか とい う問題 を取 り上げたい。それは、一言 で
いえば レイ アウ トの ことである。押丼守 は レイアウ トとそれ に基づいた映画作
りを以下の よ うに説明 してい る。
“レイアウ ト"と は、要す るに画面 (カ ツ ト)の 設計 図の ことであ り、“レイ
アウ トシステム "と は この設計 図を基本 に して映画 (正確 にはフイルム)を
制作す る方法の ことです。設計 図 としての レイ アウ トには、様 々な情報 が
込 め られてい ます。画角の広 さ、背景 と動画 (セ ル)を 整合 させ るための
パー ス、想定 され る レンズの種類、 カメラワー クを指示す るためのフ レー




つ ま り、 レイアウ トは動画以外 の工程 も含 めて、実践的な アニ メー シ ョン制
作 のすべての作業 の基本設計 とな る。 しか し、 この レイアウ ト作業 は、時代 に
よるアニ メ制作手法 の変化や、 アメ リカや 日本 とい った地域 、 また制作会社 や
監督 によって も違いが見 られ、完全 に統 一化 されたシステム とはい えない。 レ
イアウ トの歴史がいつか らは じまったのか、少な くともアメ リカではデ イズニ
ーの初期 に既 に レイ アウ トの役割 は存在 し、 日本 で も先程 と りあげた政 岡憲 三
の『 くも とち ゅう りっぷ』では、 レイア ウ トの工程 を踏 まなければできない映
像表現がみ られ る
60。 ぃずれ に して も、セルが使用 され始めて以降は、 レイア
ウ トにあた る工程 は存在 してい た と考 えてよい だろ う。
ただ し、 アメ リカ と日本 で違 うことは、 この レイ アウ トに対す る重要度 にあ
る。例 えば、デ ィズニー では作 品の内容 に関す る打 ち合 わせ段階で既 に レイア
ウ トマ ンが参加 し、 またス トー リー ボー ドが完成す る と実際 に動画 を描 く前 に
レイアウ トが作成 され る。 しか し、 アニ メー ターが絵 を描 き出す と、 自身 の面
白い 「演技」 のために、 もとの レイ アウ トで決め られた構 図やカメラワー クな
どに従わない ことが あ る。その結果、 レイ アウ トマ ンは当初考 えた レイ アウ ト
を変更 しなければな らない ことが多か つた
61。 っ ま り、デ イズニー に代表 され
るアメ リカのアニ メでは、 レイ アウ トよ りもアニメー ターが中心 とな って制作
が行われてい たのであ る。現在 の CG全盛 のアニメ制作 では、アメ リカで もこの
立場 関係 に変化がお こってい ることと想像 され るが、詳 しい現状 はわか らない。
一方、 日本 ではアメ リカ と違 って レイ アウ ト先行 制、いわば レイアウ ト重視
の制作 システムが一般化 してい る。これは、「動 くアニ メ」のアニメー ターがテ
レビアニ メに参入す ることでは じまった。具体的には、高畑 と宮崎が アニ メ会
社 ズイ ヨー (瑞鷹 株式会社)で『 アルプスの少女ハイ ジ』 (高 畑勲 監督、 1974
年 )を 制作 した時 には じま り、 したが つて、 この作 品は現在 の 日本 の レイアウ
トシステムが誕生 した記念すべ き作品 とされてい る。高畑 は、 レイアウ ト先行
制が必要 だ つた理由を以下のよ うに述べてい る。
『 アルプスの少女ハイジ』をは じめ るにあた り、短期決戦 が連続す る殺
人 的 スケ ジ ュールのなかで、作画他 の玉石混清 の外注 スタ ッフの力をフル
活用 しつつ、出来 る限 り質 的 に高い作 品 に仕上 げ るには、 メイ ンスタ ッフ
にお る完全な集 中管理が必要 だ つた。 (中 略)「 レイア ウ ト先行制」 は作品
の質 的 向上 だけでな く、スケ ジュール促進 の面 か らも大い に有効 であ るこ
とが分か り、以後、氏 (宮 崎駿 )の担 当でない作品で も「 レイ アウ トマ ン
制度」が とられ ることにな って次第 に一般化 したのだ と考 え られ る
62。 ( )
内は筆者 が加筆。
「動 くアニ メ」 としてそのアニ メー ト技術 を活か しつつ も、テ レビアニ メ と
い う制作環境 の もと、他会社 の作画能力や癖 の違 うアニ メー ター達 を統率 し、
高品質 で均質性 の とれた作品を仕上 げるためには何 よ りも一つ の基準 を示す必
37
要があ つた。それは作画監督制 とも共通す るが、 メイ ンスタ ッフによるあ る種
の独裁 を意 味す る。 しか し、それはそれ で集 団制作 が基本 とな るアニ メの現場
では理想 の体制であ ることは間違いない。 また、その レイアウ ト先行性 の副 産
物 として、原画 と美術が同時 に作業 をス ター トす ることが可能 とな り、常 に締
切 りが切迫 した状況 で制作進行 の向上 とスケ ジュー ル管理 も整 えることができ
たのである。
このよ うに、 アニ メー ター重視 のアメ リカ とレイ アウ ト重視 の 日本 とい う違
い は、その動 きの表現 におい て も影響 をあたえてい るよ うに思われ る。デ ィズ
ニー とスタジオジブ リの作品を見比べてみ る と、先 に述べ たアニ メー ト技術 の
「演技」 とは別に、画面や空間の使い方 が異な ってい ることがわか る。具体 的
にはデ ィズニーの場合 で も、 またテ ックス・ アヴェ リー作品では特 にみ られ る
傾 向だが、 キ ャラ クターが基本 的 に前面 で演技 を してお り、移動 は横方 向ばか
りであ る。一方、 スタジオジブ リの作品 は画面 を空 間的 に把握 して、キ ヤラ ク
ターが奥 か ら手前へ、手前か ら奥へ と縦方 向に移動 す るシー ンが 日立つ。デ ィ
ズニー のよ うに、 アニ メー ター の個 々の表現 を重視 す る場合 、 レイアウ ト段 階
で決 まっていた移動 の位置が変 わ らなければ、多少 の「演技」 の変化 はあま り
レイアウ トに影響 を及 ぼさない。言い換 えれば、 レイアウ トがキ ャラクター の
移動す る空 間的な場 さえ定めておけば、アニメー ターの 自由度 は増すのであ る。
だが、 スタジオジブ リのよ うにキ ャラ クターが空間的な奥行 きの変化 を伴 う縦
の動 き と平面的な横移動 を混在 させ る場合 、かな り緻密 な美術 とカメラワー ク
と作画 の計算 が必要 とな る。つ ま り、 レイ アウ トシステム こそ、空 間的 に複雑
な移動 の表現 には適 してい るのである。
この レイ アウ トシステムによって、人物 の縦 の動 き と美術 が しつか りと連動
す ることで、カメラワー クによるパ ンや フォロー とい った背景 の動 きの観点 が、
さ らに発達 す ることにも繋が ってい る と思われ る。 このよ うな背景 の動 きや空
間的な画面設定 自体 は、デ ィズニーが開発 したマルチプ レー ンカメラ
63に よる
ことが大 きい。 しか し、 日本 の特 にスタジオ ジブ リでは、その技術 がず ば抜 け
て発達 してい ることは間違いない だろ う。た とえば、『 もののけ姫』の冒頭 、ア
シタカが崇 り神 か ら呪いを受 け、村 を旅立 った後、 ヤ ックル に乗 って荒野 を駆
け るシー ンでは、背景がフォロー撮影 され る。その レイアウ トの指示 を見 てみ
ると、その美術構成 はブ ック645枚 と背景画。手前か らヤ ックルが走 る荒野 の
地面、前景 の雲、中景 の森、後景 の山、後景 の雲 の 5層 に、背景画が一番下 に
な る。しか も、その一つ一つが手前か ら、 1コ マ /7 nln、 l IIIIn、 0。 5 mm、 0。 3 mm、
0。 2 mm、 0。 l mm、 の異な った間隔でず らして撮影す ることで、視覚的な法則 に従
つて背景の手前が早 く奥が遅 く動 くよ う設定 されてい る。 このよ うな複雑な連
携 によって、多層的美術 が見事 に調和 した画面構成 とな り、実際の映像 ではア
シタカの位置 は変わ らないが、背景画が動 くことでアシタカの移動 を表現 して
い る。ただ し、それ らの背景 の移動 は基本的 には横移動 だけに限定 されて しま
うことは常識 であ り、 これ まで唯一の背景 の奥行 きの移動 はカメラの焦点 を変











レイ 7ワ ト 給コンテ
内容申段~ '!実像部サマ苛阪でし4 うかむ とある.
図 1 0 : rr 千 と 千尋 』 絵 コ ンテ 、 レイ ア ウ ト 、 キ ャ プチ ャ 画像 (筆者編 、 出典 : 絵 コ ン テ = 宮崎
駿 『スタジオジブリ絵コンテ全集 1 3千と千尋の神隠し』徳間書店、 200 1年/レイアウト=













神隠し』の CGの使い方を非難しており 6 5 、 宮崎が同 じ よ う な背景の奥行き移
動を、以後 あま り使用 していない ことか らも、その十分な効果 は未 だ模索 中な
のか も しれない。しか し、今後 の CG技術 の発展 によ り、レイアウ トシステムの
様相 はかな り大 き く変化す るこ とは容易 に予想 され、その指標 とな る重要なシ
ー ンである ことは間違いない。 このよ うに、 レイア ウ トシステムが先行す る 日
本 では、キ ャラクター の動 き以外 にも背景や空間の動 き とい う意識 が特 別 に強
いよ うに思われ る。
また、キ ャラタクター の縦移動 と横移動 の補足 として、 同 じ横移動 であ って
も、 アメ リカは基本 的 に左か ら右 に移動 し、 日本 は右か ら左 に移動す る傾 向が
あ る。 日本 のアニ メに多い右か らの移動 に関 して、富野 は「人 間の身体構造 に
おいて心臓が左側 についてい るので、向か つて右か ら何 か来 る場合、「心臓か ら
遠いため安心感があ るか らだ」
66と 、 とて もユニー クな論 を展 開 してい る。 し
か し、 アメ リカ人 の場合 には当てはま らないので、普遍的な考察 とはいい に く
い。実際の ところは、 アメ リカ と日本 の習慣的な違 い によるものだろ う。宮崎
は、 自身 のアニ メの移動方向に関 して、「上手 (右 )か ら登場、下手 (左 )へ去
るとい うで しよう。 これは右 ききの人 間の視線 の送 り方 に合 ってい るん じゃな
いか と思 うんですけ どね」 67と 答 えてい るよ うに、歌舞伎な どの 日本 の舞台芸
能 での決 ま り事、そ して右利 きの多い 日本人 の特性 による としてい る。 この他
にも、 日本 の絵巻物 や本 は右か ら左 に読み、 アメ リカの本 は左か ら右 に とい つ
たよ うに、 日本人 と欧米人 との生理的な違いが もっ ともな理 由であろ う。
2-3 コマ撮 りの違い
これ まで、 アニ メー ト技術 と、その レイアウ トにおけ る表現 の違い を示 して
きたが、 も う一つ動 きに関す る大 きな問題 としてコマ撮 りの違い に触れ たい。
基本的 にはフル・ アニ メーシ ョンは、 1コ マ撮 りか 2コ マ撮 りに限定 され、 1
秒 間に 12枚 か ら 24枚 の絵 を描 くことが基準 とな ってい る。ただ し、両者の違
いが もた らす最 も重要な要素 は、動 画枚数 の加減 によ り制作労力 と経費 に三倍
の差が出て くることである。 また、理論上 1コ マ撮 りの方が実写 映像 に近い滑
らかな動 きを再現 で きることは間違いないのだが、実際は作画枚数 に半分 もの
差があ るに も関わ らず、人 間の視覚上、一般的 には 1コ マ撮 りと 2コ マ撮 りの
差はほ とん ど感 じられない とされてい る。
さ らには、プロのアニ メー ター の 日でみてわか る、その視覚上 の微妙 な違い
において も、 2コ マ撮 りの方が良い とい う意見が多い。その違い は、以下 のア
メ リカのアニ メー ター の言葉 か らもわか るだろ う。
多 くの優れたアニ メー ター は、2コ マ撮 りの方が、 1コ マ撮 りよ りも出来
が良い とさえ言 う。 1コ マ撮 りの動 きは クニ ャクニ ャ しす ぎる傾 向が あ る
が、2コ マ撮 りの動 きは大 ざ っぱで速いので `は つ らつ と'し てお り、 ドロー
イ ングを増 や して 1コ マ撮 りにす ると、 その生 き生 き とした感 じが半減す
る、 と言 うのだ 68。
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したが って、 アメ リカの作品 で も、 またフル・ アニ メー シ ョンの王道 であ る
デ ィズニー作品にいた つても、1930年頃か らは 2コ マ撮 りが基本 とな ってい る
69。 しか し、ウィリアムズは このコマ撮 りの問題 について再検討 を行 つてい る。
その方法 として、 ウ ィ リアムズはい くつ かの演技 のケー スを 1コ マ撮 り用 の作
画 を して、 まずはそれぞれ 1コ マ撮 りを行い、次 にセルを一枚ずつ抜 き取 つて
2コ マ撮 りで撮影 した 2パ ター ンをつ くって、それぞれを比較す る実験 を試み
た。その結 果、一つ のケー ス以外 はすべ て 1コ マ撮 りのものが常 に滑 らかな動
きを してお り、その効果が証明 された。 ただ、例外 的な一つ のケー スは女性 が
ポケ ッ トか ら聴診器 を引 っ張 りだす とい う動 きだったのだが、それはそれで 1
コマ撮 りで も良い出来 だ ったのだけ ど、結果 としては 2コ マ撮 りの方が もっ と
良か った とい う 70。 その原 因は、ウィ リアムズ本人 もわか らない としてい るが、
この実験結果 をも とに、彼 の作 品では基 本的 に 1コ マ撮 りを採用 してい る。 し
か し、最終 的 に彼 が出 した結論 は、時 と場合 によつて両者 を使い分 け ることを
ベス トとしてい る。
2コ マ撮 りと 1コ マ撮 りは、組 み合 わせて使 うのが良い。 どち らか一方
に限定す ることではない。通常 のアクシ ョンは、 2コ マ撮 りにす る。 おそ
らく大半 は こち らにな るだ ろ う。早い ア クシ ョンや特 に滑 らかさを要 す る
アクシ ョンは、 1コ マ撮 りにす る。通常 のスペー シングは 2コ マ撮 り、 間
隔の広い スペー シ ングは 1コ マ撮 りにす る 71。
では、 日本 の場合 は どうであろ う。 日本 アニ メで ウィ リアムズ作 品のよ うに
1コ マ撮 りを基調 とした作品はほ とん ど存在 しない。 したが って、 日本 では 2
コマ撮 りのフル 0ア ニ メーシ ョンか、3コ マ撮 り以上 の リミテ ッ ド 0ア ニ メー シ
ョンかの違いが争点 とな る。実 際、 日本 の「動 くアニ メ」 として代表 的な東 映
動画では、長編第一作 の『 白蛇伝』か ら長編第四作 の『安寿 と厨子工丸』 まで
は 2コ マ撮 りが基調 とな ってい るが、その後の作品は 3コ マ撮 りが増 えてい る。
また、宮崎作 品でも『ルバ ン三世  カ リオス トロの城』は 3コ マ撮 りが基調 で、
現在 のスタジオジブ リで も基本 的 には 3コ マ撮 りで撮影 されてい る。 この こ と
に関 して、大塚 は「 日本人 は生理的 に三 コマ撮 りが合 ってい る」
72と してぃ る。
個人差 はあ るだろうが、確かに『白蛇伝』と『ルバ ン三世  カ リオス トロの城』
を比べ てみ て も、前者 は丸みのあ る線 で描かれたキ ャラクター に加 え、その動
きは どこか滑 らか過 ぎる印象が強いのに対 し、後者 の方が角張 った線 で動 きの
減 り張 りを感 じ、見てい て安心感がある。ただ し、大塚 も結論 としては、3コ マ
撮 りを基調 としなが らも、動 きの早 さや質 によって 1コ マ撮 りと 2コ マ撮 りを
使い分 けるべ きだ とい う点では ウィ リアムズ と共通 してい る 73。 客観 的に言 え
ば、1コ マ撮 りを基調 とす るか 3コ マ撮 りを基調 とす るか とい う問題は、ウィリ
アムズ と大塚 の個人 的な感覚、 あ るいは アメ リカ と日本 の感覚 の違い による と
ころが大 きい ため、総体的な手法 としての一つの判断基準 にすぎない。しか し、
アニメー ター として動 きの リア リテ ィを作 りあげ るためには、時 と場合 によっ
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てコマ撮 りを使い分 け ることが最 良の手段 だ とい うことは間違いないだろ う。
この ことは、手塚 の「動 くアニ メ」が実証的な例 として挙 げ られ、さ らには
アニ メー シ ョンの本質 的な問題 を も提示 してい る。手塚 の「動かない アニ メ」
は、確 か にテ レビアニ メ とい う特殊 な環境 でのやむ をえない手法 と考 え られ る
が、問題な のは「動 かない アニ メ」 の根底 には、 アニ メーシ ョンの基本 とな る
「動 き」や「演技」 の基礎的な教育がな されていなか った こ とであ る。手塚 は
常に「動 かないアニ メ」を理想 としていたわけでな く、『火の鳥 2772 -愛
のコスモ ゾー ンー』 (総 監督手塚治虫、監督杉 山卓、 1980年 )で は、2コ マ撮
りを基調 として、かな りの動画枚数 を費 や したフル 0ア ニメー シ ョンの「動 く
アニメ」 をつ くってい る。 しか し、 この作品の動 きは、確か に滑 らかで よ く動
いてい るのだが、前年 に公開された『ルバ ン三世  カ リオス トロの城』 と比較
す る と、明 らかに「演技」 とい う点 でその表現が乏 しい。その原 因を、実際 に
『火の鳥 2772』 の作画を手伝 った大塚 は以下のよ うに語 つてい る。
届 け られたカ ッ トを見 て、私 たちは唖然 としま した。 た しか に 2コ マで
作画 してあ りま したが、 3コ マ用 に描 かれた原 画 と原 画 の間に入れ る動画
の枚数 を変 えただけで、 2コ マ特有の動 か し方や工夫が全 く入 ってい なか
ったのです。(中 略)な ぜ、そ こそ このキ ャリアを持 つてい る虫 プロの原 画
が知 らなか ったのか !答 えはあき らかです。原 画の責任 ではあ りません。
アニメー シ ョンの動か し方 の基本理念 と基礎教育が違 っていたのです。(中
略 )こ の時、どうや ら手塚先生 は理念 としての“フルアニメーシ ョン"に 憧れ
てい らっ しゃるが、技術的な使い方は ご存知 ない、 も しくは関心 をお持 ち
でないのだ とわか りました 74。
このよ うに、 コマ撮 りの問題 はな によ りもしっか りとしたアニ メー ト技術、
いわば「動 き」 と「演技」 とい う要素が整 っては じめて議論 され るべ き手段 で
あって、作画の基礎がなされていない絵 をい くらフル 0ア ニ メー シ ョンで描 き、
撮影 して も無意味な のである。つ ま り、 この ことは如何 にアニメー ト技術が大
切 で、難 しい ことな のか とい うことを証 明 してい る と同時 に、裏 を返せ ば正 し
い アニ メー ト技術がな くても、 コマ撮 りを極端 に増 や し、その他 のカメラワー
クや編集 な どを工夫す ることで も、 アニ メー シ ョンが作れ る ことを意味 してい
る。今 日、地域 によっては週 に 100本 ものテ レビアニ メが放映され る実状 をみ
れば、「動かない アニメ」の技法が広 く浸透 してい ることを如実 に物語 つてお り、
その結果 どん どん と日本か らしっか りとしたアニ メー ト技術 を持 たない アニ メ
ー ターが育 つてい る ことが、 もっとも危惧 され るべ き 日本 アニ メの問題なので
ある。
3「歩 く」 と「 走 る」 の検 証
では、最後にこれまで見てきたディズニーの作品と日本の「動 くアニメ」と
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「動かない アニメ」 の動 かす技術が如何 に違 うかを、 アニメー ト技術、 レイア
ウ ト、 コマ撮 りの観 点 を総合 して比較検証す ることで、本章 のま とめにかえた
い。
比較対象 の作品 と してはな るべ く同 じ設定 で、それぞれの流派の特色 が もっ
とも出 て い る シー ンを 取 り上 げ るた め に 、 デ イズ ニ ー 作 品 の 『 ピノ キ オ 』
ぐ■Лθεεカゴθく'ベ ン・ シャープステ ィー ン監督、 1940年 )と 「動 くアニ メ」 の
流 派 を代 表 す る宮 崎駿 が初 監督 を務 め たテ レビシ リー ズ『未来 少 年 コナ ン』
(1978年 )と 手塚 の省力化 のアニ メ技法が もっともよ く表された『鉄腕ア トム』
(1963年 )を 選んだ。それは、それぞれの作品で、人形や ロボ ッ トとい った人
間ではない ものが、歩 くあるい は走 るとい う共通す る動作が見 られ るためであ
る。『 ピノキオ』では、映画の冒頭人形であ つた ピノキオが魔法使い によって生
命 を与 え られ、は じめて家 の外 に出て学校へ登校す る場面 で、 ピノキオが軽や
かに跳ね るよ うに歩 くシー ン。『未来少年 コナ ン』では、第 6話「ダイスの反逆」
でダイス船長がイ ンダス トリアに捕 らわれてい たラナを奪 回 し、作業用 ロボ ッ
ト「ロボノイ ド」に乗 って逃走す るシー ン。『鉄腕 ア トム』では、第 1話 「ア ト
ム誕生 の巻」 で、天馬博士 の息子 トビオが交通事故 で亡 くな り、人造人 間ア ト
ム として復 活す る場面 で、 ア トムが初 めての歩行 をぎ こちな くお こな うシー ン
である。
宮崎駿 は走 りの作画の際 に原 画 と動画 の枚数 を、 た とえば「ニ コマ中 に枚計
六 コマの走 り」 とい うふ うに指示 をす る。 これは「原 画 を二枚作 り、原 画 と原
画の間に二枚 の動画 を挟 み、全体 では六 コマで『走 り』一つ のシー クエ ンスを
作 る」とい う意味である 75。 も う少 し補足 をすれば、歩 きのエ クス トリームを、
①左足が前 で右足が後 ろの状態 にお くと、次 のエ クス トリー ムは②右足が前 で
左足が後 ろの状態 にお くことにな り、この二つ のエ クス トリー ムが原画 とな る。
① と② の間 に中割 りを 2枚置 き、 同 じく② の後 ろに 2枚 の中割 りを置 くと、正
確 には左右一歩ずつ の合計二歩分 の動画 のセ ッ トが でき上が る。 このセ ッ トを
何 回か繰 り返せば「歩 く」 あ るいは「走 る」 の作画が完成す るのであ る。本論
では以後 その表現 を簡 略化 して「 2枚原画計 6コ マ」 と表記 す る。前置 きが長
くな ったが、それでは三者の歩 き と走 りを分析 してみよ う (図 11)。
『 ピノキオ』の作画は、2枚原画計 24コ マの歩 きである 76。 本作 は 1コ マ撮
りを基調 としたフル・ アニメー シ ョンで制作 されてお り、 もちろん このシー ン
も 1コ マ撮 りで撮影 されてい るため総 コマ数 も 24コ マ となる。つ ま り、左右 1
歩ずつ の 2歩 の歩 きが 1秒 で描 かれてい ることにな る。そのため、当然その動
きは とて も滑 らかで、 コマ ごとに全身 を細か くアニ メー トされてい ることがわ
かる。しか も、驚 くことに、 1コ マ ロと同 じ絵柄 にな るはずの 25コ マ ロではポ
ー ズは同 じでも、 日の開きが違 ってい るのである。 そのよ うな詳細な作画は他
にもあ る。 ピノキオは少 し跳 びはね るよ うに歩 くため、飛 び上が る ときは中割
りの感覚 と動作 の変化 が大 き く、空 中 と着地 した ときは中割 りの間隔 と動作 の
変化 は小 さい。 また着地 した ときは膝が曲 って体が収縮 してい るので小 さ く描
かれ、空中 にい る ときは逆 に膝 が延 びて体が伸張 してい るので大 き く描 かれて
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次に、 『未来少年コナン 』の作画はどうだろうか。このシーンは 2枚原画計 8
コマの走りを、 2コマ撮りで撮影されている。 1秒間が 24コマで撮影されて い
るので 7 7 、 左右の 2 歩で 2 / 3 秒の走 り と な る 。 『 ピ ノ キ オ 』 に 比べて動画枚数
が極端に少ないにも関わらず、との走りが違和感なく自然に見える理由は 2コ
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コマの走りを、 2コマ撮りで撮影されている。 1秒間が 24コマで撮影されて い
るので 7 7 、 左右の 2 歩で 2 / 3 秒の走 り と な る 。 『 ピ ノ キ オ 』 に 比べて動画枚数
が極端に少ないにも関わらず、との走りが違和感なく自然に見える理由は 2コ
マ撮りとこの 2 / 3秒という時間にある。動画枚数が少ないため確かに流麗な動




わ りに、 1/3秒で 2歩進むためその知覚 は逆 に不 自然 に見 えるだろ う。最低限
動 きの認識 を理解 させて現実的なス ピー ド感 をだす最善 の組 み合 わせだ とい え
る。その「動 き」の描写 も、足の運 びの中割 りこそ単純 だが、『 ピノキオ』 とお
な じく、 しっか りと身体 の上下 が描かれ てい る。 また、注 目すべ きはダイス船
長が乗 るロボノイ ドの後 ろをついて走 る部下 ドンゴロスの走 りであ る。 この作
画は、 2枚原画計 6コ マの走 りで、 ドンゴロスはロボノイ ドよ りも速い足の運
び とな ってい る。 この ことは「動 き」 の法則 としては当然 であ り、 も し ドンゴ
ロスが ロボ ノイ ドと同 じ足の運 びだ と、歩幅の違い によ リロボノイ ドについて
いけない のである。 この ことは、通常のス ピー ドで映像 をみて即座 に気 づ くこ
とは難 しい が、逆 に足 の運 びが も し同 じな らきっ とす ぐに違和感 を感 じるはず
である。また、「演技」に関す る描写 としては、ロボノイ ドの動 きに注 目すべ き
であろ う。 ロボノイ ドの手足 は、 まるで生身 の人 間のよ うに、腕 と足 を動か し
てい る。現実的に考 えれば、 ロボノイ ドの手足 はもっ と無機質 で機械 的な動 き
でなければな らない だろ う。 しか し、その人 間の身体 のよ うな動 き 自体 には違
和感がな く、映像 を知覚す る上 での リア リテ ィは保 たれてい る。つ ま り、 この
ことこそ「動 くアニ メ」 が 目指 す、現実 の生 き写 しではな く現実 を連想 させ る
動 か し方 であ り、現実的な動 きを否定 して非現実的な世界 を肯定す るための手
法なのである。
最後 に、『鉄腕 ア トム』 の作画は どうだろ うか。 このシー ンも、『未来少年 コ
ナ ン』 とおな じ 2枚原 画計 8コ マの歩 きであ る。 しか し、先 に挙 げた 2作 品 と
明 らかに異な ってい るのはコマ撮 りであ る。 コマ数 は合計 55コ マ、 1秒が 30
コマなので二歩が約 2秒弱かか つてお り、 とて もゆ っ くりとした歩みであ る。
さ らには、その 55コ マの うち動画が 8枚 なので、残 りの 47枚が中割 りのいず
れかの同 じコマにな る。その内訳 を見 てみ よ う。 8枚 の動画 を順 に①～③ とし
てその間の動画 と同 じコマの枚数 を入れてみ ると次 のよ うにな る。
① -11-② -4-③ -4-④ -4-⑤ -12-⑥ -4-⑦ -4-③ -4-①
ここでの、① と⑤、コマ番号 で言 えば 1番 目と 28番 目にあたる二つ の コマは原
画であ り、原 画の後 は 12コ マ撮 り、それ以外 は 6コ マ撮 りであることがわか る。
これは規則 的な ことか ら、明 らかに意図的な コマ割 りとい え る。では、 その狙
いは何 なのか。原画 の 2枚 はいずれ も両足 を最大 に開い た状態 であ る。 その後
のコマ撮 りが多い とい うことは、その分静止時間が長い とい うことであ る。そ
の結果、映像 としては一歩歩 くたびに少 し止 まるとい う、 ロボ ッ トダンスのよ
うな機械的な動 きが表現 されてい る。そ の間の中割 りもあえて均等 に してい る
ことも、その機械 的な動 きの一旦 だろ う。 このシー ンは、 ア トムが初 めてロボ
ッ トとして歩 くシー ンである。 この動画の前には、手術台か ら転げ落ちた り、
上手 く立てず両足を広げて転げた りといつた動画が描かれている。つまり、『ピ
ノキオ』 とは異な り、ア トムの現実的な機械 としての身体的な不慣れさを演出




い るため、 どうして も「動かない アニメ」 を否定 してい るよ うに受 け取 られ る
か もしれないが、まさ しく、 このシー ンは見事な演 出だ とい えよう。『鉄腕 ア ト
ム』の記念 すべ き第 1話 であるため、比較 的動画枚数 も多 く使い、入念 に制作
した経緯が うかがえ るが、それ以上 に しつか りとしたアニ メー シ ョンの法則 を
理解 して虫 プロがス ター トしていた ことが明 らか とな った。 この ことは、大塚
へ の取材調査 におい て「手塚 さんは本 当 に天才 で、演 出 もキ ャラクター を動 か
す作画作業 も本 当に上手 に手早 くや つてい た」 と証言 してい ることで も裏付 け
られ る。確 か に、手塚 はデ ィズニー作品 を敬愛 し、 フル
0ア ニ メー シ ョンヘ の
意欲 もあ りなが らも、「動 きのない アニ メ」にあえて挑んだのは、手塚 マ ンガの
物語性 とそれを十分 に伝達可能 に したマ ンガ的記号表現 に絶大 な る可能性 を信
じてい たもの と思われ る。 この ことは、次章で具体的に考察 してい きたい。
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第 3章  マンガとアニメーションの関係
本章 では、テ レビアニメの放映開始 によつて生み出された「動かない アニメ」
において、欠かす こ とができない も う一つ の重要な要 因であ るマ ンガ との関係
を明 らかにす る。
これまで、 日本 のアニ メが どのよ うに発展 を遂 げ、また独 自の動 か し方の技
術 を発達 させてきたのか とい うことを、 アメ リカの アニ メ作品を比較対象 とし
て、主 に戦後 に生 まれた二つ の流派 を中心 にみてきた。そ こで明 らか とな った
ことは、戦後 の 日本 アニ メにおい て「動 くアニ メ」 がその本質 を大切 に しなが
らも、独 自のスタイル を確立 してい く一方 で、 アニ メー シ ョンの本質 を度外視
した新 たな スタイルが誕生 した ことだった。その方法論 は、それまでのデ ィズ
ニーや「動 くアニ メ」 とはかけ離れたものだ った。 しか し、そのよ うなある意
味で異端児 的な作風 が、爆発 的な人気 を もって 日本 の視聴者 に受 け入れ られた
事実 は大変重要な こ とである。本論 の 目的は、以後 その「動 かない アニ メ」 の
根幹 にあ る 日本的な アニ メー シ ョン特有 の動 きの考 え方 を探 ることに展 開 して
い く。
前章 でも少 し触れたよ うに、「動 かない アニ メ」が誕生す る直接的な要 因がテ
レビアニ メな ら、そのスタイル の定着 と発展 に深 く関係 してい る要 因がマ ンガ
である。経済産業省が平成 19年 1月 に発表 した「 コンテ ンツ産業の分野別、地
域別市場動 向」
78に よれば、 日本 国内のコミック雑誌 と単行本 を合 わせたマ ン
ガの市場規模 は 1991年 か ら常 に 5000億 円のライ ンを推移 してお り、近年急速
に発展 してい る映画 (約 2000億 円)や アニ メ (約 2000億 円)と 比べ ても倍以
上 の市場規模 をほ こる。 このよ うな、マ ンガや映画 やアニ メ、そ してゲー ムを
含 めたサ ブカルチ ャーが、 コンテ ンツ産業 としてそれぞれ相互 に関連す るメデ
ィアミックスが現在 の文化産業 の特徴 であ る。その中で も、マ ンガ とアニ メー
シ ョンの関係 は、 もっ とも密接 に関連 してい る。そ のは じま りは もちろん「動
くアニ メ」 が誕生す ることにあ り、その担い手 とな った手塚 が現代 マ ンガのス
タイルを確立 した存在 であった ことが大 きい。 さ らには、テ レビアニ メの早急
な制作 サイ クルでは、毎週新 たな脚本やキ ャラクター、その設定 や世界観 を考
えることは難 しく、既存 の コンテ ンツ としてマ ンガを原作 とす ることは必然な
流 れであった。その系譜 は現在 でもよ り強 固な もの とな ってお り、あ る人気少
年マ ンガ雑誌 では、その雑誌 に連載 が開始 された時点 で既 にアニ メ化が決定 し
てい ることも少な くない。 しか し、マ ンガ とアニ メでは動 く絵 と動 かない絵 と
い う決定的な違いがあ る。その違いを如何 に融合 させてい るのか、その ことこ







絵 を、そのままアニ メーシ ョンの表現 として応用 した『鉄腕 ア トム』(手 塚治虫
監督、 1963年 )。 次 に、マ ンガを原作 としなが らも動 きを重視 したアニメー シ
ョン化 がなされた『ルバ ン三世』(大 隅正秋監督、 1971年 )テ レビアニ メシ リ
ー ズ 。フ ァー ス トシー ズ ン。最 後 に、 アニ メー シ ョンの動 きを大切 に しなが ら
も原作マ ンガを忠実 に再現す ることを達成 した『 じや リン子チエ』(高 畑勲監督、
1981年 )で あ る。
1 マ ン ガ の ア ニ メ ー シ ョ ン化
マンガとアニメーション、それ らは同じ絵を素材 としなが らもその表現形態




現代 のマ ンガの定義 として、呉智英 は石子順造 の「コマを構成単位 とす る物
語進行 のあ る絵」 とい う定義 を記号論の用語 で言い換 え「現示性 と線状性 とが
複合 した一連の絵」 としてい る
79。 現示性 とは、そ こに表現 された ものが、―
望 で全体的 につかめ る性質 であ り、線状性 とは、鑑賞者が表現物 の部分 を辿 り
なが らそれ を集積す ることによ って、全体 を一つの流れ としてつかむ ことがで
きる性質 であ る。写真や絵画は現示性 の典型例 であ り、言語 や小説 は線状性 の
それ と考 えれば分か りやすい だろ う。つ ま り、マ ンガ とは現示性 のあ る 1コ マ
の絵 が、 コマ ごとの繋 が りによって線状性 を生 み出す ものだ とす る。 ただ、 1
コマで構成 され る「マ ンガ」 もあ るので、完璧な定義 とは言 えないが、 ス トー
リーマ ンガの表現構造 を端的 に示 してい る とい える。 この現示性 と線状性 とい
う二つ の観 点か ら、マ ンガ特有 の表現 を考察 してい く際、時間、空間、音、記
号な ど様 々な側面か ら詳細 に整理 してい くことが望 まれ るが、本章 では アニ メ
との関連 として「動 き」 と「動 きが生 まれ るための時間」 とい う二点 を中心 に
考察 してい きたい。 ここでい う時間の概念 には、主 に二つ の時間が考 え られ る
であろ う。具体的 には、鑑賞者 の現実 の時間 と物語上 の時間であ るが、 ここで
は物語上 の時間、つ ま り作品 内の一連 の動 きな どの瞬発 的な ものか ら、 シー ン
やシー クエ ンス とい った物語全体 の時間の ことに限定す る。
ではまず、線状性 の意 味す るコマ ごとの繋が りについてであるが、 コマ ごと
の繋が りがあ るとい うことは、 そ こに一つ の流れが できる とい うことであ る。
その流れは、最小単位 で一連 の言動 であ り、それが蓄積 して一つ の事件 0出 来
事 とな り、 またその事件が積 み重な るこ とで全体 の物語 を構成 してい る。そ こ
には、比較 的大 きな間隔で区切 られた時 間経過 と動 きを示 した絵柄が 1コ マ と
して配置 され る。そ のよ うな コマの絵柄 は、パ ラパ ラマ ンガの絵 とは異 な り、
一連 の動 きで も飛躍 した ものや、全 く連結性 を欠い た構 図であることが多い。
それ らの異 な った絵柄 を一つ の連鎖 としてつなげるのは読者 の想像 力に委ね ら
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れ る。そのため、全体 の物語、事件や出来事、一連 の動作 を正確 に想像 できる
ように、一つのコマは行動の変化 の指標 としての役割を果 た してい るとい える。
竹 内オサムはそのよ うな物語展 開の要 と して欠かせない コマを「決 めゴマ」 と
してい る 80。 要す るに決 め ゴマさえあれば、マ ンガ として線状性 の機能は果 た
され る とい うことにな る。 しか し、決め ゴマだけでは常 に物語上 の要点 だけが
提示 され、読者 は全体 の物語 は理解 できて も、一連 の言動 や細部 の状況 には曖
昧さを残 して しま う。実際、現代 マ ンガは決 め ゴマ だけでは構成 されず、竹 内
はまた決 め ゴマの飛躍 を補 う「捨 て ゴマ」 の存在 を指摘 してい る
81。 捨てゴマ
とは、例 えば、Aと Bの 決闘シー ンにおい て、①Aが何 かを投 げ る姿が描かれた
コマのあ と、②鋭いナイフが流線 を帯 びて飛んでい くコマが続 き、③ Bが倒れ る
コマの三つの コマで表現 された場合。① と③が決め ゴマで、Aが Bを倒 した と
い う一つ の出来事 としてその展 開は理解 で きるが、② の捨 て ゴマを挿入す るこ
とで、読者 は Aが物凄い ス ピー ドで鋭いナイ フを投 げた とい う状況を想像でき
るよ うにな る。 この よ うに、マ ンガのコマ構成 は、線状性 の役割 を果 たす決め
ゴマ とそれ を 自然な流 れ として補助す る捨 て ゴマの 2種類 の コマか ら構成 され
るとい える。 では、一連 のシー ンとしてい くつかの コマが繋が ってい る と判 断
す るために、読者は何 を基準 としてい るのだろ うか。
竹 内は これ らのコマの連鎖 は、「空 間」、「動作」、「心理」の 3つ の要素 でそれ
ぞれ繋が ってい くと述べてい る
82。 まず、空間によるコマの繋が りだが、簡単
に述べ る と、出来事 が起 こる場所 が 同 じ、つ ま り、 ある建物 の一室や海岸 や山
中な ど、 どんな場所 で もあ る一定 の範 囲内で連続す るコマの背景 が同 じ場所 だ
と想定 され る場合 、読者 はそれ らに描かれた コマは一つ の出来事 の中の コマだ
と判断でき る。次 に、動作 によ るコマの繋が りは、前者 のよ うに背景が異 な っ
ていて も、 コマに描 かれてい る事物 の動 きに連続性 がみ られ る場合 であ り、例
えば、打 ち上 げ られ てい るロケ ッ ト、雲 を突抜 け るロケ ッ ト、宇宙 を飛 んでい
るロケ ッ ト、 とい う 3コ マでは、背景が変わ ってい て も、一連 のロケ ッ トの動
き として読者 は容易 に認識 できるだろ う。最後 に、心理 によるコマの繋が りで
あ るが、例 えば、突然 のエイ リアンの襲 来 によ り、 町中を逃 げ惑 う青年達、教
会 でお祈 りをす る家族、家 の中で泣 き叫ぶ子供、 とい った コマ構成な ら、それ
らは空間的 にも動作 的 にも全 く別 の コマ ではあるが、読者 は、それぞれの コマ
に人類破滅 とい う共通 の心理 をよみ と り、それ らの コマ に一連 の繋が りを読み
取れ ることができるであろう。このよ うな、三つの要素 によるコマの繋が りは、
現代マ ンガ において、単純 に区分 され る ことは少ない ものの、その 3つ の要素
がそれぞれ の コマに多様 に絡み合 い、マ ンガにおけ る線状性 を生み出 してい る
といえる。
では、マ ンガの現示性、つ ま りは 1コ マ 内におけ る動 き と時間の表現構造 を
考察 したい。現示性 とは前述 したよ うに、表現 され たものが一望 で全体 的 につ
かめる性質 であ るため、そ こに時間 とい う要素 は少 ない と考 え られ るが、丹念
にマ ンガの 1コ マを見 てみ る と、 どのコマ も固有 の時間を持 つてい るこ とがわ
か る。もっとも端的なのはセ リフの有無であろ う。セ リフがある とい うことは、
49
その コマの中では登場人物 が発 言 してい る時間があ る とい うことである。すな
わち、1コ マの所有す る時間の長さは、セ リフの長短 に比例 してい るとい える。
また、セ リフ と同 じよ うな、マ ンガ特有 の擬音語や擬態語、い わゆ るオノマ ト
ペの描写 もそのコマの時間を規定す る材料 とな る。例 えば、ナイフが飛 んでい
る絵柄 の コマ に「 ピュー」か「 ビュン」 とい う擬音語が書かれていれば、読者
の感覚 の違 い にもよ るが、大方後者 の方 が投 げ られ たス ピー ドが速い と感 じる
よ うに、 同 じ絵柄 で もこのよ うなオノマ トペ によ りそのコマ の中の継続 時間は
異な って くる。 また、セ リフや オノマ トペ の直接的な時間表現 のない コマ にも
時間は成立す る。例 えば、Aが 拳銃を構 え、その銃か らは弾が発射 された軌道
が線 で描かれてお り、Bは既 に倒れていて、弾が命 中 した とい う証 として Bの
胸元 か らは小 さな煙 が立 ってい る とい ったコマである。つ ま り、Aの 描写 は拳
銃を撃 った瞬間だが、Bは既 に絶命 してい る描写 であ り、異時同図法 を利用 した
時間形成であ る。
このよ うに、長短 関係な く 1コ マの中に時間が存在す る とい うことは、 1コ
マの中にもな にか しらの動 きがあ る と考 えることは当然 であろ う。 では、現実
には動 かないマ ンガの絵 が、如何 に してキ ャラクターの動作 や感情 を認識 させ
てい るか とい うことがマ ンガ表現 の特色 である と思 われ る。その役割 を担 って
い るのは、マ ンガ家 としての手塚治虫が体系立 てたマ ンガ表現 の約束事 、マ ン
ガ学上 の記号的表現 である。
マ ンガ記号論 は、手塚 自身がその晩年 におい て、幾度 とな く明言 してきた。
今 か きま した線 は実際 には 日で見 ることはできません。 これはあ くまで
も走 つてい る歩いてい るとい う概念 による記号 です。(中 略)そ してそれが
シンボ リックな記号 で表せ る とい うことは、大 変高等 な理解 力 を もってい
ることの表 われだ と思 ってい ます。 と同時 に これ らのパ ター ンは、多少 の
差はあ りますが、省 略 と誇張 とデ フォー メー シ ョンが加 わ ってお ります。
ですか ら見 ていて大 変お も しろ く、ユニー クで 目立 ちます。そ して リズ ミ
カル です。現実 にない形 の ものだけに大 変 目立つ のです。マ ンガは結 局 こ
うい った記号の一種 だ と思 うのです
83。
マ ンガの コマの中 に描かれ る動 きの表現 は、あたか も現実 的な動 きが直接的
に連想 され るポー ズな どではな く、走 つてい る、怒 ってい る、 とい った人 間の
単純な動作 や心理 を、読者の判断 によ り共通 して理解できる記号 で代用 され る。
典型的な例 として、 あ る人物 が驚 いた り、焦 つた り、 あるい は不安な心理 とし
て、使われ る記号 は汗 である。現実世界 において、人物 が驚 いてい る時 に、マ
ンガの絵 の よ うに一瞬 に して汗 が飛 びち ることはあ りえないが、それはマ ンガ
表現 の約束事 として、汗 をかい てい る人物 は驚 いてい る とい う心理 を示 してい
る。 これ と同様 に怒 ってい るときの青筋 や、怪我 を した時のバ ンソウコウな ど
も、も とも との絵か ら独立 して修飾語 のよ うな働 きをす る記号 であ るとい える。
また、 この他 にもキ ャラクター の絵柄 で表 され る動 き自体が記号化 されてい る
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ものも多い。 た とえば、ある人物 が両手 を上 げて、 ジャンプ してい る絵柄があ
る と、読者 はその人物 が怒 ってい る と理解 できる。 これは、物語上必要 とされ
るキ ャラ クター の演技 ではな く、怒 りの心理 を指 し示す ことを記号化 した動 き
である。 また、驚 い た時 に目が丸 くな った り、眉 の形 が変わ つた り、 同 じく怒
った時 に罵 声を浴 びせてい るのか口をあけてい る絵柄 にな った りと、キ ヤラ ク
ターの表情 の変化 もマ ンガ表現 においては記 号 としての役割 を果 たす のであ る。
しか し、 このよ うな記号 を用 いたマ ンガ表現 とは別 に、写実的な描写 を中心
とした「劇画」 とい うジャンル があ り、 その表現構造 は少 し異 な ってい る。劇
画 とはその本意 として絵 で連続 した物語 を語 るス トー リーマ ンガの ことを指 す。
しか し、60年代か ら 70年代 にかけて、マ ンガ雑誌 は青年 を対象 とした劇画 と
してそれ までのライ トでポ ップな感覚 よ リシ リアスな アウ トロー作品を中心 に
連載 しは じめた。それ に ともない、描写 はよ り写実 的 にな り、顔 や背景 の影や
風 の流れな どの描線 を多用 した陰影 の劇 しい絵柄が大流行 した。そのため、 こ
の時期 の作 品を限定 して「劇画」 と呼ボ場合 もあ るが、現在 では写実的なマ ン
ガ絵 を劇画風 や劇画 タッチ と呼ボ傾 向にあ る。現在 、 もっ とも人気 のあ るマ ン
ガ家 の中で、劇画 タ ッチの絵柄 を用い るのが丼上雄 彦 であろ う。彼 の作 品は、
部分的 にコ ミカルな絵柄 のキ ャラクーを用い ることもあ るが、基本的 には手塚
のい う記号化 された人 間の動 きを描 くこ とはな く、 ほぼ全 てのコマが写実的な
絵柄 で展 開されてい く。そのため、人 間の動作が詳細 に描 かれ、 コマ ごとの時
間の飛躍 も少 ない。例 えば、 1990年 か ら『週刊少年 ジャンプ』で連載 開始 され
た彼 の代表作 「スラムダンク」 では、バ スケ ッ トボールの試合 中、あ るキ ャラ
クターが一人 のデ ィフェンダー を交 わ してシ ュー トを決め る とい うほんの数秒
のシー ンを週刊誌 での一話 (約 20頁 )を まるまる費 や して描かれ ることがよ く
ある。そのため、一つ の動作が とて も克明 に描写 されてはい るのだが、「決め ゴ
マ」は少な く、「捨 てゴマ」が多い ことが特徴的であ り、その結果 どうしても物
語展 開が遅 くな って しま う。 また、その コマ絵 はまるでイラス ト集 のよ うに、
一つ一つ構 図を変 え、その どれ もが印象 的なポー ズで描 かれてい るため、線状
性 とい うよ りも現示性 としての役割が強いマ ンガである といえる。
以上 のよ うに、線状性 としてのコマ ご との繋が りとス トー リー構成、そ して
現示性 としての 1コ マの中の時 間 と動 きにおいて、マ ンガ特有 の表現構造 を概
観 して きたが、次 にそれ らが如何 にアニ メ化されてい るかを見てい きたい。
1-2 マンガのアニメーション化の現状
マ ンガを アニメ化 す る とい う流 れが、一般化す るのはテ レビアニ メの放送 開
始 か らであ る。そのためアニ メの基本概念 である動 画を減 らす制作手法が手塚
によ り考案 され、そのよ うなアニ メの様式 が現在 の大半 を 占め るよ うにな った
ことは これ まで何度 も述べてきたが、それは、手塚 プロによる週一本 30分 もの
のアニ メ作 品を制作 す る とい うテ レビアニ メの過酷 な条件 によ り、苦 肉の策 の
結果 であ った ことは間違いない。 しか し、 ここで指摘 したい ことは、手塚治虫
によるマ ンガ記号形態 の発達 によ り、それをそのままアニ メに も代用 できた こ
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とが重要 なのであ る。 これはマ ンガ表現 の基本構造 であ る 1コ マの現示性 とコ
マ ごとの繋 が りによ る線状性 を、そのまま 1カ ッ トの現示性 とカ ッ ト割 りな ど
の編集 によ る線状性 に転換 してい るのであ り、端的 にい えばマ ンガの コマをそ
のままアニ メの絵 コンテ として採用 した ことである。
では、マ ンガの止 まってい る絵 を、如何 に して動 い てい るよ うに見せ てい る
かを考察 したい。そ こでまず、重要 とな って くるのは時間の問題 であ る。手塚
アニ メにおい て、最 も特徴的なのはカ ッ ト継続時間の短 さである。
手塚 は、テ レビアニ メを制作す る際、「いや、なんか方法があるはず だ。絵 の
枚数 を うん と減 らし、止 まってい る絵 をセ リフで ごまかそ う」と発言 してい る
84。
一つ のカ ッ トの継続 時間が続 くとい うこ とは、その分 キ ヤラ クターの動 きを繋
げる作画作業 が増 え る とい うこ とにな る。例 えば、 ア トムが地上か ら飛 び立 っ
て、空 中にい る敵 に向か ってい くシー ンを 1カ ッ トで表現す るな ら、 ア トムの
体勢 は飛 び立つポー ズ、空中で方 向転換す るポー ズ、空 中を飛 んでい るポー ズ
と最低 で も 3つ の異 な った原画 とそれ繋 げ る動画が必要 とな る。 しか し、 ジェ
ッ ト噴射 の足 のクロー スアップ、斜 め後 方か らのバ ス トシ ョッ ト、後方か らの
ロングシ ョッ トとそれぞれ 102秒 の静止画 としてカ ッ トを割 る と、作画は数
枚 で済む上 、 ア トムの一連 の動作 として難 な く理解 できる。 このよ うな カ ッ ト
割 りは作画枚数 を減 らし、 またキ ャラクターの動 き として描 きに くい箇所 を省
略す る意 図まで含 まれ る。
また、「セ リフでごまかそ う」 とい う表現か らわか るよ うに、音声を効果的 に
使 うことで、止 まってい る絵へ の意識 を減 らそ うとい う考 えが うかがわれ る。
現代マ ンガは、作品 によって多少 の誤差 はあるもののが、竹宮恵子 は「ふ きだ
しの行数 は三行か ら四行 までで、長 さは コマの半分 ぐらい まで、それ に文字数
は十か ら十二 くらい まで」 としてい る 85。 この程度 のセ リフの場合、一つ のふ
きだ しにかか るセ リフの時間はおおよそ 3秒以内で済む。マ ンガ表現 におい て
1コ マの持 つ時間の長 さはセ リフの長 さ に比例す る と述べ た よ うに、 アニ メの
1カ ッ トにおいて も、セ リフが終 わ るご とにカ ッ トを変 えることで、聴 覚的 に
も変化 が加 わ り、止 まってい る絵 を感 じさせない工夫がなされてい るのである。
その結果、 セ リフの長 さを基本 としてカ ッ トを切 つていけば、 自然 とカ ッ ト割
りの間隔は短 くな る。
では、セ リフのない カ ッ トは どうであろ うか。カ ッ ト割 りを短 くす ることで、
そ こに動 きを感 じさせ る リズム とテ ンポ を生み出す意 図が考 え られ る。 この こ
とは、前章 で「動 かない アニ メ」 の重要 な手法 として前章 で述べ てい るので言
及 は控 えるが、概 してマ ンガを アニ メ化 す る際、映像 の特性 を生 か した一つ の
シー ンを一つ のカ ッ トで描 くとい うことはな く、マ ンガの コマのよ うに、飛躍
す る止 まった絵 を短時間で繋 ぐことで動 きを生みだす工夫がみ られ る。
しか し、全 てのカ ッ トが止 まった絵 で展 開され る とい うわけではな く、マ ン
ガの現示性 としての一 コマにも、動線や記号的表現 で描かれ るよ うな単発 的な
動作があ るよ うに、走 った り、飛 んだ り、跳ね た りとい った、 1カ ッ トにおけ
る最低限のキ ャラクター の動 きは どのよ うに表現 されてい るのであろ うか。
52
そ もそ も、マ ンガにおける動 きの表現 自体が記号化 された ものが多いが、 こ
の「動 かない アニ メ」 で もい え ることは、それをそ のままアニ メの動 き として
表現 してい ることであ る。例 えば、Aが 6秒 ぐらいのセ リフを喋 りなが ら「怒
ってい る」 カ ッ トあ る とすれば、マ ンガの記号的表現 として手 を両手 に挙 げて
飛 び跳ね る動作 を数 回繰 り返す演 出がされ る。それ に加 え、 さ らに装飾的な記
号 の「必死 さ」 を表 す汗 や血管 マー クをつ ければ、反復運動 を繰 り返す だけの
カッ トでも、そのカ ッ トは Aが怒 ってい る とい うことを十分 に表現す ることが
できる。つ ま り、動作や仕草な どの「演技」 で怒 りを表現す るのではな く、マ
ンガの記号化 された動 きをその まま描い てい るのであ る。極論 を言 えば、マ ン
ガ表現 の動 きを示す動線 を、反復運動 として作画 しさえすれば、そのカ ッ トの
持つ現示性 は一つ の記号 として理解 できるのである。そのよ うな記号 としての
カ ッ トを作画す るには、 リミテ ッ ド技法 の部分的な動 きで十分なのであ る。 し
たが って、手塚 のバ ンクシステムはそのよ うな記号表現 のパ ター ンをス トック
してい た ともいえるだろ う。
また、そのよ うな反復運動 による記号化 された動 き以外 に、歩い た り、飛 ん
だ りす る一 回性 の動 きに特徴 的なのはクロー スア ップであ る。 ア トムが歩いて
い るカ ッ トは実際 に動 きの多い足 の運 びは映さず、バ ス トシ ョッ トでア トムを
とらえて背景 のフォローやア トムを引 きセル で移動 させれば、十分動 い てい る
表現 は可能 であ り、 さ らには「 ピポ ン、 ピポ ン、 ピポ ン」 とい う、 ア トム特有
の足音 を挿入す ることで、ア トムは歩い てい る と認識 できるのであ る。つ ま り、
キ ャラ クター 自体 は動 かな くて も背景 の変化 とキ ャラクター の位置や構 図が変
わ り、それ らしい音声が加 われ ば最低限動いてい る と感 じさせ ることができる
のであ る。 それ らはマ ンガにお ける線状性 としての コマ ごとをつなげ る要素、
あるいは、現示性 におけ る 1コ マの時間描写をそのまま代用 してい るとい える。
このよ うに、止 め絵 や引 きセルな どの リミテ ッ ド技法を主 とした手塚 のアニ
メは、マ ンガ表現 の現示性 と線状性 か らな る記号的表現 をそのままアニ メ表現
に応用す る ことで、新 たなアニ メの様式 を生 み出 した。確 かに、 このよ うな ア
ニ メは動 きを感 じさせ る効果的な演 出によ り、何 よ りも手塚 アニ メで重要視 さ
れてい る物語 の面 白さを伝 える ことに関 しては十分 な表現 である。興味深い こ
とに、手塚 は 自分 の作 るアニ メが どうい うものであ るか理解 していたよ うであ
る。
ガ らせ 、 子 しビは雷争 無 サ 屁ガ⌒要 す るに、面 白い もの をつ く りゃい い
ん だ。 漫 画 映 画 の既 成 概 念 を捨 て よ う。 安 くて、視聴 率 の あ が る もの を は
や くつ くるん だ 86。
また、杉丼儀三郎 も以下 のよ うに当時を振 り返 つてい る。
手塚先生 は「ギ ッちゃん、 これはアニメー シ ョン じゃあ りません、テ レ
ビアニ メ。動 きで見 せ るん じゃな くて物語 で見 せ るんです」 と。名ゼ リフ
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だ と思い ま したね。子供 が見 て、歩 くときに歩 かなきゃ変、飛 ぶ とき飛 ば
な き ゃ変 とい う、動 かない と変な ところだけは最低 限動 かす。 で も、 日の
パチパチだけで「驚 くア トム」 が表現 で きるのであれば、それは もう動 か
さな くていい、 とい う。手塚先生 はマ ンガ家なんでね、 コマ割 りのテ ンポ







このよ うに、マ ンガ表現 とアニ メ表現 を融合す ることで、手塚 はテ レビアニ
メの手法を確立 した。その結果、津堅信之 は以下 のよ うに語 つてい る。
結果 として、同一カ ッ ト内でのキ ャラ クター の動 きが極 めて限定的 (ま
ばたきだけ、ロパ クだけ等 )と な り、原作漫画の「止 まってい る絵」が「忠
実」 にアニ メ化され ることにな った。 この ことは、原作漫画の絵
0コ マ割
りが、 アニ メの絵 コンテにもな り得 ることを証明 した
88。
では、マ ンガのアニ メ化 とは、マ ンガ表現 を基調 とした手塚流 のアニ メ制作
方法で しか行 えない ことなのであろ うか。マ ンガの絵柄 や記号的表現 をそのま
まアニ メの基本概念 であ る動 きに変換す るこ とは不可能 な ことなのであろ うか。
アニ メ とは動 きを表現す る とい うことを本質 としてお り、 日本 アニ メの伝統
的な動 き とは、大塚 のい う「現実 を連想 させ る」動 きであ る。 このよ うな アニ
メにおけ る「動 き」 とは もちろんシー ンやス トー リー の展 開を構成す る流れ と
してもその機能 は重要 であるが、マ ンガが記号的表現 で示 したキ ャラクター の
感情や心理 、その場 の雰囲気 まで表現 で きるものなのである。 この場合 、前章
で述べ た意味での「動 き」 とい うよ りも、「演技」 と述べた方がその性格 を的確
に示す ことになろう。例 えば、『ルバ ン三世  カ リオス トロの城』で、クラ リス
が監禁 され てい る北 の塔 まで、 100メ ー トル以上 は離 れてい る と思われ る距
離 を 2段 ジ ャンプで到達す るシー ンでは、不意な助走 とな る屋根 を駆 け下 りる
ルバ ンは、徐 々に加速がつ き止 まれな くな って しま うポー ズを 6段 階に分 けて
描 かれてい る。最初 は恐れやス ピー ドを止 めよ うとい う意志 か ら踏輔 を踏み、
上半身 は後方へ反 つてい るが、徐 々に加速 がついて止 まれな くな ると、「そのま
ま飛んで しまえ」 とい う前 向きな決意 に変わ ったよ うに上半身 は次第 に前 のめ
りの姿勢 にな る。それ と同時 に着 てい るジャケ ッ トが少 しずつ はだけてい き、
いかにも勢 いが増 して想像 を超 えた大 ジ ャンプが可能 ではないか と思わせて し
ま うス ピー ド感が見事 に表現 されてい る。それ と同時 に、 コマ撮 りも徐 々に 3
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コマ撮 りか ら 2コ マ撮 り、 1コ マ撮 りへ変わ り、その動 きは実 に滑 らかに表現
されてい る。 この よ うに、人間の動 き とは、 自然の法則 に作用 され る動 き と、
自身の意志 による動 きがあ り、 これ らを全 て分析 して描 かれ る「演技」 として
の動 きか らは、人物 が どの よ うな状況 におかれてい るのか、そ して何を感 じ、
思 っているのかを読み取 ることができるのである。
この よ うな「演技」を主体 とした「動 くアニ メ」 において、マ ンガの コマの
絵 は絵 コンテ として全 く機能 しない とい う。既 にマ ンガ家 として大成 してい た
手塚が、初 めて本格 的にアニ メ制作 に関わる作 品が、奇 しくも東映動画長編第
三作 日の『 西遊記』 であ った。 その『西遊記』 で実 際に手塚 によって描 かれ た
絵 コンテを、大塚は以下のよ うに振 り返 る。
手塚 さんはあの映画の コンテを ご自身 で描かれ たんですが、僕 ら現場サ
イ ドか ら見 た ら、残念 なが ら実際に使 えるものではなか った。単発的なギ
ャクの羅列 である上 に、 まるでマ ンガの コマの よ うなス タイル で、アニ メ
映画の絵 コンテ としては成立 していなか ったんです
89。
つ ま り、マ ンガ と絵 コンテ
とは根 本 的 に そ の 機 能 が 異
なってお り、絵 コンテ とは原
画はもちろん動画、美術、仕
上げ、撮影、録音 に至 るまで、
ア ニ メ制 作 の設 計 図 とい つ
たものである。特 に絵 コンテ
の絵は、 レイアウ トや動画・
原画の基礎 とな り、動 きを作
り出す ための指標 である。他
方、マ ンガの コマ とは、ス ト
ー リーを示す指標 であ り、動
きの 連 鎖 等 は読 者 の 想 像 に
委ね られ るものである。例 え
ば、 マ ンガ版『 ルバ ン三世』
のあるペー ジ (図 12)で は 2
番 目の コマ で右 手 に ビス ト
ル、左手に絨毯を持 っている
絵柄 は、 3番 目の コマ では、
左手で ビス トルを持 ち、右手
で絨毯 を引 き上げている。更
には、 4番 目の コマでは 2番
目の コマ と同 じポ ー ズ に な
ってい る。前章で述べた <空
図 12:モ ンキー・ パ ンチ『 ルバ ン三世』、双葉文庫
一名作シリーズ 5巻 、34頁 。◎モンキー 0バ ンチ
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間 >と <動作 >の 繋 が りによ り、 これ らの コマは一連 の動作 と判断出来 るが、
実際の映像 として短時間に両手 の所有物 が二回 も交換 されてい ることは不 自然
である としかいい よ うがない。
しか し、確 かにこれはマ ンガ表現上 においても作者の ミスではあ ると思 うが、
その ミスで読者が困惑す ることはないのである。なぜな ら、マ ンガの線状線 と
して、 コマ ごとの繋 が りは読者 の想像 によ り形成 され るもので、敵 が絨毯 を引
き上 げた とい ったシー ンの展 開さえ読み取 れさえす れば、つなが りがおか しい
絵 でもマ ンガ としてその線状性 の機能 は成立す るか らであ る。富野 は絵 コン ト
とマ ンガの違いを以下 のように語 る。
マ ンガのよ うに読めるコンテは、その段階ですでに読む人の想像力が入
り込 めるまでのものを描いて しまってい る とい うことで、そんな コンテは、
コンテそのものが完成品に近いのです。そのよ うな ものには、映像作 品を
設計 してい くプランニ ング (こ の場合 は、動 きを想定 した展 開 とい うこと
にな ります )の 要素等 はふ くんでい ませんか ら、コンテではないのです
9° 。
津堅 の よ うにマ ンガ とアニ メの絵 コンテ との表現構造 が似 てい る ことか ら、
「動 くアニ メ」 で もマ ンガの コマに忠実 な アニ メ化 は可能 ではないか と思われ
がちだが、本来 の絵 コンテの役割 とマ ンガは全 くの別物 であ り、マ ンガの コマ
の絵 にそのまま現実的な動 きを与 えることは不可能なのである。
では、 どうすればマ ンガを「動 くアニ メ」 として アニ メ化で きるのであろ う
か。そ こで必要な こ とは、何 よ りもマ ンガの絵か ら離れ ることであろ う。富野
はマ ンガの絵 を映像 として採用す る際の注意 を以下 のよ うに述べ てい る。
映像 でつかわれ る絵 がマ ンガ絵 で も、動 きが ともな うために自動的
に演劇的な手法が前提 とな った表現が強制 されて しま うのです。です
から、演技は トメポーズの連続ではなくて、まず演技という動きがあ
って、そのなかからトメポーズにしてもいいような格好のいいポーズ
を発見す るよ うに心掛 け ることなのです 91。
手塚流 の アニ メのよ うに、マ ンガの絵 をそのまま編集 による映像 に変換 して
見せ るのでは く、マ ンガの絵 で も動 き として使 える絵 を取捨選択す るのであ る。
つ ま り、マ ンガの絵 か ら現実的な動 き と して想像 で きるコマを選択 して、その
絵が元 とな る動 きを作 つてか ら、 トメポー ズ として採用す るとい うことである。
また、マ ンガの 1コ マ における記号 としての動 きは、その動 きが示 してい る怒
りや悲 しみ とい った概念 を現実的な演技 に描 き直す ことも可能だろ う。しか し、
そのよ うなマ ンガにおけ る動 き として飛躍 したポー ズや記号 的な描写 を現実的
な動 き として変換 し直す ことは、原作 の改変 につなが り、原 作 の絵 やス トー リ
ー展開を忠実 に現実 の動 き として再現す ることはかな り無理 があ るよ うに思わ
れ る。現在 のマ ンガのアニ メ化 において、原作か らの東縛 が強い ことは間違い
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ない。マ ンガであ らか じめ強 力な印象 を植 え付 け られてい るフ アンは、原作 と
異な った点 があればす ぐに抗議 の対象 とす る。 また、著作権上 の問題 もあ り、
原作者 の希望 として も原作マ ンガの絵柄 を大 き く改変す るこ とは大変難 しいの
が現状 であ る。 この ことは、次章 か らの作品検証 において、大塚康生氏へ の取
材調査 を基 に深 く考察 してみたい。
2 『 鉄 腕 ア トム 』 検 証
ここからは、実際にマンガを原作 としたアニメ作品を分析することで、「動き」




テ レビアニメ とい う不可能 に思われた アニ メ制作 を可能 に した手塚 ではあ る
が、手塚 がいなけれ ば、そのよ うな 「動 き」 を排除 したアニ メが 日本 に誕生 し
なか ったか とい うとそれは間違いであろ う。1963年以前 にもテ レビアニ メは存
在 してお り、『 日本 アニ メーシ ョン映画史』によると、それ までにテ レビで放 映
されたアニ メは全 て アメ リカ製 の リミテ ッ ド技法で制作 されてお り、なかで も
好評 だったのは 1961年 6月 か らフジテ レビで放映された、ハ ンナ 0バーベ ラ 0
プロ制作の『強妻天 国』ぐThe Flintstones(1960年 )で あ つた とい う 92。 また、
津堅信之は、以下のよ うに当時のア トム誕生秘話 を詳細 に考察 してい る。
(1962年 1月 のテ レビアニ メについて)一週 間の放映本数 は、実 に五
十本 を超 えてい る。日本 のテ レビアニ メ環境 は、『鉄腕 ア トム』を境 にして
変わ つたのではな く、『ア トム』以前か らすでに「テ レビアニ メ洪水」の状
態 だ ったのだ。 しか も、 これ らのテ レビアニ メは、ほ とん どが極端な リミ
テ ッ ド・ アニ メー シ ョンの手法、つ ま りロパ クや、二～三枚 とい う非常 に
少 ない動画枚数 で歩行 した りす るな ど、今 日比べ る と『鉄腕 ア トム』第一
作 よ りも「手抜 き」 ではないか と思 われ る作品 も少 な くない
93。 ( )内
は筆者が加筆。
つ ま り、津堅 は『鉄腕 ア トム』が 日本 の動 かない アニ メを生 み出 し、 日本 の
アニ メの質 を低落 させた とい うことは、かな リー面的な見方だ ととらえてい る。
確 かに、テ レビアニ メでデ ィズニーや東 映動画長編 アニ メのよ うな質 のアニ メ
を提供す ることは不可能 であ り、『鉄腕 ア トム』がな くとも、いずれはそれに代
わ る「動 かない アニ メ」が出現 し、画期 的作品 としてアニ メ史 に刻 まれ ていた
であろ う。
では、手塚以前の アメ リカ製 アニ メ と『鉄腕 ア トム』の手法 は リミテ ッ ド技
法 とい う点 で共通す る部分があ った として も、手塚 は どのよ うな意 図を もって
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『鉄腕 ア トム』を誕生 させたのであろ うか。当時、テ レビ向けに輸入 されたア
メ リカの作 品 に対 して、手塚 は「 くだ らないギ ャクばか りで、 ロパ クで時間を
持 たせてい るか らつ ま らない」 と打 明けてい た とい う
94。 手塚 が これ らをつ ま
らない とい って『鉄腕 ア トム』が誕生 した経緯 を以下 のよ うに語 る。
第一作 に何 を取 り上 げるか、 これが また問題で、スタツフー同は、「日本
人 向けのナ ンセ ンスに、面 白い話 を加 えれば、大 衆受 けす る。子供か ら大
人 まで楽 しめ る作品か ら選 ボベ きだ」 な どと、富永 一郎 の『チ ンコロ姐 ち
ゃん』な ども候補 に上が った りした。結 局、“物語性 "を 重視 して手塚作品で
とい うことにな り、(中 略 )『鉄腕 ア トム』 の動画化がや つ と決定 した
95。
つ ま り、『鉄腕 ア トム』の誕生は、その物語性 を第一の 目的 とした ことにあ り、
リミテ ッ ド 0ア ニ メー シ ョンであろ うが フル・ アニ メー シ ョンであろ うがアニ
メの「動き」 とい う観点は重要 とされていなかった。それは、 ここか らマンガ





鉄腕 ア トム第三話 「火星探 険の巻」 (1963年 1月 15日 放送 )の原作 は、月
刊「少年」 1954年 4月 ～ 5月 号 に掲載 された「火星隊長 の巻」 であ る 96。 ス
トー リー としては、マ ンガの冒頭部分 のハイ ジャックシー ンの省 略や、 レンコ
ー ン大尉 の ロボ ッ ト軍隊が大型 のロボ ッ トタンクに変わ るな ど、細かな改変 は
み られ るが、ほぼ原作 マ ンガのス トー リー を忠実 に再現 した内容 であ る。
この作品 は、放 映開始第三話 とい うこ ともあ ってか、非常 に手塚 の省 力化 さ
れたアニ メ制作 の特徴 が顕者 に表 れてい る。登場人物 の動 きは、 ロパ クや腕や
日な どの体 の一部分 だけの動 きだけでな く、引 きセルでの人物 の移動 な ども多
く使われてい る。セ リフのあ るシー ンな どでは部分 的な変化 もな く、キ ャラ ク
ターが全 く動 かない完全な止 め絵 も多 く見 られ ることか ら「動 かない アニ メ」
の典型 的な例 だ と言 える。
では、具体 的 に原作マ ンガ と相対 したアニ メのシー ンを比較 してい くが、そ
の際マ ンガのペー ジ (図 13)と それに対応 したアニ メのシ ョッ ト分析 (図 14)
を同時 に参照 しなが ら進 めてい きたい。
まず、カ ッ トの継続 時間についてだが、マ ンガでは 11コ マで構成 されてい る
シー ンを、アニ メでは 17カ ッ トで 1分弱 のシー ンとな ってい る。これは平均 1
カッ ト 3秒の計算 とな り、止 め絵 の法則 とも合致 してい る。これ らのカ ッ トで、
最短のカ ッ トは 1秒以 内、最長 のカ ッ トで も 6秒以 内であ る。 このカ ッ トの継
続時間を決定す るのは、明 らか にセ リフの長 さであ り、セ リフのない カ ッ トは












No.6 とNo.7 の カ ッ ト は そ の繋が り
を分断していることになる。したが
って、鑑賞者は No .5から No .8まで
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No.6 とNo.7 の カ ッ ト は そ の繋が り
を分断していることになる。したが
って、鑑賞者は No .5から No .8まで
の約 1 5秒間の 4カットで 、ケチャッ
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も読み取れ る。つ ま り、その No.6の カ ッ トはあえてカ ツ トの繋が りを断つ こと
で 4つ のカ ッ トが飛躍 した連続性 を生み だ し、鑑賞者 の想像 を利用 したマ ンガ
と同様 の表現 なのであ る。その上、No。 6の カ ッ トにおけるケチ ヤップ大尉の絵
柄は No.15の カ ッ トで も使用されてお り、バ ンクシステムの典型例 であるが、
その ことを鑑賞者 に気づかれないためにも Noe6が フラ ッシ ュカ ツ トである必要
があったのである。
次 に、マ ンガ とアニ メのそれぞれに対応 したコマ とカ ッ トにおけ る構 図 と絵
柄の違いを見 てみ る と、マンガの コマ とはかけ離 れた絵柄の No。 12か ら No。 15
までのカ ッ トを除 き、人物 の空 間的な配 置 はほぼ同 じであ るが、構 図 と絵柄 の
違いは一 目瞭然であ る。その違 いは主 に二つ、画面 の情報量 とキ ヤラ クター の
大 きさであ る。画面 の情報量 とは、 どの くらい 1コ マの中にぎ つ しりと人物や
背景や小物 の絵が描 かれてい るか とい うことであ り、手塚 マ ンガではセ リフの
スペー スを排除 して も、空 自の部分 がない ぐらい色 々な情報量 が多い こ とが特
徴 であ る。 しか し、 アニ メの場合 、その背景 や人物 の数な どは極端 に省 略され
てい ることがわか る。 No.4、 6、 9、 18の カ ッ トな どは、背景 がぼやけてお り、
そのカ ッ ト画面 の情報 としては登場人物 だけにな る。それは先 に述べた とお り、
マ ンガにおい てコマが変わ って も同 じ空 間な らマ ンガのコマ ごとを繋 げ る線状
性 の要素 として背景 はその指標 とな るが、それ と同 じくカ ッ トが変わ るごとに
アニメに同 じ空間を描 こうとす る と、新 たな背景が必要 とな るため、余分な作
画労力がかか る。つ ま り、異な った背景 で もあえてぼやかす ことで、そ こに背
景 に対す る曖昧さ とい う共通性 が生 まれ る上、作画作業 の削減 にもなる。実際、
No4、 6、 9の カ ッ トは同 じ空間の中の同 じアングルなので、背景 としては全 く
同 じものでなければな らない、 しか し No。 4と No.9の カ ッ トは同 じものを使用
してい るが、No.6の カ ッ トは異 な った背景 を使用 してい る。何故 、 No。 6だ け
背景が異な ってい るかはわか らないが、その No。 6の カ ッ トの背景 自体 に違和感
はない。それは、前述 したよ うなフラ ッシ ュカ ッ トの効果 ともいえるが、背景
がぼやけてい るとい う知覚の弱 さによるものだろ う。
では、キ ャラクター の大 きさについては どうだろ うか。一見 してアニ メに描
かれてい るキ ャラクター の方が明 らかに大 きい とい うことがわか るだろ う。 こ
の傾 向も、手塚 アニ メの典型的な省力化 のアニ メ手法であ ると先 に述べてお く。
本論 の研究 にあた り、大塚氏への取材調査 の中で、「全身のキ ャラクターを動 か
す よ りも、半身 のキ ャラ クター を動 かす方が労力的 には るか に楽 です」 と語 っ
ていた。確 か に、人 間の体 はその構造上 、多 くの動作 は全身 が連動 して動 く。
初期 のデ ィズニー の アニ メー ターが、実写 フイルムで人 間の動 きを 1コ マずつ
研究 した際、「私 たちは驚 いた。動いてい る人物 は、想像以上 に体全体 を使 って
いた。胸 と尻 だけが うご くのではな く、全身 で引いた り、押 した り、伸 びた り、
突 き出 した りしていた」 97と 述べてい るよ うに、た とえ手を振 るな どの上半身
だけの動 きで も、必ず下半身 に も何かの連動 した変化 が生 じる。つ ま り、人物
の全身 をアニ メー トす る とい うことは、 それだけ作画作業 が増 える とい うこと
である。テ レビアニ メの絶対 的な法則 は、作画作業 を省 くとい うことであ るた
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め、バ ス トア ップや顔 の クロー スア ップな どの構 図でキ ヤラ クター を大 き く描
くことは当然の流れ であろ う。 また、キ ャラ クター を走 つた り歩い た りして移
動 させ る場合 、バ ス トシ ョッ トで足 を見 せず、引 きセル で撮影すれば、一枚 の
作画だけで も、最低限移動す るとい う想像 を鑑賞者 には与 えることができる。
ここで、一つ指摘 しなければな らない重要 な ことは、 クロー スア ップやバ ス
トシ ョッ トが、作画削減 だけではな く、結果 として ア トムのキ ャラ クター性 を
強 めることに繋が った。つ ま り、人物描写 の中で顔 とその表情 が もっとも重用
視 され る とい うことであ る。 この傾 向は現在 の 日本 の コンテ ンツ産業 を引 っ張
るマ ンガ とアニメの業界 では顕著 であ り、玩具や様 々な挿絵 な どの版権 を意識
す るため、続 々 と新 出す る作品 のほ とん どは、ス トー リーや作画能力 とい うよ
り、如何 に顔 を上手 に描 くか とい うことが大切 にされてい る現状 が指摘 できる
であろ う。 そのよ うな傾 向へ の転機 の一つ として、手塚作品の影響 は大 きか つ
たであろ う。
最後 に、『鉄腕 ア トム』において、手塚 はマ ンガの コマの動 きを どのよ うにア
ニ メのなか で描いてい るかを分析 したい。『鉄腕 ア トム』 は「動 かない アニ メ」
の起源 だ と本論 も含 め、多 くの文献 で もそのよ うな記述 は多 々見 られ る。 しか
し、 このシー ンのカ ッ ト分析 を見 る限 り、 17カ ッ トの うち、実 に 16カ ッ ト中
21箇 所 で何 らかの動 きがある。その うち、ズームや移動撮影な どのカメラ撮影
による変化が 5箇所、ロパ クが 4箇所、引 きセルが 2箇所 であ り、残 りの 10箇
所 に本作独 自の動画作業 が見 られ る。それ らの中でまず、注 目すべ きは No。 1と
No。9と No。 17の カ ッ トにみ られ る動 きであ る。これ らは、足 を直立 の姿勢 にす
る、あ るいは敬ネLす る とい った動 きは、マ ンガの 1と 6と 11番 目の コマに見
られ る動線 の動 きを表現 した ものである。マ ンガのなかで非常 によ く見 られ る
このよ うな動線 は、 マ ンガ表現 の記号 の一種 であ り、一瞬の動 きを表現 してい
る。次 に、マ ンガの 4番 目と 5番 目のコマに見 られ る汗の表現 は、焦 りや驚 き
を表す記号的描写 であ るが、No.4の カ ッ トでは、直立 の姿勢か ら倒れ込む とい
う一瞬の変化 で焦 りを表現 してい る。 この場面 に限 らず、前述 した直立 の姿勢
や敬ネLな どの腕 の動 きも、 どのよ うに動 くか とい うことではな く、 ただ腕 や足
や胴体が瞬間移動 したよ うに見 え る。それは『鉄腕 ア トム』が 3コ マ撮 りを基
調 としてい る といわれなが らも、実際に このよ うな瞬間の動 きは一切 中割 りを
置いていない。 コマ送 りで見 て も、下 にお ろ してい た手 が瞬間移動 したかの ご
とく頭 の とこまで上が り、非常 に機械 的な動 きであ るといえる。
また、マ ンガの 5番 目のコマに対応 してい る No.8の カ ッ トは、体が微妙に震
えてい るが、これはロパ ク と同様、数枚の動画 を何 回 も繰 り返 し使用 してい る。
例 えば、マ ンガにおい てよ くお茶 の水博士が怒 りを示す記号 として、手 を上 げ
てジャンプ してい る動線が描かれてい るが、 これが 同様 にアニ メでは同 じポー
ズで連続 してジャンプ してい る反復運動 とな ってい るのをよ く目にす るだろ う。
つ 幸 h 〆ねと、マ ノ`ギ的汗華相 ∩虐田でぁ る といえ る。そのよ うな典型 的な例
として、マ ンガの 11番 目のコマ と同 じく、No.17の カ ッ トは、驚い た表現 とし
て帽子 が飛 び上が る。 このよ うなマ ンガの記号的動 き としての変化 は、 1コ マ
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の現示性 の中の限 られた動 きであ るはずが、それを アニ メの中の動 き としてそ
のまま代用 した ことが、手塚独 自の省力化 アニ メの成立 を可能 に した最大 の要
因である。
3 『 ル バ ン 三 世 』 検 証
では、虫プロの「動 かない アニ メ」 に対 し東映動画流 の 「動 くアニ メ」 とい
う流派が、マ ンガをアニ メ化す る際 に、 どのよ うな方法が とられてい るかを考
察す るために、『ルバ ン三世』テ レビアニ メ・ フ アー ス トシーズ ンの作品を検証
す る。『ルバ ン三世』のテ レビシ リー ズは 1971年 、 1977年 、 1984年 の計 3
シ リー ズが放 映されてい るが、 ここでは 1971年 のテ レビアニ メ・ フ アース ト
シー ズンの作 品に限定す る。
3-1「 動 く ア ニ メ 」 の 流 派 に よ る テ レ ビ ア ニ メ
1963年 に『鉄腕 ア トム』が放映されてか ら、日本 のアニ メ業界は劇場用長編
アニ メに代わ って、子供 向けのテ レビアニ メにその主流が移 ってい った。『鉄腕
ア トム』 の ヒッ トを きっかけに、時間的、労働的、経営的 に過酷なテ レビアニ
メが普及す るのを可能 に したのは、 まさに雑誌マ ンガを原作 とした流れが出来
上 が った こ とによる。テ レビアニ メ制作 には、脚本 やキ ャラ クター設定 な ど、
一か ら全 てを作 り上 げ る時間的猶予 な どな く、雑誌 マ ンガを原 材料 として、 あ
とはアニ メ作品 として リメイ クす る とい った流れは、既 に この時期 に確立 して
いた といえる。手塚治虫原作 の『 ジャングル大帝 レオ』 (1965年 )や『 リボ ン
の騎士』(1967年 )、 横 山光輝原作 の『鉄人 28号 』(1963年 )や『魔 法使いサ
リー』(1966年 )な ど、その多 くは雑誌 マ ンガを原作 とした子供 に人気 のあ っ
た題材 が選 ばれてい た。
子供 向けの作品がテ レビアニ メを完全 に席巻す る中、『ルバ ン三世』は読売 テ
レビと東京 ムー ビー の制作で、1971年 10月 か ら放映がは じまった。「ルバ ン三
世」 は今 で も数年 に一度テ レビで新作が放送 され続 け、非常 に知名度 の高い作
品であ るが、当時のモ ンキー 0パ ンチによる原作 は、一部 の コアな フ ァンに こ
そ評価は高 か った ものの現在 の よ うな知名度 はまだな く、その転機 とな ったの
は同作がテ レビアニ メで放送 された ことであった。『鉄腕 ア トム』放送 開始か ら
8年 間の間に、約 120本 の新 たなテ レビアニ メシ リー ズが放映され、 124番 目
のテ レビシ リーズ とな った『ルバ ン三世』 は、二つ の大 きな意義 を もって制作
された。一つ は、大人 向けのアニ メ として制作 スター トした こと、 も う一つ は
そ こに東映動画で育 ち、動 くアニ メのノ ウハ ウを熟知 したアニ メー ター が集結
してい たことである。
『ルバ ン三世』の企 画 は、虫 プロの勝丼千賀雄 と杉丼儀三郎が東京 ムー ビー
株式会社 に持 ち込 ん だ ことか ら始 まった。 当時の雑誌マ ンガで流行 だった「劇
画調」 の絵 には線 の強弱があ るため、 アニ メ化 に適 していない とされていたた
め、『巨人 の星』と『ルバ ン三世』もその絵柄 が劇画調 で、しか も『ルバ ン三世』
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の場合 は性 的描写や暴 力的エ ピソー ドの多い 内容 だ つたため、特 に他社 もその
アニメ化 に二の足 を踏んでい た。そのよ うな状況をみて、東京 ムー ビー の社長
であ り『ルバ ン三世』のプロデ ューサーであ った藤 岡豊が、「その最難 関の二つ
をや ってや ろ う」 と決断 した こ とは、一種 の博打 であ つた と大塚 は取材調査 の
中で述べてい る。
モ ンキー・ パ ンチの原作マ ンガ「ルバ ン三世」
98は 主人公が女性好 きで大泥
棒 であ り、卑猥な表現 が多々見 られ るため、道徳 的見地 か らもルバ ンのアニ メ
化 に反対す る声 もあ った。 しか し、藤 岡は「 日本 の アニ メー シ ョンはガキ向け
ばか りだ。大人 向きを作 れな くて どうす る。(中 略)ガキ相手 の仕事 は捨 てて、
青年 の心 を揺 さボ る作品を作 るべ きだ」
99と い うよ うな発言 を繰 り返 し、制作
陣を意 図的 に挑発 しなが らテ レビアニ メの中で も新 しい境地 を開拓 したい意志
を表 してい た。そ こで、『ルバ ン三世』では「青年 アニメ」 とい うコンセプ トを
掲 げ、それ までの子供 向けアニ メよ り少 し上 の青年層 をダー ゲ ッ トに して作 ろ
うとい う方針 をも とに最初 の企 画が出来上が った。 そのよ うな制作陣の新 たな
試 み と期待 を裏切 り、「青年 アニ メ」 のコンセ プ トは完全 に裏 目にでて、『ルパ
ン三世』 の視聴率 は初 回か ら一桁台 のパーセ ンテー ジ しか記録せず、第 7話 か
ら演 出が大 隅正秋 か ら高畑勲 と宮崎駿 に変更 され る事態 を招 く結果 とな った。
しか し、現在 の 日本 アニ メは子供 だけでな く青年か ら中年層 にまで広 く愛 され
てお り、その世代別 のジャンル アニ メの先駆 け とな ったのはこの『ルバ ン三世』
であることは間違いない。
また、『ルバ ン三世』のもっ とも重要な意義 としては、東映動画でアニ メ制作
のノウハ ウを学んだスタッフが多 く参加 した ことである。その代表的な人物 は、
大塚康生、杉丼儀三郎、芝山勉 、小林治 であ つた。杉井以外 は、東 映動 画か ら
直 に、Aプ ロダクシ ョン 100に 入社。杉丼 は東映動画か ら虫 プロを経 由 して加 わ
つたが、東映動画時代 の動 かす技術 は健在であ った とい う。制作 開始 にあた り、
作画監督 の大塚 はキ ャラ クター も リアル に、小道具 の時計や銃、 自動車 か ら飛
行機 まで、全 て本物 のよ うに精巧 に描 くな どとい った企画書 を制作 した。それ
と平行 して、モ ンキー・ パ ンチの原作か ら格好いい ポーズを抜 き出 してサ ンプ
ル集 を作 り、原画 ス タ ッフに以下 のよ うにルバ ンの描 き方 の方針 を説明 してい
った。
ルバ ンは何 も しな くて も、怪盗ルバ ンの孫 だ とい うことで、たえず
銭形 に追 われ るが、それをスマー トにかわ してい きます。泥棒 ですが、
結果 としては泥棒行為は必ず失敗す る。お行儀 も悪 く、グデー ッとし
て、ま ともに座 らない、ま ともに立 たない、そ う考 えて ください。立
つ ときも必ず重心を片方 の足 にかけ、肩 の力を抜いて ください。超 ガ




らかにルバ ンの動作 に関す る基本要素 であ り「演技」 としての基準 とな る。『鉄
腕 ア トム』 のよ うに、全キ ャラ クター に共通す る記 号化 された動 きや、止 め絵
や、引 きセル、カ ッ ト割 りで動 きが表現 され るアニ メには この よ うな指示 は必
要 とされない。つ ま り、ルバ ン特有 の動 か し方の設定 であ り、東 映動画 の「動
かす アニメ」 としての前提がはつき りと表れた伝達事項 であるとい え る。
ここで、 も う一つ重要 な ことは、最後 の「超 ガニ股 は少 し控 えめに します。」
とい う指示 である。 これは、原 作 の絵柄 を改変す る ことを意 味 してい るが、現
在 のアニ メにおい て、 このよ うな原作 の絵柄、特 にキ ャラ クター の顔 の描 き方
を改変す る ことは大変困難な ことである。マ ンガを原作 としたアニ メが完全 に
定着 した現在 の 日本 において、マ ンガを読んで知 ってい るか らアニ メも見 る と
い う視聴者 が圧倒 的 に多 く、マ ンガのキ ャラクター とアニ メのキ ャラクターが
異 なれば、す ぐに抗議や苦情 が殺到す る傾 向がある。そのため、キ ャラ クター
の改変 は視聴者以前 にテ レビ局が厳重 にチ ェックを行い、それを許 さない シス
テムが確立 してい る とい う 102。 また、原作者 自身 もキ ャラ クター の改変 は望
まない傾 向が強 く、原作者 の権利 の面か らもその ことは難 しい とい える。その
よ うな中で も、殊 に顔 の改変 は厳禁 とされてい ることが 日本 アニ メの現状 を形
作 る要 因で もある。
しか し、東映動画 では「動 き」に関 して、または、「演技」上 の矛盾 した事柄
については、例 えキ ャラクター の格好や顔 の描写 であ つて も改変 して現実的 に
見せ ることを第一 としていた。『ルバ ン三世』においてそのよ うな改変が許 され
たのは、大塚 が原作 の絵 を解析 してモ ンキー・ バ ンチ と描 きやすい よ うに書 き
直す作業 を行 うことで納得 して も らった ことが大 きい。 また、 当時はそ こまで
社会的 に原作 とアニ メのキ ャラ クター に関す る世論 か らの制限が緩 か つた こと
もある。 このよ うに『ルバ ン三世』 は、テ レビアニ メは子供 向けだ とい う垣根
を取払 った ことと、動 かす ことに主眼をおい て原作 を大幅 に改変 しなが らマ ン
ガのアニメーシ ョン化 がお こなわれた貴重 な作品である。
3-2 「狼は狼を呼ぶ」検証
では、具体的に『ルバ ン三世』 の作品 を検証 してみたい。第 7話 「狼 は狼 を
呼ボ」(1971年 12月 5日 放送 )の ス トー リー は、マ ンガでは第 41話「砕 く」、
第 42話 「免許皆伝」、第 43話 「殺 しのない 日」 に対応 したものだが、『鉄腕 ア
トム』 のよ うに、それぞれの原 作 のス トー リー に忠実 に従 った ものではない。
大 きな流れ としては、第 42話 でルバ ンが示刀流極意書全巻 1° 3を 奪い にい くス
トー リーをベース とし、アニ メ冒頭 の修行 のシー ンはマ ンガの第 41話か ら、最
後の五 ェ門 との決闘のシー ンは第 43話 か ら抽 出 した形 を とってい る。それ らの
エ ピソー ドを繋 ぐス トー リー展 開や、原 作 を参考 としたシー ンまで も、 その大
半が新 たに創作 され てお り、原作 の内容 か らはかけ離れた もの とな ってい る。
つま り、『ルバ ン三世』はス トー リー構成や 1シ ー ンの展開におい ても、原作 と
の関係 はアイデアを抽 出す るのみで とて も希薄 な ものであ る。 また、 この こと
は、第 7話 「狼 は狼を呼ぶ」 に限 ったことではな く、他の話 で も原作 を忠実 に
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再現す る姿勢 は見 られず、原作 自体を参考 に しない でオ リジナルのス トー リー
だけで制作 された話 も全体 の半数近 くを 占める。 これは、途 中か ら演 出が大 隅
正秋か ら高畑勲 と宮崎駿 に変更 された こともあ るか も しれないが、先 に述べ た
よ うに原作 の大人 向けの内容 自体 に、テ レビアニ メ としての放送倫理がひつか
かった ことが第一の理 由 と考 え られる。
また、 アニ メでは この第 7話 以降、次元 と五 ェ門 と不 二子 は、不 二子 の裏切
りはもちろんの ことではあるが、一応ルバ ンの仲間であ る とい う設定 は確立 さ
れ る。 しか し、原作 ではい くら話 を重ね て も、五 ェ門や不二子 は敵か味方 であ
るか とい う明確な設定がなされ てお らず、 アニメの中では絶対 的な味方 の次元
でさえ、ルバ ンの敵 とな るもあ る。 この よ うなキ ャラ クター設定 の面 か も、原
作 のス トー リー を忠実 に再現す ることは、何 の説明や理 由 もな く物語上 の矛盾
が生 まれ る ことに繋 が り、東 映動画流 の物語づ くりとして新 たなス トー リーヘ
の改変は当然の流れだ った と思われる。
このよ うな原作か らかけ離 れ たアニメ化 とい う点 におい て、 コマ ごとの絵柄
自体 にも大 きな改変 が加 え られ てい る。 これは原作 の絵柄が とて も特徴 的であ
った ことが大 きい。モ ンキー・ パ ンチの描 くルバ ンは、スナ ップの利い た気取
った手付 き、座 っていて も立 っていて も常 に くの字 に曲が ってい る足や、線 の
よ うに細い四肢な ど、 とて も個性的なポーズ と身体描写 が 目立つ。 これ らに加
え、 アメ リカ人 を街彿 させ る割 れたアゴや体毛 の濃 さ、 ズボ ン丈 の短 さな ど、
その 日本人離れ した風貌 は、モ ンキー ◆バ ンチがアメ リカの「マ ッ ド・ マガジ
ン」 のモー ト 。ドラ ッガーの絵柄 に強 く影響 を受 けた ことででき上 が った。そ
の結果、原 作 の一つ一つ のコマはその繋 が りよ りも、 まるで複合 イラス トレー
シ ョンのよ うにコマ ごとの絵柄 やムー ドを味わ うことを楽 しむマ ンガだ といえ
る。その点 か らも、マ ンガ家モ ンキー・ バ ンチに とつて、ルバ ンのキ ャラクタ
ー絵柄 の変更 は とて も大 きい問題 であっただろ う。
さ らには、 1コ マ の絵柄 だけでな くコマの繋が りにおいて も、そのままアニ
メーシ ョンで再現す ることは難 しか った とい う。大塚 は「制作 開始前 にマ ンガ
の中か ら格好 良いポー ズを抽 出す る際、 アニメー トで きない コマに ×印を付 け
てい った ら、大半 が使 えなか った」 と証言 してい る。 さ らには、 アニ メー ター
に とってルバ ン三世 のよ うなマ ンガでは珍 しい 8頭 身 で細身 のキ ャラクターは
非常 に動 か しに くい 印象があ る とい う。 それは、動 かすための動画が描 きに く
い とい うよ りは、画面 に対 してキ ャラクター の絵柄 の専有面積が少な くな り、
構 図的 に安心感がな く、寂 しい感 じを与 える恐 れがあ るためだ とい う
1° 4。
確
かに、原作 におい て大半 のコマ は横長 の コマが使用 されてお り、その中に窮屈
そ うに足 を曲げて収 まるルバ ンの絵柄が多い。それ はそれで一つ のコマ として
は安定感 のあ る絵 といえるが、 そのよ うな コマが連続す るつなが りを、現実的
な動 き として再現す るのは難 しか ったのである。
以上 のよ うな、原 作マ ンガか らかけ離 れたアニメ化 は、 まさ しく「動 くアニ
メ」 としての動 きを重視 した ことにあ り、『鉄腕 ア トム』のよ うなカ ッ ト割 りや
引 きセル で動 きを出す手法であれば、ルバ ン三世 のマ ンガであ って も原作 に忠
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実な コマの構 図でのアニ メ制作 も不可能 ではないであろ う。
では、原 作 か ら離 れ ることで可能 とな った『ルバ ン三世』 の動 きが如何 な る
ものか見てい きたい。第 7話「狼 は狼を呼ぶ」の冒頭 シー ンでは、ルバ ンが秘
伝書の伝授 を受 ける試験 のために戦いの練習を していて、居合 い切 りの訓練 中、
藁束 に刀が はま り弓|き 抜 こうとす る。ルバ ンは刀を引 き抜 くために片足 で藁東
を押 さえ、 それで も抜 けないので両足 で藁竹 に乗 り、全身 を伸縮 させて引 つ張
る身体 に加 え、頭 の反 りや表情 な どが運動 して 自然 な「動 き」 が作 られた コミ
カルな「演技」として描 かれてい る。このシー ン自体 は原作マ ンガの第 41話「砕
く」 の冒頭 に相 当す るが、 アニ メで描かれたカ ッ トの詳細な描写 はそ こにはな
く、東映動画流のオ リジナルの動 き といえる。わずか 4秒 間のカ ッ トであるが、
コマは 2コ マ撮 りと 3コ マ撮 りを併用 し、動画は合計 32枚描かれてい る。先 に
取 り上 げた『鉄腕 ア トム』のシー ンでは 同 じ 4秒 間のカ ッ トで も、キ ャラ クタ
ーの動画は 2枚 であ る。
ただ、このよ うな動 きを重視 した『ルバ ン三世』も、 3コ マ撮 りを基調 とし、
引 きセルや止 め絵 も多用 されてい ることが興味深い。 ここで重要なのは、 どこ
に枚数 を使 って動 かすか とい うことであ る。つ ま り、 3コ マ撮 りを基調 とし引
きセルや止 め絵 を使 うことが、絶対的にアニ メの質 を低下 させ る とい うわけで
はな く、「演技」を しなければいけない ところでちゃん と動 か してい るか とい う
ことが「動 くアニ メ」 と「動 かない アニ メ」 の最大 の違い であろ う。宮崎監督
の『ルバ ン三世  カ リオス トロの城』では、劇場版長編 アニ メで も 3コ マを基
調 としたアニ メであ るが、先 に取 り上 げたカーチ ェイスのシー ンや大 ジャンプ
のシー ンでは、 2コ マ撮 りと 1コ マ撮 りを巧妙 に組 み合 わせ て作 られてい る。
つ ま り、枚数 削減 を強い られ るテ レビアニ メにおい て も、十分 に動 きのあるア
ニメー シ ョンを作 ることは可能なのであ る。ただ、その際にほ とん どの場合 は、
原作マ ンガか ら大 幅な変更が必要 とな る ことが、マ ンガのアニ メーシ ョン化 に
おける最大 の問題なのである。
4 『 じ ゃ リン子 チ エ 』 検 証
これまで、マンガのアニメ化において、『鉄腕ア トム』のように原作を忠実に
再現するために動きを排除するか、もしくは『ルバ ン三世』のように原作を大
きく改変 して動きを新たに作 り出すかの二つの例を見てきた。そこで、 ここで
は最後にマンガの絵を忠実に採用 しなが ら、なおかつアニメ本来の「動き」ま
で十分に表現 しえた唯一無二 といっていいほどの成功例 として『じゃリン子チ
エ』を検証する。『じゃリン子チエ』は劇場版 とテ レビアニメ版があるが、ここ
では映画 とい う枠組みも含めて考察 したいので『劇場版  じゃリン子チエ』に
限定 して分析する。
4-1マ ン ガ の 忠 実 な ア ニ メ 化 に 成 功 した 稀 有 な 作 品
はるき悦巳による、原作マンガ「じゃリン子チエ」は 1978年 10月 に『マン
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ガアクシ ョン』 に読切短編マ ンガ として掲載 され る。 は るき本人 の予想 に反 し
て この作 品 が好評 を得 た ので翌 年 か ら本格 的 に連 載 が開始 され た。朝 日新 聞
(1980年 5月 26日 付夕刊)の文芸 時評 で丼上ひさ しが、同作品を絶賛 した こ
ともあ り、 さ らな る「チエ」人気 が高 ま る と、早速 、東宝、キテ ィ・ ミュー ジ
ック (現 ユニバーサル・ ミュー ジ ック)、 東京 ムー ビー の三社 によるアニ メ化 が
決定 した。 この時、東京 ムー ビー の藤 岡豊 が この作 品の監督 を高畑勲 に依頼 し
た ことが、結果 としてマ ンガの アニ メ化 におけ る希有 な成功 を もた らした とい
える。
高畑勲 の アニメ制作 の姿勢 は、原作 を尊重 し、そのオ リジナ リテ ィを徹底的
に再現す ることを心がけ る。前章で述べたよ うに、東映動画 のノ ウハ ウ として、
動 きを重視 してマ ンガをアニ メ化す る際、ほ とん どのマ ンガの場合、 ス トー リ
ーか ら 1コ マの細部 まで忠実 にアニ メ化 をす ることはほぼ不可能 な ことであ る。
しか し、後述す るが、は るき悦 巳の原作マ ンガは他 のマ ンガよ りも、 1シ ー ン
において実 に詳細な連続性を帯 びたコマ割 りにな ってい る。それは、『鉄腕 ア ト
ム』や『ルバ ン三世』 と異な り、 アニメ化 に とても適 してい るマ ンガ描写 であ
った。 当初 この企 画 は、宮崎駿 に演 出の話 が もた らされ、その演 出方法は「 こ
れは全部猫 の 日か ら見 た世界 に しよ う」 とい うものであ った
105。 それはそれ
で、興味深い演 出ではあ るが、何 よ り原 作 をそのままアニメ化 できる非常 に稀
な素材 とその要素 を汲取 った高畑 の演 出が この作品の運命 を決定づ けていた。
高畑 が演 出す るにあた り、作 画 の人選 も最新 の注意 が払 われた。 アニ メー タ
ー には作画す るうえでそれぞれ得手不得手 なジャンルやシー ンやキ ャラ クター
があ り、本作 では小 田部洋一 と大塚康生 の二人 の作 画監督 うち、小 田部 が主 に
チエ と母 の ヨシ江、大塚 がその他 の担 当にな った。 そ こには、単 にアニ メ本来
の動 き とい うだけでな く、マ ンガの絵 を如何 に して原作 のイ メー ジを損 なわず
に動かすか とい う意識 が うかがえる。
このよ うに、『 じゃ リン子チエ』は、他 のマ ンガ とは異な る詳細な コマ割 りが
特徴的なは るき悦 巳のマ ンガ絵 と、原作 のオ リジナ リテ ィを尊重す る高畑 の演
出に加 え、東映動画流 の「動 き」 を表現 す る作画陣 とい う三つの大 きな要素が
効果的 に絡 み合 うこ とで、原作 マ ンガを忠実 に再現 しなが らも、動 きのあるア
ニメ化が成功 した。
4-2 劇場版『 じゃリン子チエ』検証
では、マ ンガ版『 じゃ リン子 チエ』 の特性 として、先 に述べたよ うに詳細な
描写が挙 げ られ る。 ここでい う詳細な描写 とは、 1コ マの情報量 とい うよ り、
1シ ー ンにかけるコマ数 が多い とい うことである。多少 の差 はあ るものの、 こ
れまでに取 り上 げた『鉄腕 ア トム』や『ルバ ン三世 』のマ ンガでは、 アニ メ版
の約 1分間のシー ンに相 当す るコマ数 は、10コ マ程度 であるのに対 し、「チエ」
では平均 して 20コ マ以上 の コマ数 が使用 されてい る。 このよ うにコマ割 りが
多い とい うことは、マ ンガにおけるコマ ごとの飛躍 が小 さい とい うことにな る。
つ ま り、読者 の想像 に委ね られ たコマ ご との繋が りの部分 が減少 し、作 品の内
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容や詳細 なシー ン展 開に対す る普遍性が増す とい うことにも大 き く関係す るで
あろ う。具体例 (図 15)を 参照すれば、その ことがよ くわかる。
原作第二話 「テ ツが泣 く」 の ラ
ス トシー ンでは、警察 に連行 され
るテ ツが、 チエが悲 しんでい る と
勘違 いす る内容 を、 7コ マを使 っ
て描写 され てい る。通常 のマ ンガ
描写 としては、 3番 目、 4番 目、7
番 目の 3コ マだけで も、 このシー
ンの展 開だけな ら十分 に読者 の想
像を介 して理解す る ことがで きる。
しか し、7番 目と全 く同 じ構図の 5
番 目と 6番 目の コマを挿入す る こ
とで、 5番 目の コマ ではテ ツはチ
エの表情 に戸惑 う汗 が流れ てお り、
6番 目の コマではテ ツがチエの悲
しんでい る様子 に気づ き涙 が込上
げて くる とい った、テ ツの心情 の
変化 まで理解 出来 るよ う構成 され
てい る。 この よ うな詳細 な シー ン
描写はマ ンガ版『 じゃ リン子チエ』
の随所 にみ られ、その多 くは構 図
が同 じで もその中に描 かれ てい る
キ ャラ クター のポー ズが少 しずつ
異 な り、 それぞれのキ ャラ クター
が どの よ うに動いているか、 また どの よ うにその心情 に変化が起 こってい るが
明確 に読み取れ るよ うになってい る。
また、その ことに関連 して も う一つ、マ ンガ版『 じや リン子チエ』の特徴 的
な表現 は、 コマの大 きさ と形 と構 図が非常 に安定 してい る とい うことである。
コマの形 はほ とん ど正方形か長方形を使用 し、大 きさも 1ペー ジに 3～ 4段、
1段 に 2～ 3コ マ と、非常 に均整の とれ たコマ構成 である。 その上、構 図に関
しても、アングルは主 に水平 ア ングル と 45度 ほ どの俯轍ア ングルの 2種類 が使
用 され、なによ り、 コマに 占め るキ ャラ クターの大 きさ と専有面積 もほぼ一定
である。つ ま り、ア ングルを どち らかの視点 に統一すれば、一定 の場面 でキ ヤ
ラクターのポー ズや動 きのみが変化す るコマの構 図 とな ってい る。 この点 に関
して、大塚 は「ルバ ンと違 つて、それぞれの コマを少 し広げて統一す る と、 ほ
とん どの コマの絵 が使 えた」 106と 述べ てい るよ うに、 コマの構成の点か らも
マ ンガ版『 じゃ リン子チエ』は「動 くアニ メ」に適 した原作 であ つた とい える。
以上の よ うなアニ メ化 に適 した原作の特性があ りなが らも、 もちろんその コ
マ割 りをその まま連続 させ てい くだけでは動 きを取 り入れたアニ メ化 にはな ら
図 15:は るき悦 巳『 じや リン子 チエ』第 1






ない。 コマ ごとのキ ャラクター の変化 を どのよ うにマ ンガの印象 を損なわない
動 き として アニメ化 す るかが問題 であ り、原作 の雰 囲気 や印象 が アニメ作品の
中でも違和感な く伝 わ ることこそ、制作者 の最大 の苦労 と工夫 によつてなされ
た最 も賞賛すべ き技術 なのであ る。
『 じゃ リン子 チエ』は、ス トー リーの展 開を重要視す る『鉄腕 ア トム』 の SF
スペ クタル や『ルバ ン三世』の アクシ ョンジャンル と異な り、大阪を舞台 とす
るユニー クなキャラクターの 日常 とその心情を描い たマ ンガであ る。そのため、
ア トムの飛行 やルバ ンの格 闘な ど派手な動 き とは異 な り、 日々の何気 ない行動
や仕草 の 占め る割合 が圧倒的 に多い。そのよ うな「演技」 に関 して、大塚 は以
下 のよ うに語 る。
コップを手 に とって飲 むだけでも、い ろんな動 か しかたの解釈 があ りま
す。(中 略)飲 み手が女性 か男性か、労働者かインテ リか、 どの くらいの年
齢 なのか、女性 だ つた ら左手 を添 えて飲 むのか と、 ま ともに考 えた らや っ
かい極 ま りないですか らね。そ うい う、お客 さんの批判力に耐 えない もの、
「そんなはずない よ」 と言 われがちな 日常的な しぐさが、実 はアニ メー シ
ョンでは一番難 しいんです
107。
このよ うな「演技 」 は、 うま くいけば誰 も気付 かないが、少 しで も現実的な
動 き と異 な る と、す ぐに違和感 を持 たれて しま う。 た とえば、チエが切 り盛 り
す るホルモ ン屋 で労働者風 の客 が コップ に並 々 とつ がれた酒 を飲 むシー ンがあ
る。その作画をチ ェックした大塚は、最初 にあるアニ メー ターが、 (コ ップを取
る )、 (コ ップを目まで持 ってい く)、 (飲 む)と 描い てきたが、それ に対 して、
そのよ うに コップを横 か らわ し掴 みす る とい うことはあ りえない として、その
アニ メー ター を居酒屋 に行 くよ う指示 した とい う。実 際 に描 かれ たシー ンは、
(酒 を こぼさない よ うに、そ っ と上か らつ まむ よ うにコップを持 ち上 げる )、 (コ
ップを持 った手 の手首 を回す )(そ れ と同時 に口が尖 り、迎 えにい く)1° 8と ぃ
うよ うに描 かれてい る。 もちろん、原作マ ンガにそ のよ うな描写 までは描 かれ
ていない。 そのよ うな注視 しな ければわか らない細部 の「演技」 に気付 くか気
付かないか とい うことが問題 ではな く、脇役 の小 さな「演技」 におい て も リア
リテ ィを積 み重ね てい くことで、マ ンガに描 かれてい る日常的な雰囲気 と世界
観 が、動 き とい う要素 によってさ らに現実味のあるもの として受 け取 られ るこ
とが大切 なのである。
また、原作 の雰囲気 を壊 さない工夫 として、上記 の よ うな 日常の 自然 な動 き
に加 え、原作特有 の動 きまで再現 されてい ることも大 きい。それは具体的 には、
チエの父・ テ ツの歩 き方 に最 もよ く表れ てい るだろ う。マ ンガの中で、テ ツは
膝 を曲げて歩 くのではな く、 まるで軍隊 の行進 のよ うに足 を伸 ば したまま前方
に出 して歩い てい る。大塚 によれば、「高畑 が この歩 き方を小 田部 に実験的に描
かせた際、そのまま使 えたので採用された」と証言 してい る
1° 9。 テツに加 え、
チエやお好み焼 き屋 のオ ッち ゃん、小鉄 とアン トニオ Jrの猫 の二足歩行 まで、
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それぞれ異 な った特有 の歩 き方 ではあるが、それ らも原作 のマ ンガの絵柄か ら
想像 され る通 りに、 また物語上 のシー ン展 開にそ つて巧妙 に描 き分 け られてい
る。では、その例 を具体的にシ ョッ ト分析 してみ よ う。映画 の クライマ ックス
で小鉄 とアン トニオ 」rの 決闘に向か うシー ンでは、先 に挙げた五人が列 をな し
て決戦 の地 とな る墓場へ と向か う (図 16、 図 17)。
画面左か ら一列で行進す る、小鉄、 アン トニオ Jr.、 オ ッち ゃん、チエ、テ ツ
が描かれ る。テツ以外 の 4名 は、 2コ マ原画計 12コ マの歩 き、テ ツだけは 2
コマ原画計 18コ マの歩 きであ る。すべてゆ つた りとした歩 きなが らも、3コ マ
撮 りではな く 2コ マ撮 りで撮影 されてい ることか ら、それぞれの歩 きの違いを
明確 にす る意 図が うかがえる。前か ら 3名 は、ほぼ同 じ歩 き方 だが、果 た し合
いを申 し込 まれた小鉄 に比べ て、 申 し込 んだアン トニオ Jr.の 手 の振 りが大 きい
ため、その感情的な高ボ リがわか る。オ ッち ゃんは、酔 っぱ らって我 を失 つて
い るうえにアン トニオ Jr.へ の思い入れが強いため とても意気揚 々 としてい る感
じが、普段 よ り足の挙 げ方 と歩幅が大 き く描かれてい ることで表現 されてい る。
チエは状況 が呑み込 めない まま事 の成 り行 きを不安視 してい るため、前三人 と
同 じ歩調 であ りなが らもその歩幅が小 さ く トボ トボ と歩 くよ うに描かれてい る。
最後 に、テ ツは この事件 の仕掛 人 ではあ るが、チエが加 わ った ことで本来 の威
勢が鳴 りを潜 めてい る。そのため、いつ ものよ うに 90° 角 の水平 まで足を跳ね
上げて闊歩す るのではな く、足 は 45度 ぐらいの跳ね上 げに抑 えてい る。 ただ、
それで も他 の 4人 に比べ るとまだ威圧的 に見 えるため、 中割 を増やす ことでそ
の歩調 を他 の 4人 よ り遅 くしてい ることで、テツの どこか気 がの らない心情 を
正確 に表 してい る。 はるき悦 巳の原作 の コマに照 らし合 わせ てみ る と、 その構
図か らシルエ ッ トで示 される 5人 の歩き とその心情 まで、見事 に再現 されてい
ることが分 か る。 ただ し、チエ だけはその歩調が原 作 と異 な って描 かれ てい る
よ うにも見 え るが、作品の内容 か らすれ ば原作 よ りも高畑 の演 出の方が正 しい
描写 といえ るだろ う。 このチエ の違い に こそ、高畑 の演 出力が表 れてい るよ う
に思われ る。
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図 1 6 :小鉄・アントニオ Jr.・オッちゃんショット分析(筆者作成) /キ ャ プチ ャ 画像/マ ン
ガコマ画像
図 1 7 :チエ・テツショット分析(筆者作成) /キ ャ プチ ャ 画像
この他 にも、チエが怒 ってジャンプ した り、顔 が極端 に大 き くな った りとい
ったマ ンガ的な動 きで も、それはそれ として、つ ま リマ ンガ世界 の中の リア リ
テ ィとして忠実 に再現 されてい る。 また、頭 を殴 った時 に星がでた り、恥ずか
しい時や怒 った時、酔 つぱ らった時に日の回 りに赤い斜線 がはい るな ど、手塚
マ ンガのよ うな記号 としての描写 もみ られ るが、『鉄腕 ア トム』のよ うに動 きの
省略 として頻繁 に使用 されるわけではな く、原作 のオ リジナ リテ ィに忠実 な高
畑の演 出 として意図的 に行 つてい るものである。 また、高畑 は美術 の山本二三
に、マ ンガの雰囲気 を残すために「あま リリアル に描 くな」 と指示 し、通常 の
アニメ背景 はポスター カラーを厚塗 りしてい く手法が とられ るが、『 じゃ リン子
チエ』 では薄 く水彩画風 のタ ッチで描かれた。 このよ うに原作マ ンガのオ リジ
ナ リテ ィを尊重 し、構 図やポー ズ、動 き、背景、か らマ ンガ的表現 まで、あ り
とあ らゆる側面か らマ ンガの要素 を忠実 に再現す ることが、 この作品の演 出の
基本姿勢 であ る。
しか し、一過性 のあ る映像作 品 として、 また、約 2時 間の劇場版 アニ メ とし
て、原作か らは変更 された点 も少 な くないが、そのほ とん どは とて も詳細 にマ
ンガ とアニ メを見比べない と、理解 できない レベル の ものであ る。例 えば、マ
ンガ とアニ メにおけ る同一シー ンで、人物 の立 ち位置が微妙に異な ってい た り、
カメラの向きが反対方 向か ら撮 られた構 図であ つた りとい つた具合 であ る。 そ
れ らは、前述 したよ うな原作 の水平 アングル とやや俯欧 アングル をアニ メの構
図 として どち らかに統一 した際 に、自然 に見 えるための レイアウ ト上の変更 や、
イマ ジナ リー ライ ンの法則 な どに従 うこ とで、あ くまで映像作品 として矛盾 の
ない よ うにす るための改変であ るといえる。
ただ し、誰が見 て もす ぐに気 づ くマ ンガ とアニ メの違いは部分的なス トー リ
ーの変更 にあ る。マ ンガでは第 20話 までのス トー リーの うち、約 13話 のス ト
ー リーが アニ メー シ ョン作品では採用 されてい る。 したが って、 ス トー リー の
変更 として、 これ らの断続 した話 を綺麗 に繋げ るための改変 であ り、別段取 り
上 げて考察 す る必要 のない ものがほ とん どである。 ただ し、その中でも非常 に
重要な意味を含 むス トー リー の変更 として、 3点 だけ言及 したい。
まず、本作 の冒頭 か ら原作 と明 らかに異 な ってい るのは小鉄 の導入 の仕方で
あ る。原作 では、小鉄 はチエ と母 の ヨシ江 が秘密 のデー ト中に立 ち寄 った「ぜ
んざい屋」 で もらうことにな る。その時、既 に小鉄 は 2本足 で立 ち両手 を組 ん
で、いかに も擬人化 された猫 のポー ズを とってい る。 しか し、 アニ メでは小鉄
は冒頭 にチエのホル モ ン屋 の前 を野 良猫 らしく 4足 歩行 で歩いてい るが、チエ
がホルモ ンをあげ る と前足 を人 間の手 の よ うに使 って食べ始 め る。 この違い に
関 して高畑 は次 のよ うに述べ てい る。
小鉄の出 し方に限 らず、ぼ くは不思議な ところを見せる場合、最初か ら




つ ま り、小鉄が 4足か ら 2足 で立 ち上 が る瞬間が、不思議 な世界 =ア ニ メの
世界へ の入 り日 とな るのであ る。その後 も、小鉄 は格 闘技 の練習 を した り、け
ん玉で遊 んだ り、猫 同士 ではあ るが 日本語 で会話 を し、最終的 には、 クライマ
ックスのアン トニオ Jreと の決闘に導 かれ るのであ る。 このマ ンガは、大阪の 日
常的な生活 を描いた 内容 ではあ るものの、それは現実 の世界 ではな く、 あ くま
でマ ンガの、そ してそれを原作 としたアニ メの世界 である とい う枠組 みで作 ら
れてい る。要す るに、 アニメの世界 の中で、マ ンガ的な表現 0マ ンガ的な動 き
としての リア リテ ィを感 じて も らうための作品設定 を してお り、その枠組 みを
提示す るために、冒頭 か ら小鉄 を登場 させ る必要があつたのであ る。
次 に、 アニ メ作品 の中でチエ とヨシ江 の秘密 のデー トの最 中、チエ と母 の ヨ
シ江が一緒 にボー トを こ ぐシー ンに注 目 したい。マ ンガでは、ボー トに乗 って
い るチエ と母が会話 に夢 中にな り、カ ップルの乗 ったボー トと何 回 もぶつか る。
最終的 には、そのカ ップル との喧嘩 にな り、チエがオールで男性 を殴 って しま
う展開が描 かれてい る。 しか し、それに相 当す るアニ メのシー ンでは、ボー ト
がボつか るシー ンは何 回 も描 かれてい るのに、その後 のカ ップル との喧嘩 のシ
ー ンは省かれてい る。 この改変 の重要なポイ ン トは ヨシ江 の存在 であ る。原作
第四話 「秘密 のデー ト」や第九話 「見 て しまったテ ツ」 では、 ヨシ江 との無邪
気 な会話 や、父親 であるテツの ことを呼 び捨 てにす ることを注意 されて も、 ど
こかはにかんだチエ の様子か らは明 らか に純粋な子供 としての一面 が垣 間み ら
れ る。つ ま り、チエ はいつ もテ ツの前では大人ぶ つてい る姿 を見せてい るが、
ヨシ江 の前 で見せ る一少女 としての姿が本 当の姿なのであ る。その ことを曖昧
に して、約 2時 間 とい う限 られ た時間の中で、普段 のチエ とテ ツ との ドタバ タ
喜劇 ばか りを忠実 に再現 しただけでは、マ ンガの中の隠された真実 まで観客 に
は伝 えることは出来 ない。それ と同様の演 出 として、原作 では家族 3人 で暮 ら
す予行演習 として行 った金 閣寺 のエ ピソー ドに代わ って、 アニ メでは遊 園地 に
行 くオ リジナルのエ ピソー ドが挿入 され てい ることが挙 げ られ る。 この ことに
関 して、藤津亮太 は以下 のよ うに考察 してい る。
遊 園地 のシー クエ ンスは、金 閣寺行 きのエ ピソー ドにあ る疑 間点 を逆手
に とつて、チエのキ ャラクター をよ り立体的 に描 くために挿入 されたエ ピ
ソー ドなのだ。大人顔負 けのチエは、 ともす る とスーパー小学生 とい った
類型 的キ ャラクター に陥 りがちだ。それ を避 け るためには、チエはあ くま
で も普通 の女 の子 で、たまたま環境 で大人 っぱ くな らぎ るをえなか っただ
け とい う部分を見せな くてはな らない lH。
このよ うに、原作 を改変す る とい う手法 を とりなが らも、 それはマ ンガの中
で普段 はは っき りとは見 えない チエの本 当の姿 まで も、一つ の作 品 として完璧
に移行す る ことを 目的 とした演 出である。マ ンガを忠実 に再現す ることとは、
絵柄や動 きだけでな く、作品の世界観 まで全 てを観客 に伝 えることが理想 的で
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ある。高畑演 出のアニ メ版『 じゃ リン子 チエ』はそ こまで原作 のオ リジナ リテ
ィを尊重 し、原作 マ ンガの全 ての要素 をアニ メ化す ることができた貴重 な作品
といえよ う。
本章 では これまで、「動 き」 とい う観点 を中心にマ ンガのアニ メ化 を考察 して
きた。マ ンガ とアニ メは、本来 それぞれ の異な った表現構造 をもってい る。マ
ンガの絵 を忠実 に採用 し、動 きを加 えることは、『 じゃ リン子チエ』のよ うな稀
な例 を除い て、ほぼ無理 のあ る作業 であ るこ とがわか った。一般 的 に、「動 き」
に重点 をおいてマ ンガをアニ メ化す るには、原作か らの しが らみか ら離れ るこ
とが必要 とな る。 しか し、マ ンガで既 に認知度 も、絶大 な るフ アンの敬愛 を も
獲得 してい る原作 を改変す るこ とは、世論 の面か らも、 また著作者 の権利 の面
か らも、 とて も困難 な現状 がみ て とれ る。つ ま り、それはマ ンガや アニ メの枠
組 みを超 えて、一つ の コンテ ンツ作品 としての、キ ャラクター性やオ リジナ リ
ティが最 も尊重 されなければな らない風潮があ ることは顕然 としてい る。
現在 アニ メ制作 の過程 に見 られ るキ ャラクター表 は、前、横、後 の直立 ポー
ズだけの簡 単 な ものが多い。様 々なポー ズを多角度 か ら描い たキ ヤラクター表
は、「動かない アニ メ」 において、その必要性がな くな ってきてい る。大塚氏へ
の取材調査 で、 アニ メ制作 の現場 におい て も、動 きを上手 に描 くよ りは、原作
の絵 を どれ だけ正確 に似せて描 けるか とい う技術が第一 に必要 とされてい る と
危惧 されてい た こともそのことを裏付 け る言葉 のよ うに感 じた。
その ことか ら予想 され る、 日本 アニ メが抱 えてい る最大 の問題点 は、 アニ メ
ー ターか ら演 出者 にいたるアニ メ制作者 が、アニ メの本質 であ る「絵 を動かす」、
さ らにはキ ャラクター に「演技」 をさせ る とい った技術 が必要 とされず、廃れ
てい って しま うことではないだ ろ うか。確 かに、 日本 のテ レビアニ メは「動 か
ない」 とい う独 自の表現構造 を持 ち、海外か らも注 目されてい る。 しか し、 日
本映画 の興行収入 を更新 し続 け るスタジオ ジブ リの作品が、 国内外 において支
持 されつづ けてい る ことか らは、絵が動 くとい うアニ メの本質 には絶大 な る魅
力が含 まれ てい るこ との表れだ と思 えてな らない。 やは り、 ここで再度、本来
のアニ メが如何な る表現構造 を有 してい るかを見極 め ることが必要 であ る と信
じてい る。
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第 4章  日本的な動 きの感覚
これ まで、 日本 アニ メを動 き とい う観 点か ら、そ の歴史的成立 の過程、その
方法論、そ してマ ンガ とい う他 ジャンル のメデ ィア との関係 をみてきた。 これ
らは、あ くまで動 きの描写 とい う視覚的な表現 に関す る考察 とい うスタンスを
とってきた。そ こか ら見 えた こ とは、 日本 のアニ メが如何 に海外 と異な り、独
自の表現 を確立 して きたか とい うことであ った。そ こで、本論 の終章 として、
本章 では これ まで見 てきた 日本 的な動 きの表現 の中で、 日本 的な感覚が根 ざす
要因を探 ることを意識 したい。
その導入 としては「動 かない アニ メ」 で手塚が音 を活用す ることで動 かない
絵 を動い てみせ る、正確 には動 いていない ことを気 づかせない演 出を意 図的 に
お こな った ことに注 目したい。 アニ メー シ ョンと音 との関係 は、 アニ メー シ ョ
ンに限 らず映画 と音 、 あ るいは映像 と音 とい つた視覚 と聴 覚 とい う二つ の感覚
の融合 であ り、 アニ メー シ ョンでその効果 を もっとも具体 的 に証明 したのが、
デ ィズニー の「シ リー 。シンフ ォニー 0シ リー ズ」 であ った。 この作 品群 は、
音声 に付属 す る映像 とい う形 で、 まさ し く音 と動 きの同調 を追求す る試 みであ
り、その結 果、音 や音楽 を主体 とした動 きのタイ ミングの調和 とい う高度な技
術 をデ ィズニー にもた らした。 このよ うな、動 きを重視 した音 の とらえ方 とは
違い、 日本 の「動 かない アニ メ」 におけ る音 の役割 は、音 の持つ力で動 きを代
用す る とい うもであ った。そ こには、 日本人 と欧米人 の音 の認識 の違いが表 出
してい る と思われ る。 この ことに関 して、高畑勲 は 日本 アニ メー シ ョン学会第
10回 大会の特別講演 で以下のよ うに日本特有 の言語体系 を解説 してい る。
日本語 は漢字 とい う“表意文字 "と ひ らがな 0カ タカナの“標音文字 "の 組 み
合わせです。 これはつ ま り“形 "と “響 き"で 、脳 の別 々の部分がそれぞれを認
識 してい るそ うですが、そ のよ うな言語 は世界 で も珍 しい そ うです。“形 "
と“響 き "⇒ “絵 "と “音声 "の 組 み合 わせが本質 的 に 日本語 にはあ り、絵巻物 な
どに見 られ る“絵 "と “音声"(文字 )の組 み合 わせは、 まさに現代 のマ ンガ 0
アニメに通 じるものではないか と監督 は考 えてい るそ うです
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つ ま り、 日本的な言語 や音 の感覚が、 マ ンガや アニ メ とい う表現 に浸透 して
い るとい う。 このよ うな音 に限 らず、 これ までみて きた 日本 アニ メの動 き とい
う観点 を、 もっと深 く根底 にあ る 日本的な感覚あ るい はそれ らに形成 され る要
因を抽 出す ることで、その本質 とその概念 的な指標 を示す ことにつなげたい。
1 日本 ア ニ メ の 動 き と音 の 問 題
これまで見てきたように、動 きの観点か らみた戦後の日本アニメーシ ョンに
おける二つの流派である、「動 くアニメ」 と「動かないアニメ」に関してそれ ら
の表現を主に視覚的な側面か ら考察 してきた。特に、「動かないアニメ」におけ
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る手塚 の考案 した作画作業 を減 らす ことで省 力化 されたアニ メ手法 の特徴 とし
て、カメラワー クや カ ッ ト割 りな どの画面 の変化 と、マ ンガ的表現 とい う記号
化 されたキ ャラクター の動 きをそのまま導入す ることで、鑑賞者の錯覚 や想像
を利用 し止 まってい る絵 に動 きの感覚を与 えてい ることが、現在 の 日本 アニ メ
の方法論 として大部分 を 占めてい る とい え る。その中で も、前章 で少 し触れた
が、手塚は「動かない アニ メ」の手法 に音 を活用す る意思を明確 に持 つていた。
今 日の 日本 アニメー シ ョン研究 におい て、動 きの問題は主 に視覚的な要素 と
して詳細な分析が幾度 とな く試 み られてはきたが、一方で視覚的な要素 に付随
す る聴 覚的な要素 とい う観点か らの分析 は見過 ごされていた とい える。つ ま り、
映像分野 において音 の問題は、元 々、音 は映像 に付 随 した二次的な要素 として
重要視 され ていない傾 向にあ る。 しか し、 日本 のアニ メ、特 に「動 かない アニ
メ」 におけ る音 の役割 は、視覚的な効果 を誘導す るもの として重視 され、音 に




今 日の 日本 アニ メの音 につい て、 もっ とも注 目すべ きは主題歌 0テ ーマソン
グであろ う。テ レビアニ メの場合、製作の第一歩はオー プニ ング映像を作 るこ
とか ら始 ま る。その映像 は、 アニ メ制作 のためのスポ ンサー探 しの際、作 品の
内容 を判断す る貴重 なサ ンプル とな るため、興行的な戦略 として とて も重要 な
役割 を担 ってい る。 そのオープニ ング映像 と同時に流れ るテーマ ソングは、時
としてその映像 よ りも重要 にな って くる。 まず、テーマソングは基本的 には作
品の世界観 を象徴す るものであ ると同時 に、強烈なイ ンパ ク トを残す宣伝材料
としての役割 が大 きい だろ う。作 品は見 た こともない しもちろん 内容 も知 らな
いが、テー マ ソングが耳 に残 ってい るためにそのアニ メの存在 が広 く知 れ渡 っ
てい ることも少な くない。その典 型的な例 として、『創聖 のアクエ リオ ン』 (河
森正治監督、2005年 )は 、2005年 4月 よ リテ レビ東京系列で、深夜 1時か ら
放送 開始 されたロボ ッ トアニ メ作品であ る。本作は放送 開始 当初か ら深夜枠 と
しては好調 な視聴 率 を記録 してい たが、 その存在 を爆発 的に広 めたのが 2007
年 に同作品がパチンコ台 で リリー スされ、そのテ レビ CMで 主題歌が流れた こ
とによる。また、テ レビアニ メに限 らず、「動 くアニメ」の象徴 とされ るスタジ
オ ジブ リの劇場長編 アニ メ作品 で も、すべ ての作品 のテーマ ソングが記録的な
大 ヒッ トを生み、近年 では作品 の映像 よ りも先 にテーマ ソングとその歌手が メ
デ ィアに発 表 され る ことで話題 とな ってい ることか らも、テーマ ソングは明 ら
かに興行戦 略 として一つ の重要 な素材 であ ることは間違いない だろ う。 このよ
うに、テー マ ソングは作品世界 の基調 とな るひ とつ の要素 であ る と同時 に、そ
の効果 は主 に作品内容 とは別の興行的宣伝力にあ るとい える。
では、音 と作品の内容 や動 きの表現 の関係 におい ては どうだろ うか。世界映
画史 において、初 の トーキー作品は 1927年 に公開された『ジャズ 0シ ンガー』
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ぐ劉■ Jazz 5加 gθく アラン・ クロスラン ド監督 )と されてい る。 しか し、『 ジャ
ズ 0シ ンガー』はヴ ァイタフォン形式 H3で ぁ ったため、純粋 なフ ィルム式 ト
ー キ ー 作 品 と して は 翌 年 に 公 開 さ れ た デ ィ ズ ニ ー の 『 蒸 気 船 ウ ィ リー 』
ぐ5よθa“ bθal励i肪θ(ウ オル ト 0デ ィズニー監督、 1928年 )が最初 とな る。 こ
のフィルム式 トーキー の開発 自体、 ウオル ト・ デ ィズニーが如何 に音 の魅力を
認識 していたかが うかがえるが、その ことは以後 1930年 代 のデ ィズニー作品
を象徴す るシ リー 0シ ンフォニー 0シ リーズでよ り具現化 され る。1929年 の『骸
骨の踊 り』ぐ動 θ Sttθゴθょθ■ ,a′εθ(′ ウオル ト・ ディズニー監督)か ら 1939年の
『みに くいあひるの子』ぐ動 θ」8■y Dυε女方Лメ
′
ジヤツク 0カ ッテ ィング監督 )ま
での計 75作品の同シ リーズは、映像 と音 との同調 とい う普遍的な問題 に挑戦 し
た短編作品群 であ る。 当時のデ ィズニー のアニ メー シ ョン技術がい くら最 高 レ
ベルであ っても、 ウォル トをは じめ音楽 に関 しては無知 なスタ ッフばか りであ
ったデ ィズニーが、新 たな挑戦 として 10年 をかけてその技術 を磨 き、内容的 に
も形式的 にも集大成 とな った作 品が『 フ アンタジア』ぐFaβょasゴ aく'ベ ン 0シ ャー
プステ ィー ン監督、 1940年 )で あ る。デ ィズニーは この作品で、それまで劇場
では 1つ のス ピーカー で音が流 されてい たのだが、「フ ァンタサ ウン ド」 と呼ば
れ る劇場 の前後左右 に 9つ のス ピー カー を配 した立体音響 の上映システムを開
発 したの も画期的であった。 ウォル トが このよ うな スタイルの作 品群、そ して
『フ アンタジア』を制作 した 目的は、以下 のよ うな想いか らであ った。
この音楽 には何 かがあ る。それは、 この音楽 を表 した映像 をみては じめ
て一般人 に理解 できるものだ。その とき人 は この音楽 の深みを感 じるだろ
う。私 たちの 目的は、『 トッカー タ とフーガ/二 短調』が理解できないがた
めに途 中で席 を立 った観客 の心 をつかむ ことだ。私 自身 がその よ うな観客
の 1人だ った。 だが、一度理解す るとこの曲が好 きにな った 114。
音 とい う実態 のない素材 によ る抽象的な芸術作品、特 にクラシ ック音楽 に表
現 され るもの、作 曲者や また演奏者がその中に込 めた物語や、心情や想 い、そ
して解釈 な どを、映像 とい う具現的な素材 を使 つて表現す ることは、シ リー・
シ ンフォニー・ シ リー ズがアニ メー シ ョン とい う枠組みを飛 び越 え、映像 の持
つ力を模索 した新 たな挑戦 であ った ことを意 味 してい る。 したが って、 アニ メ
ー シ ョン作 品 として既 に作 られ たス トー リー に合 う音楽 を探 して くるのではな
く、その音楽 にこめ られた内容 を主体 として、それ に合 わせ た物語、そ してシ
ー ン構成、そ して音楽 と同調 した動 きの創 出が求 め られた。
では、次 に音 と動 きの調和 とい う技術面 を具体的 に見 てい きたい。す でに、
デ ィズニー では 1920年代後半 に入 ると、第 2章で述べた、 自然な動 きを形成
す る法則論 としての「動 き」 とキ ャラクターの個性 や感情、そ して物語 やシー
ンの楽 しさを形成す る方法論 としての「演技」 とい うアニ メー ト技術 は確立 さ
れつつ合 った。 しか し、 これ らの技術 は、 この音楽 の同調 とい う新 しい試み に
よる新 たな訓練が加 わ ったことによって完成 された とい えるだろ う。それ まで、
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基本的 には原 画 2枚計 24コ マ 1秒 で人 間の 2歩の歩 き方が 自然に描 けていた
が、それ らは もちろん様 々な音声 トラ ックの リズム にも合 うことはほ とん ど無
か った。そ こで、新 たにバー 0シ ー トと呼ばれ るタイム 0シ ー トを制作 した。
バー 。シー トは楽譜 か ら、音符 や五線 を消 した、空 の長方形 の列 であ る。そ こ
に基調 とな る音楽 のテ ンポに合 わ して、 1拍が 8～ 16ほ どの適切な コマ数を計
算す る。当時の音楽 としては、 lJヽ 節に 2拍、3拍 、4拍 、6拍 ぐらいの リズム
しかなかったが、それでもコマ数 としては 16コ マか ら 96コ マほ どの違いがで
てきた。 この違いは タイ ミング とスペー シングの基 調 とな り、 したが つて どの
よ うな「演技」が適 してい るか を決める判断基準 とな る。つ ま り、歩 くのか走
るのか跳ぶ のか、そのス ピー ドや動作 の強弱 に合 わせ、セ リフや効果音 を どの
長 さで入れ るかを決 めてい ったのである。 このバー・ シー トは、作 曲者 とアニ
メー ターが 同時に並行 して作業 を行 う指標 とな り、 またそれ まで数秒 のアクシ
ョンしか記 せなか ったタイム 0シ ー トとは違い、一連 のま とまった動 きを一望
できた ことも大 きな成果 であ つた。 この方法 によ り、 まずは音 に合 わせ た動 き
の同調 の方法が見い だされたが、初期 のシ リー 0シ ンフオニー 0シ リー ズを見
て分か る とお り、それ らのアクシ ョンは単純 で音楽 の リズムに合 わせやすい ダ
ンスのステ ップや走 りだけに限定 されていた。
しか し、 ウォル トは音楽、特 にクラシ ック音楽 が持つテーマや叙情性、そ し
て雰囲気 まで もが、映像 のアクシ ョンや シー ン、そ して物語 にい たるまで同調
す ることを求 めた。 その壮大な構想 が『 フ アンタジア』であ った。そのため、
先 に音楽 を完全 に録 音 して、それに合 わせた動 きを制作す るプ レ・ スコア リン
グの方式 を定 めた。 その結果、基調 とな る音楽 が既存 の楽 曲 とな り、 フ リー・
テ ンポで一定 の拍 を保 てな くな り、バー 0シ ー トとは別 にグ レイ 0シ ー トとい
う新 たなチ ャー トを制作 した。 グレイ 。シー トは小説番号 を記入 し、監督 や ア
ニ メー ター に必要な アクセ ン ト等 の配置 と、 アクシ ョンと音楽 のメモな どを記
入 したいわゆる作業手順書 として活用 された。
この時点 か らアメ リカのアニ メではプ レスコ方式 が定着 し、一方 日本 のアニ
メでは東映動画の第 一作『 白蛇伝』か らアフター 。レコー ド方式 が採用 され、
現在 のほ とん どの作 品は同方式 で制作 されてい る
115。 現在 のアメ リカが主 に
ブ レス コを採用 してい るのは、 まず は このデ ィズニーの音 と動 きの同調 か ら始
まった ことだが、 アメ リカの英語 が、母音、子音、破裂音、 またそれ らの個 々
の発生 によ って日の形が様 々に変化す る言語形態 に も深 く関係 してい るよ うに
お もわれ る。 リチ ャー ド・ ウィ リアムズはそのよ うな英語 の言語的特徴 を踏 ま
えて、 リップシング と音声 の同期 を言及 してい る
116。 そ こでは、発音 に応 じ
て変化 の大 きい 国の形 を詳細 に動画 で描 きだす必要 はな く、 日の変化 の大 きい
ところ、あ るいはアクセ ン トを動画のタイ ミングのポイ ン トに置いて、全体的
な流れを作 ることが望 まれ る。 また、一般的には声 の抑揚 よ り、動画の タイ ミ
ングを 1コ マか 2コ マほ ど先 にす ることが好 まれ る とされてい る。そのよ うな、
前提 を踏 まえてプ レス コのための リップシ ング技術 を以下 のよ うにま とめてい
る。
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動 画 と音声がぴ つた り同期す る唯一の タイ ミングは、両者 が一致 してい
る ときであ る。理論上 は、声の抑揚 に動画 を正確 にあわせ るのが、100%完
璧 な リップシングだ。しか し実際に動画を描 くときに物事を左右す るのは、
良い動 きに見 えるか どうか である。 したが つて、 同時 または 1フ レー ム前
な どのタイ ミングが望 ま しい ときには、そ うしよ う。動画の方 を遅 くす る
ことは絶対 に避 け ること 117。
一方、 日本 におい ては このよ うな国の動 きは、第 2章 で見 たロパ クで描かれ
ることが、ほ とん どどのアニメにも共通 してい る。そのロパ クも、基本的 には 3
枚 の動画 による、非常 に簡単な ものであ る。その こ とに関 して、高畑勲 は 日本
アニ メーシ ョン学会 の特別講演 で以下 のよ うに語 つた。
「ロパ ク 3枚」 とい う日本 のアニ メ独特 の手法があ ります。 キ ャラ クタ
ーが話す ときの国の動 きを 3つ のパ ター ンの組 み合 わせで表す とい うもの
です が、 この単調 さは唇 に緊張 がない 日本 だか ら許 されてい る。 日本語 の
単調 さ ◆表現 の平坦 さがアフ レコに合 っていた。その ことが作 画主導 の安
上が りな制作費 につ なが り、声優 の吹替 え技術 の向上 もあい まって 日本独
特 のスタイルが確立 されてい きま した
118。
このよ うに、確 か に 日本語 を話す際の日の動 きは、英語 に比べ てその変化 は
小 さいか も しれない。 しか し、 ウィ リアムズが日の動 きを克 明 に描 き出す こと
よ りも、その言語的抑揚 と国の変化 のポイ ン トを抽 出す ることを重視 してい る
よ うに、 日本語 の間や会話 のテ ンシ ョンによって描 き分 け る必要 はあ るのでは
ないだろうか。高畑 も同講演 にて、「 日本語 の間を大切 にす るな らプ レスコの方
が本来 は正 しい」と補足 してい る。実際に『平成狸合戦 ぽんぽ こ』(高 畑勲監督、
1994年 )で 高畑 はプ レスコ方式 を採用 し、三代 目古今亭志ん朝や五代 目桂米朝
な ど名立 た る落語家達 を声優 に起用 して、 日本的な言語 とリップシ ングの同調
を試みた経 緯があ る。 この問題 については、 日本的な音 の感性 とい う視点 で後
に詳述す る ことに して、 日本 アニ メの場合 は大い に声優 の演技 による感情表現





上記 のや り取 りは手塚治虫が虫 プロダ クシ ョンを設立 し、テ レビアニ メに進
出す ることをスタッフに発案 した際の会話 である。「止 まってい る絵 をセ リフで
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ごまかす」 とい う表現 か らは、手塚 が実 際 にテ レビアニ メを制作す る以前 に、
既 に止 め絵 を使用す ることと、 それを音 声 によつてカバーす る考 えがあ つた こ
とを示 してい る。つ ま り、如何 に して絵 を動 かすか とい うよ りも、如何 に して
動いていない絵 を気付かせないか とい うことに、重点が置 かれていた といえる。
では、 ここでは 日本 のアニ メにおい て、特 に「動 かない アニ メ」 の視覚的な要
素 ではな く、聴覚的な要素を中心 に考察 してい く。
アニ メー シ ョンに限 らず、映画 の音 は BGM・ セ リフの音声 0効果音 の三種類
に別け られ る。 120ま ず、映画 において、BGMは しば しばシー ンやシー クエ ン
スのモチー フを規定 し、場面 の雰 囲気 を隠喩す るとい ったよ うに、その音響効
果 としての役割 は大変重要ではあ るが、『鉄腕 ア トム』では、特 に動 きに関連 し
た効果 とい う点 で意識 的 に使用 された例 は少な く、主 にシー クエ ンスの展 開時
に、幾分使用 されてい ることが大半 を占め ることか ら、 ここではセ リフ と効果
音 に限定 して考察 を進 め る。
まず、セ リフについてであ るが、「動 くアニ メ」 と「動 かない アニメ」の端的
な違いは、絵 が動 くか動 かない か とい うことに運動 して、絵 で物語 るかセ リフ
で物語 るか による違 いが指摘 で きる。具体的 に、登場人物 が何 か に気付 くとい
うシー ンを例 に とる と、『太陽の王子  ホル スの大 冒険』の冒頭 、狼 の集 団に追
われ るホル スは、不 意 に頭上 か ら襲 って くる狼 や突女口地面 か ら突 き出す岩男モ
ー グの足 に気付 く際、 まず 目線 が対象物 に向いて、何 かに気 付い た後 にハ ッと
して顔 が対象物 に向 くとい った、人 間の生理的な反応 を しっか りととらえて、
1カ ッ トのキ ャラクター の動作 のみで描かれてい る。 しか し、『鉄腕 ア トム』で
は第 5話 「スフィンクスの巻」 で半人半獣 のロボ ッ ト・ スフィンクスの登場 シ
ー ンに見 られ るように、まず、ア トムの クロースア ップの止 め絵 とともに、「お
や っ ?何か 聞 こえるぞ」 のセ リフが入 り、カ ッ トが変わ つて視線 の対象 のカ ッ
ト、その後 また同 じくクロー スア ップのア トムのカ ッ トに変わ る とともに、「な
んだろ う !?」 とい うセ リフがつ け られてい る。 このよ うに、『鉄腕 ア トム』 のセ
リフには、通常の 自然な会話 とは別 に、止 まってい る絵 の状況 を説明す る独 り
言 が多分 に含 まれてい る。すなわち、あ る種 のラジオ ドラマのよ うに聴 覚的な
情報 だけで物語 の展 開が把握 できるよ うになってい るのである。
また、 この ことに関連 したセ リフの効果的な役割 として、声優 の演技 が挙 げ
られ る。第 2話「フランケ ンの巻」 と第 4話 「ゲルニカの巻」 では、椅子 に座
り携帯 マイ クで話すお茶 の水博士 の全 く同 じ構 図の絵が使 われてい るが、その
際の博士 のセ リフ として前者 ではア トムに助 けを求 め、後者 ではア トムの判断
に任せ る とい った異 な った感情表現 がな されてい る。 このよ うな音声の使い方
に関連 して、デイヴィッ ド・ ボー ドウェルは『シベ リアか らの手紙』(『 レター・
フロム・ シベ リア』“Lettre de Sibё rie(ク リス・ マイケル監督)を引用 して以下
のよ うにその効果 を示 してい る。
音 によって、観客 による映像 の知覚や解釈 の仕方が活発 に形作 られ るこ
とが あ る。 ク リス 。マイケルは『 レター 0フ ロム・ シベ リア』 のあ るシー
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クエ ンスで、音 に、観客 の映像理解 を変 える力があ ることを実証 した。マ
イケルは同 じ撮影 フィル ムを 3回提示 してい る。その撮影 フィルムは、市
街 での車 の前 を通 り過 ぎるバスのシ ョッ トーつ と、街路 の舗装作業 をす る
労働者 の三つ のシ ョッ トか らな る。 しか し、 この撮影 フイルムにはそれぞ
れの回で、まった く異な るサ ウン ド 0ト ラ ックが伴 ってい る。(中 略)言葉
の違いが、映像が 同 じであ ることよ り強調 されてお り、観客 は、 このサ ウ
ン ド 0ト ラ ックのために、 同 じ映像 であ りなが ら、異な る解釈 をす るだろ
ぅ 121。
つ ま り、 セ リフの 内容や言い方 によ り同 じ映像 で もその印象 が異 な る効果 を
利用 し、 アニ メー シ ョンにおい て も身体 の演技 によ る感情表現 ではな く、声優
の発声演技 による感情表現が可能 であることを示 してい る。
次 に、セ リフによる動 きの表現 として最 も効果的なシー ンとして、第 9話「 ブ
ラ ックル ックスの巻」 の一場面 が挙 げ られ る。そのシー ンでは、 ア トム とロボ
ッ トの両親、お茶 の水博士の 4人 のカッ トが まばたきやロパ クな どの動 きも―
切な く完全な止 め絵 として 4秒 間続 き、その間にお母 さん とお茶の水博士の二
人 のセ リフか挿入 され る。 もちろんそのカ ッ トで音 声 を消 して映像 のみの情報
だけでは誰 が発言 してい るのか、 ま してや会話 さえ行 われてい るのかさえ曖昧
で、明確 な状況把握 は難 しい。その上、完全 に絵が動いていない ことが逆 に際
立 って しま う印象 まで うける。 しか し、そのシー ンにセ リフが加わ ると、 同 じ
カ ッ ト内で話者が母 か らお茶 の水博士 にかわ り、その内容 は危険な仕事 を任 さ
れたア トムヘの安否 について話 されてい る。その時、鑑賞者 の視点 は、母 か ら
博士 に、博士か らア トムに替 わ つてい くよ うに、画面 内をめ ま ぐる しく移動 し
てい るのだ。つ ま り、動 きのない 同 じカ ッ ト内でも話者 の交代 によ り視線 の変
化が誘導 され るため、音声を消 した ときよ りも、動 きの感覚が加わ ってい るの
である。 これ と同様 の効果 もまた、ボー ドウェルは 同 じく『 シベ リアか らの手
紙』の検証 を用いて以下 のよ うに解説 してい る。
映画の音 は、映像 に対す る観客 の注意 をきわ めて具体 的 に導 くことがで
きる。語 り手 が「血 のよ うな色 を したバ ス」 と描写すれば、観客 はおそ ら
く車 ではな くバ スを見 るだ ろ う。 フ レッ ド・ アステア とジンジャー 0ロ ジ
ャー ズが華麗なステ ップを鳴 らしていれ ば、観客 は、二人 の身体 に視線 を
向け、黙 って見 てい るナイ トクラブの客 には 目を向けない可能性が高い。
このよ うに、音 は、観客 を映像へ と導 き、見 るべ きものを指 し示す
122。
このよ うに、映画 では常識 ともい える音 による視線 の誘導 を、『 ア トム』では
一つの止 め絵 の中で使用す るこ とによ り、画面 よ りも観客 の反応か ら動 きの感
覚を導 き出 してい るのである。
次 に、効果音 について考察 したい。『鉄腕 ア トム』の画面構 図で非常 に特徴 的
だ とい えるのは、キ ャラクター のバス トシ ョッ トが多い ことであ る。それは、
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ア トムの愛 らしい顔 を強調す る ことでキ ャラクター性 を重視す る目的 も考 え ら
れ るが、 アニメではバス トシ ョッ トも作画作業 の省 略 に繋が る重要 な手法であ
る。人 間の体 は全身 が運動 して動 く仕組 み にな ってい るため、た とえ手 を振 る
な どの上半身 だけの動 きでも、必ず下半身 にも何か しらの動 きが伴 うこ とは何
度か述べ て きたが、つ ま りその ことは人物 の全身 を 自然 にアニ メー トす ること
は、半身 を描 くよ りも倍 の作画作業 が必要 とな るこ とを意 味す る。テ レビアニ
メの絶対的な法則 は、作画作業 を極 力省 略す ることであ り、バス トア ップや顔
の クロー スア ップな どの構 図で、キ ャラ クター を大 き く描 くことはその基本 と
な る。その よ うな半身 の構 図は、キ ャラ クターを移動 させ る場合 、動 きの多い
下半身 の作画作業 が不要 とな り、引 きセルや フォロー撮影すれば、一枚 の作画
だけで も、最低限移動す るとい う印象 を鑑賞者 には与 え ることができる。ただ、
その際キ ャラ クター の歩行や飛行 とい つた移動 の種類 を判断す る基準 としては、
まず視覚情報 のキ ャラ クター のポー ズ と背景 の二つ か らなされ る。 しか し、第
16話「白い惑星号 の巻」では、ア トムの顔 の クロー スアップだけの止 め絵があ
り、背景 も地上なのか空なのか曖昧な絵 が差 し込 まれてい る。 したが つて視覚
情報 だけでは歩いてい るのか飛行 してい るのか、あ るいは地上 で静止 してい る
のか とい う判 断がつ かない。 だが、そのシー ンに挿入 され る音声か らはは っき
りと、飛行 してい るのだ と理解 できるよ うにな ってい る。 このよ うに、バ ス ト
シ ョッ トや クロー ス ア ップの多い アニ メー シ ョンにおいて、決定的な動 きの判
断基準 とな るのは音 なのであ る。そのため、視聴者 の間で共通認識 されやすい
よ うに、 ア トムの足音 や飛行音 は非常 に特徴的な効果音が使 われてい る。 ア ト
ムの顔 だけの引 きセル、 あるい はフ レー ム外 にア トムがいて も、その足音 と飛
行音 だけで ア トムの動作 の種類 が判断で きるのであ る。すなわち、その効果音
はあ る特定 の行動 を共通認識化 させた記号 としての音 であ るとい えよ う。
また、 ア トムの足音 に限 らず、普遍的な理解が可能 な音 はすべて、動 きを判
断す る記号 として扱われ る。第 5話 「スフィンクスの巻」 の冒頭 シー ンでは、
ア トムがふ らふ らと歩いてい るシー ンの後、 ア トムが うつ伏せ にな ってい るカ
ッ トに切 り替わ る。視覚的な情報 だけではア トムの行動 は疲 れ果 てて寝 てい る
よ うに感 じるだろ う。 しか し、 そのシー ンの音声 は、 ア トムが歩いてい るカ ッ
トか らア トムが横 にな ってい るカ ッ トに変 る瞬間に、「 ドサ ッ |!」 とい う倒れ る
音声が挿入 されてい る。つ ま り、編集 による視覚的な変化 によつて、「倒れ る」
とい う動 きを認識 できたのではな く、完全 な音声のみによる動 きの規定 であ る。
一般的な映画作品、 また 日本 のアニメの中で も「動 くアニ メ」 は、実写 によ
る俳優 の演技 や作画 による視覚情報 だけで、キ ャラ クター の動 きや行動 を判断
できるものであるため、セ リフや効果音 な どの聴覚情報 は映像 に付随す る要素
であることが一般的な位置づけだ といえ る。 しか し、『鉄腕 ア トム』では物語や
シー ンを展 開す る情報 として、映像 と音 声 は同等、 ときには音声 に映像 が付属
す る要素 として扱 われてい る。確 かに、音声 に映像 が付属す る とい う意識 は、
先 に述べ たデ ィズニーの「シ リー 。シンフォニー・ シ リー ズ」 こそ、その先駆
け といえる ことだが、それはあ くまで音 や音楽 のもつ表現 を動 き と調和 させ る
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ことで具象化す ることが絶対的な 目的であ り、動 きの要素 を音 で代弁す る とい
った方法論 とは全 く違 う次元 の ことであ ることは明 らかだ。
1-3 日本文化における音の感性
これまで述べてきたよ うな音 の観点か らさ らに考察 を加 え る とすれば、 日本
文化 に内在 す る音 の感性、いわゆ る「語 り」 の文化 と「動 かない アニメ」 の形
式 には非常 に興味深い接点が浮 き彫 りとな って くる。
まず、その ことを示す典型的な例 として挙 げ られ るのは、戦前 に見 られ る 日
本独 自の映画館 の環境、すなわ ちサイ レン ト映画 と活動弁士 による映像 と音声
の関係 であ る。岩本憲 児 は戦前 の 日本映画 に関 して以下 のよ うに述べ てい る。
日本映画が視覚のみを突 出させなか った とい うよ り、サイ レン ト期 はむ
しろ聴覚イ メー ジに引 きず られた、 とい う歴史 的事実 は重要 だ ろ う。欧米
の映画が音楽伴奏 を残 しなが ら、物語 を視覚へ収飲 させ てい つたのに対 し
て、 日本映画 はむ しろ聴 覚 に付随す るかたちで画面 を見せてい たか らであ
る。すなわち、活弁 (活 動弁士)の存在 が 日本 映画の物語 に独特 の語 り口
を もた らしたのであ る 123。
1920年代 当時、既に ヨー ロッパ ではェィゼ ンシ ュテイ ンを筆頭 としたモ ンタ
ー ジュ理論 が実践 され る一方 で、 日本映画 では牧野省三作品を筆頭 に、モ ンタ
ー ジュとい う概念 自体 が欠けていた。つ ま り、映画的構成 とい うよ りも、演劇
をそのまま定点撮影 していた ことか ら、 1シー ン 01シ ョッ トとい つた空 間 と
時間は同時連続性 を有 したまま切 断され ることはなか った。そのよ うな変化 の
ない画面 を抑揚 のあ る物語展 開 として補 ってい たのが、活動弁士 の存在 であ っ
た。確 かに『鉄腕 ア トム』は、短時間のカ ッ ト継続 時間や視点 の移動な ど、モ
ンター ジュ原理が巧 み に導入 された映像 ではあ るが、短時間であ つてもカ ッ ト
内のキ ャラ クター の変化 は乏 しい。その動 きのない絵 を音声 で補 うとい う観点
自体 は、活動弁士の役割 と共通 してい る といえるであろ う。
手塚治虫 に関す る諸所 の記述 に、 アニ メー シ ョンにおけ る音 の使用法 と活動
弁士 の存在 を直接結 びつ けるものは確認 できていない。 しか し、 当時はサイ レ
ン ト映画か ら トーキー映画への移行期 であ つた小学生 の頃か ら、手塚 は母親 に
連 れ られてよ く映画 を見 に行 っていた こ とや、家庭 内でフラ ンスのパテー社製
の映写機 を持 つてい た ことか らも、サイ レン ト映画 と活動弁士 の映画形態 に接
点がなか った とも断言 できないであろ う。
また、サイ レン ト映画 に限 らず、手塚 は落語 との接点 も多数み られ る。まず、
手塚 は学生 時代、近所 に住む大 阪落語 の重鎮、桂春 団治 に声 を誉 め られ て、噺
家 にな る練 習を していた こと。次 に、立川談志は手塚マ ンガのセ リフを落語 的
だ と指摘 してい ること。 また、手塚 自身 、落語 の台本 を書い ていた田河水泡の
マ ンガ に影響 を うけた可能性 も示 唆 してい る
124。 本章 で、手塚作 品や現 代 の
テ レビアニ メの音声が落語的か とい う考察 までは補 えないが、先 の高畑勲 の『平
83
成狸合戦 ぽんぽ こ』 での試論 か らも、 日本 アニ メにおいて音 と動 きを考 え る上
で確かな こ ととしては落語 の他 にも日本 の古典芸能 におけ る「語 り」 の文化が
重要 である と指摘 できる。この ことは、「能や歌舞伎、人形浄瑠璃 な ども「語 り」
と並行 関係 にあ る視 覚的・ 身体的表現」 だ と岩本 も指摘 してい る
125。 っ ま り
手塚 に限 らず、その よ うな「語 り」 の文化 が内在す る 日本人 の音 の感性 は、制
作者 と鑑賞者 の間で共通 した感覚であつたのだろ う。その ことが「動 かない ア
ニ メ」 とい う日本独 自の新 たな アニ メ形態 を生み出す大 きな要 因の一つ であ つ
た と考 える。
しか し、 このよ うな 日本 の感性 とい う観点か ら「動かない アニ メ」 を考察す
る場合 、音 の要素 だけでな く、空間的 0時 間的な観 点や、余韻 や静寂 を基本 と
した文化形式 な ど、伝統芸能 にみ られ る国民性 と今 日の 日本 アニ メの動 きには、
い くらか疎通 させ ことのできる多 くの要素 が見 出せ るのではないか と考 える。
そ こで、本論 の締 め くくりとさ らな る展 開への導 き として、 日本 の「動 くアニ
メ」 と「動かない アニメ」、その どち らにも共通す る 日本的な感覚を抽 出 してみ
たい。
日本文化の本質と日本アニメの動き
漫画映画 にたいす る世界民衆 の支持 は、 ほ とん ど圧 倒的 と言 え る。 この
欲求 が漫画映画 の世界 的な発展 をもた らす ことは疑いない。そ して漫画映
画の世界的発展 は、各 国がその国固有 の題材 と技 法を用い て製作 し始 め る
ことであ る。 日本 の漫画映画は、 アメ リカ漫画 の よ うな独 自の芸術 にはま
だな っていない。 しか し過去 の 日本芸術 には独 自の性格 があ る。 それは 日
本の停滞的な社会が保存 してきた原始芸術 の性質 である。(中 略)も ちろん
過去 の 日本芸術 は後進社会 の芸術 として多 くのマイナ ス面 を持 ってい る。
しか しこれは、 日本漫画映画が、過去 の遺 産を必要 としない でいい こ とで
はない。好 む と好 まぬ とに関わ らず、 これ らの伝統芸術 は、 日本 漫画映画
の地盤 であ り、 これを無視 し、 これか らはなれて 日本漫画映画 の独 自な芸
術性 は生 まれて こない。他 の芸術 と同 じく、漫画映画 もまた これ らの遺産
の発展 であ る。 その うち何 を受 け継 ぎ、何 を発展 させ るか は別 として、 日
本 の過去 の芸術 が漫画映画 に極 めて近い性格 を もち、 さ らに漫画映画 に共
通す る手法す ら使 ってい た ことは、われわれのまず第一 に注 目すべ き点 で
ある と思 う 126。
これは、今村太平が 1941年 に発表 した『漫画映画論』の一節である。 この
論文 は、 日本 のアニ メー シ ョンが まだ十分 な発展 を遂 げていなか った頃 に、 日
本初 の本格 的なアニ メー シ ョン論 だ つた ことに留 ま らず、今 日のアニメーシ ョ
ン文化 の発 展 を予見 し、 また 日本 の伝統芸術 に根 ざ した方 向性 を支持 してい る
点 にも大い に感嘆され る。
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また、高畑勲 は『十二世紀 の アニ メー シ ョン ー 国宝絵巻物 にみ る映画的 0
アニメ的な るもの一 』で、日本 の言語体系か らな る独特 の文化 として「語 り絵」
とい う形態 をあげ、 中世 の絵巻物、江戸 時代 の浮世絵版画、そ して紙芝居やマ
ンガそ してアニ メを現代 の「語 り絵」 の系譜 としてい る
127。 その ことを実際
に、絵巻物 とアニ メー シ ョンの表現形式 を絡 めて実証 しよ うと試 み られてい る
が、絵巻物 とい う一つ の事例 と しては別 に して、そ こか ら見 えて くる 日本文化
の視覚記号 と聴覚記 号 のあい まい で多面 的な重層 とい う観点 は、今村 の 日本芸
術 とマ ンガ映画の関係性 の一つ の具体的な指標 とな りえ るのではないだろ うか。
では、その ことを本論 で取 り上 げてきた動 きの表現 に限定 して照 らし合 わせて
みたい。
2-1 「 動 く ア ニ メ 」 と「 動 か な い ア ニ メ 」 に 共 通 す る 感 覚
これまでみてきた よ うに、確 かに動 き とい う観点 か らみた 日本 の二つ の流派
には、その方法論 として大 きな隔た りが あ ることは明 白だが、 これ らとデ ィズ
ニー作品あ るいは他 の欧米 のアニ メー シ ョンを比べ てみて も、さ らな る大 きな
隔た りがあ ることも明 らか とな ってきた。反 して言 えば、 日本 と欧米 の隔た り
か ら浮 き彫 りとな る、 日本 の二つ の流派 に共通す る動 きの表現 に こそ、 日本 的
なアニ メー シ ョンの本質 が隠されてい るよ うに思われ る。
「動 くアニ メ」 の 日本的な動 きの表現 とは、現実 的な動 きを形成す る法則論
としての「動 き」 としては、デ ィズニー とも共通 してい たが、キ ャラ クター の
感情や個性 を表現す る方法論 としての「演技」に違いがみ られた。その違いは、
具体的 には過度 の流動感やオーバー・ ジェスチ ャー を排除 し、静的で抑制的な
動 きを基調 とした 日本的な所作 や動 きの感覚 に リア リテ ィを持 たせ るこ とであ
った。 しか し、その よ うな「演技」 を積 み重ねて表現 され る動 きは、 あ くまで
アニメ とい う非現実的な世界 の動 きであ る。大塚が 目指 した リア リテ ィとは「現
実 のい き うつ し」 ではな く「現実 を連想 させ る」動 か し方 と表 したよ うに、非
現実的な動 きを如何 に現実的 にみせ るか の基盤 として、そのよ うな 日本 的な感
覚 に基 づいた動 きのスタイル を模索 してきたのであろ う。
高畑 は これを「 リアル 0フ アンタジー」と称 し、「 リアル・フ アンタジー とは、
一見極 めて現実的な世界 を舞台 に現実的な物語 を展 開す るか にみえて、実 はそ
の中で現実 にはあ りえない ことを設定 し、それをあたか もあ りえたかの ごとく
リアル に感 じさせ るもの」 としてい る。 128言 い換 えれば、観客 の視点が、現
実 が否定 され る世界 か ら非現実 が肯定 され る世界へ移行す ることであ り、その
過程 には、如何 に人 の意識 にあ る観念的な動 きの法則 を捉 えて、それを効果的
に表現す るか とい うことが重要 にな って くる。
高畑 は「動 くアニ メ」 の基礎 を作 つた東映動画の人物演技 に関 して「劇画的
なある種 の表現主義 を とることが多 く、 それを含 め狙い としては常 に迫真 的な
ものを尊ぶ」 129と 述べ てい る。 これは、非現実な動 きを形成す るための動 き
の観念化 であ り、如何 に現実的な動 きの要素 を分解 し、その中のポイ ン トとな
る動 きの起点や タイ ミングに重点 をおい て描 くか とい うことで得 られ るのだろ
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う。現実的 に何 らか の方法で人 が飛 んでい る写真 よ りも、先 に取 り上 げた『ル
バ ン三世  カ リオス トロの城』 での大 ジャンプのよ うに、如何 にも人 が飛んで
い きそ うな助走 を描 いた絵 の方が、人が飛ボ とい う認識 は強 まることもある。
このよ うな人 間の想像 力・ 観念化 を利用 した動 きこそが、現実 と非現実、 リア
ル とフ アンタジー の間の橋渡 しであ り、 日本 におけ る「動 くアニ メ」 とデ ィズ
ニー との違 い、あ るいは 日本的な動 きの表現 の基礎 と言 えるのではない だろ う
か。
一方、「動かない」アニ メにもこの動 きの観念化 はよ り顕著 に表れてい るよ う
に思われ る。マ ンガ表現 による抽象化 され、デフオル メされた記号 としての動
きは、現実 の行動 としては有 り得 ない ものであるはずなのだが、それが違和感
な く受 け入 れ られた過程 には、高畑 のい う「語 り絵」 の系譜 としてのマ ンガ文
化 の浸透 と同時に、 日本人 の観念的な動 きの解釈 に特化 した素性 によるものだ
と思われ る。この ことは、60年代 も後半 に入 ると、マ ンガの世界 でいわゆる「劇
画」が全盛期 を迎 え、格好 のよいポー ズや絵柄 としての役割 が強 くな った こと
で、 アニ メにもその影響 が強 く表 れ るよ うにな った。つ ま り、意 図的 によ く出
来 た止 め絵 を見せ るアニ メが増 えた とい うことであ る。
『劇場版  あ したのジ ョー』 (福 田陽一郎監督  1980年 )に おいて、矢吹対
力石戦 の クライマ ックスでは、矢吹が突進 しクロスカ ウンター を返 されて、マ
ッ トに沈む までの 1分 間のシー ンが 30カ ッ トで構成 されてい る。その為、平均
のカ ッ ト継続 時間は 2秒、その うちキ ャラクターの動画が描 かれてい るカ ッ ト
が 11カ ッ ト、残 りは「止 め絵」「引 きセル」「部分的な動 き」の応用 である。 こ
こで見 られ る動 きの知覚 とは、動画 によ るキ ャラクター 自体 の動 き とい うよ り
も、 カ ッ ト割 やモ ンター ジュを駆使す る ことで、止 め絵 に描かれ た迫真 的な絵
柄 によって連想 させ られ るものであ る。 同様 の ことを富野 は「アニ メでは、 ど
うい う動 き (芝 居 )に な ってい るかを感 じさせ るよ うな、あ る レベルの作画が
できれ ば、 トメ絵 で も動 きを感 じさせて くれ ることができるものです」 130と
述べてい る。 この こ とが意味す るのは、一連 の 自然 な動 きの象徴的部分 の抽 出
であ り、 あ る程度 のテ ンポ とリズムで見 せ ることで、動 きの感覚 を生 み だす と
い うことであ る。 ただそ こには、大 きな落 とし穴 が あ り、富野 は「一生懸命 に
描いた絵 だか ら、長 く見せ る。恰好 の良い トメ絵 をつ くりたい (見 せ たい)か
ら トメ絵 に して、長 く見せ る。 アングル、 レイアウ ト (フ レー ミング)が気 に
い ったか ら長 く見せ る」 131と ぃ った作家 がい ることを危惧 してい るよ うに、
矢吹や力石 の動 きに動線 が付 き、 クロスカ ウンター では、二人 の動 きが止 まっ
てい るにもかかわ らず汗 が上下左右 に流れ る とい った表現 がでて くるのであ る。
この ことは「動 くアニ メ」 に見 られた、現実 を連想 す るための観念化 された動
きの抽 出をよ り象徴的 に肥大化 した表現 である とい えよ う。
2-2 観 念 化 と 日本 文 化
このように、ディズニーがあ くまで現実の動きを誇張 し過度の流動観や躍動
感を表現するのに対 し、一見全 く異なった表現 と見える日本の「動 くアニメJ
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と「動 かない アニ メ」 の二つの流派 は、現実的な動 きを観念 的な動 き として抽
象 し洗練す る とい う点 で、 同 じ地盤か ら形成 されてい るともい える。 この点 に
おいて、 日本 のアニ メは殊 に特徴的だ と言 える。では最後 に、そのよ うな 日本
のアニ メに見 られ る観念化 とい う動 きの表現 が、他 の 日本 の文化や感性 に共通
す るものである とい う点 に少 し考察 を加 えたい。
「映画技 法 は一― 何 よ りもモ ンター ジ ュであ る」 と説いたエイゼ ンシ ュテイ
ンが、日本 の形象的文化 こそモ ンター ジ ュ原理 の本領であ るとしてい ることは、
有名な話であ る
132。 _般 的 に「形象」 とは、「人 間によつて知覚された事物 の
像、 また観念 な どの具現化 された像」
133と ぁ るよ うに、エイゼ ンシ ュテイ ン
は漢字や俳句 に、単一の記号 やイ メー ジが衝突 し、 あ るい は融合す ることで概
念的な思考 への移行 をみてい る。 また、写楽 の描 く人物 の顔 については、ユ リ
ウス 0ク ル トの引用 を用いて「個 々に と りあげ られ た各 デ ィテイルは、最 も凝
縮 された 自然主義 の諸原則の上 に組 み立 て られてい る。 しか し、そ うしたデ ィ
テイルが全体的な構 図のなかで対比 され る ときには、純粋 に意 味の繋が りにだ
け したが ってい る」 134と 示 してい る。つ ま り、あ る事物 の平凡 で重要性 のな
い ものや個人 の感性 に留 ま らない ものは省略され削 り取 られてい き、その過程
で残 った もっ とも印象的な部分 が作者 の個性 に濾過 され、 さ らには歪 め られた
ものを、再度心理的 あるいは意 味的な関係 において繋 ぎあわせ ることで新 たな
概念へ と変換す る。 そのよ うな、分解 と再構築 による観念化 は、今村太 平 もま
た『漫画映画論』において同様 の見解 を示 してい る。歌舞伎『菅原伝授手習鑑』
で中村吉右衛 門の源蔵が驚愕す るシー ンに関 して、今村 は以下 のよ うに述べ て
い る。
それは、長い無言劇 で、 また一種 の舞踏劇 であ る。吉右衛 門の源蔵 は、
声 を一言 も発 せず、 日だけ開い て、つ ばを呑み、舞台 の空 間を手 さ ぐりす
るよ うに、 または泳 ぐよ うによろめき歩 く。 もち ろん人 の驚 愕や狼狽 は こ
んな に長 くかか るものではない。 これは、 その心理的な深 さを、行動 に翻
訳 して引 き伸 してみせ たものである。 ち ょうど激 しい運動 の一瞬 を、高速
度キ ャメラが きわめて緩慢 に とらえるよ うに、「あ っ」 とい う心理的打撃 の
分解 であ る 135。
いわゆ る歌舞伎 の演技 に関す る一般的な解説 であ るが、 このよ うな有機 的な
生 きた動 き方 を機械 的な動 き方ヘー歩変質 させ ること、つ ま りは 自然的な動 き
の否定が 日本 の伝統 的な芸能 の重要 な要素 である。 この ことか ら表 出す る日本
的な動 きの感覚 とは、現実 その ものの リア リテ ィを好むのではな く、その もの
がそれ らし く感 じとられ る感覚、言い換 えれば非現実的表現 か ら現実的な もの
を想像 させ る迫真性 であ る。エイゼ ンシ ュテイ ンや今村 は、 このよ うな 日本文
化 の特徴 をモ ンター ジ ュ理論 に重ね あわせてい るが、先 に述べ た 日本 の アニ メ
ー シ ョンにおける動 きの観念化 にも疎通 させ ることができるのではない だろ う
か。前述 したよ うに、キ ャラクター の 自然界 の法則 に従 った動 きの基礎 を とら
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えつつ、それを観念 的 に組 み合 わせ ることでよ り象徴 的な動 きへ と昇華 させ る
とい った、 日本 のアニ メにおけ る動 きの描写 は、 日本 の伝統文化 に垣 間み られ
る写実的あ るいは現実的な るものを変容 す る過程 と同 じ概念 で行 われてい る。
言い換 えれば、ルバ ンの大 ジャンプや ジ ョーの クロスカウンター は、走 つて飛
ぶ 。拳 を繰 り出す とい う現実的な法則論 としての「動 き」 を地盤 として、その




本論 は、 日本 のアニ メを動 きの観点か ら振 り返 る ことで、 日本的な動 きの表
現が如何な るものかを考察 してきた。
第 1章 「戦前か ら戦後 におけ るアニメのスタイル の変遷 ―東 映動画 を中心
に一」 では、歴史的な観点か ら日本 のアニ メー シ ョン史 を再考察 した。特 に 日
本映画史 において も、 また 日本 アニ メー シ ョン史 において も、敬遠 され る傾 向
にある戦前 のアニ メ作品 に着 日 し、その当時の技術 や表現 スタイルが どのよ う
に戦後 に引 き継 がれ たのかを分析す ることで、 日本 アニ メの本質 的なスター ト
とされ る東 映動画 の真価 を考察 した。 まず、戦前の 日本 のアニ メは、海外 アニ
メの人気 と個人主義 的な制作体勢 とい う二つ の大 きな問題 によ りその発 展 は遅
れてい たため、高価 なセルな どを使 つた先進的な制作手法 ではな く、切 り紙 ア
ニ メの技術 に独 自の発達 をみせ てい た。 しか し、その発達 もデ ィズニー を筆頭
に した海外 の高品質 な作 品に追従的な ものであ り、1940年代 に制作 された政 岡
憲 三の『 くも とち ゅ うりっぶ』 や瀬尾光世 の『海 の神兵』は世界 に匹敵す る作
品 と呼ばれなが らも、そのスタイルはデ ィズニーの影響 を強 く受 けた ものだっ
た。 しか し、戦後 の 日本 アニ メの象徴 とされ、 また 日本 アニ メの本質 的なスタ
ー トとされ る東映動 画は、デ ィズニーのスタイルか ら離 れ、 日本的な動 きの表
現や独 自の制作体勢 を確立 した ことに最 大 の価値がおかれ る。 その背景 には戦
後 とい う混沌 とした時代背景 の中で、戦後左翼思想 や集 団意識 とい う当時の思
想性が、東 映動画の制作環境 に も反映され、良い意 味で激 しい議論 が交 わされ
なが ら本来 のあるべ きアニ メー シ ョンの集 団制作 と上手 く調和 した ことが東 映
動画特有の時代的な真価 として見 出された。
第 2章 「アニ メーシ ョンにおける「動 き」」では、アニメーシ ョンの動 きの表
現 とい う観 点 を中心 に、その技術的な構造 を詳細 に分析 した。その際デ ィズニ
ー の技術 をお手本 とし、戦後 の 日本 に うまれた動 きの表現 に関す る二つ の流派
「動 くアニ メ」 と「動かない アニ メ」 の表現 の違い を比較分析す ることで、 日
本 のアニ メ特有 の動 きの技術 を体系化 した。 まず、 アニ メー シ ョンの動 きの創
作 には、止 まった絵 を動 かす純粋な法則論 としての「動 き」 とキ ャラクター に
如何 に感情 や個性 を持 たせ るか とい う方法論 としての「演技」 の二つ の要素 が
あ ることに着 目した。 この二つ の要素 を「動 くアニ メ」 と「動 かない アニ メ」
に照 らし合 わせてみ る と、「動 くアニ メ」 の場合 、「動 き」 の要素 としてはデ ィ
ズニー と同 じ意識 が もたれ、「演技」 とい う要素 ではデ ィズニー とは異な った、
日本的な表現 を求 めてい た。一方、「動かない アニ メ」では、その二つの要素 の
いずれ も度外視 して、いわば動 きを排除 した新 たな アニ メのスタイルを確立 さ
せてい たのである。そのよ うな二つ の流派 の特徴 を踏 まえつつ、 アニ メー シ ョ
ンの動 きをつ くる技術論 として、 アニ メー ト技術、 レイ アウ ト、 コマ撮 りの間
題を詳細 に考察 した。 アニメー ト技術 は タイ ミング とスペー シングとい う基礎
的な考 えか ら、その正確な「動 き」 の法則 と適切 かつ個性的な「演技」 によつ
て、キ ャラ クター に如何 に リア リテ ィを持 たせ るか とい う技術 が間われ る。 レ
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イアウ トでは、キ ャラ クター の動 きの空 間的な配置 と背景 な どの画面 の変化 に
よって、キ ャラクター の動 きを引 き出す役割 を担 ってい る。コマ撮 りの問題は、
動 きのス ピー ドと滑 らかさに影響 を与 え るので、基調 とな るコマ数 の設定 よ り
も、演技 によって使い分 けるこ とが もっ とも効果的な動 きの表現 に繋が るので
ある。それ らの技術 的総括 としてデ ィズニー作品 と「動 くアニ メ」 と「動 かな
い アニ メ」 の映像 を比較分析す ることで、技術的な差異 とそれぞれが 目指す表
現の特徴が明 らか とな った。
第 3章「マ ンガ とアニメー シ ョンの関係」では、「動かない アニ メ」が独 自の
表現 を確立 す る経緯 において、 もっ とも影響 をあたえてい るマ ンガ との関係 を
考察 した。特 に、動 かない絵 と動 く絵 とい う根本的 に異な った表現媒体 が如何
に融合 されてい るのかを中心 に分析 を加 えた。 まず、マ ンガの表現構造 を明 ら
かに し、マ ンガの コマの線状性 と現示性 とい う二つ の要素 か ら、マ ンガにおけ
る時間 と動 きの表現 が明 らか とな った。そのよ うなマ ンガ表現 が、そのまま「動
かない アニ メ」 にも代用 されてい ることが、動 きを排除 したアニ メが発展 した
最大 の要 因であった。そのため、現在 の 日本 ではマ ンガ とアニ メの絶対 的な関
係性が定着 してい る とい える。しか し、マ ンガのアニ メ化 は「動 かない アニ メ」
のスタイル で しか、実現不可能 なのであ ろ うか。その ことを考察す るため三つ
のパター ンを検証 した。 まず、マ ンガの動かない絵 を、その ままアニ メー シ ョ
ンの表現 として応用 した『鉄腕 ア トム』。次 に、マ ンガを原作 としなが らも動 き
を重視 したアニ メー シ ョン化がなされた『ルバ ン三世』。最後 に、アニ メーシ ョ
ンの動 きを大切 に しなが らも原作 マ ンガを忠実 に再現す ることを達成 した『 じ
ゃ リン子 チエ』であ る。その結 果 「動 くアニ メ」 としてマ ンガのアニ メ化 をお
こな った場合 、原作 を大 き く変更す る必要があるため、原作 のイ メー ジを大切
にす るフ ァン と原作者 の著作権上 の問題 が表 出す る。そのため原作 を忠実 に再
現 したアニ メ化 には、原作マ ンガが線上性 において も現示性 において も非常 に
詳細な描写 がなされ てい る作品 に限 られ、その上 アニ メ化 の際の監督 またアニ
メー ター に原作 のオ リジナ リテ ィを大切 にす る高度 な演 出術 とアニ メー ト技術
が必要 とな る二つの条件が必要 であることがわか った。
第 4章 「 日本的な動 きの感覚」 では、 日本 のアニ メーシ ョンにみ られ る独 自
の動 きの感覚 につい て考察 した。前章 において「動 かない アニ メ」が、その動
きの表現 を視覚的な要素 だけではな く、 む しろ聴覚的な要素 を有効的 に活用 し
てい ることに着 日し、 日本 固有 の語 りの文化 を導入 日 とした。 まず、 アニ メー
シ ョン と音 の関係 として、主題歌 と音 と動 きの調和 とプ レスコ とアフ レコの間
題 を と りあげた。今 日の 日本 の アニ メにおいて主題歌 は主 に宣伝材料 としての
役割 が強い といえる。デ ィズニー のシ リー・ シンフ ォニー・ シ リー ズは、音 に
映像が付属 す る形式 のアニメー シ ョンであ り、それは動 きの技術 を主体 とした
試みを成功 させ ることでデ ィズニー のアニ メー ト技術 の高 さが証 明されてい る。
プ レスコ とアフ レコの問題はアメ リカ と日本 の言語体系 の違い によるこ とが大
きい ことがわか った。次 に、「動 かない アニ メ」 の音 の活用 に関 して、『鉄腕 ア
トム』 を分析す るこ とで、如何 に 日本人 が音 に対す る文化的な特殊な感性 を有
90
してい るかが証明され、その本質 は 日本 の「語 り」 の文化 に根ざ してい る と思
われ る。
最後 に、 そのよ うな 日本的な感覚 として動 きの表現 には如何な る特徴が見 出
せ るのだろ うか。その方法論 として、「動 くアニメ」 と「動かない アニメ」 に、
アメ リカにはない共通 の動 きの感覚 を見 出す ことを試 みた。そ こか ら表 出 した
日本的な動 きの感覚 とは、現実 その もの リア リテ ィを好 むのではな く、その も
のがそれ らしく感 じとられ る感 覚、言い換 えれば非現実的表現か ら現実 的な も
のを想像させ る迫真性 である。そのためには、現実的な法則論 としての「動 き」
を地盤 として、その一連 の動作 を分解 し、最 も重要 な部分 を誇張す ることで現
実的な動 きの形象化 に繋が るのである。いわばその よ うな動 きの観念化 こそ、
日本 アニメの動 きの表現 に深 く根ざ してい る感覚なのではないだろ うか。
以上 の こ とか ら結論 として、 日本 のアニ メは動 きの表現 において独 自の発展
をみせ た といえる。 その象徴的な手塚治虫 のアニ メ制作手法 は、作画作業 を省
略 し止 め絵 や音 の効果 を活用す ることで、今 日のよ うな 日本 アニ メの繁 栄 を も
た らした。 しか しまた、その結 果 として 日本 アニ メか ら動 きの表現 が失われて
い るの も事実 であ る。 アニ メー シ ョンの本質 は動 きであ る。現在 もっ とも日本
アニ メに危惧 され るべ き問題は、そのよ うな 日本独 自の動 かさない技術 が先行
し、 これ まで東映動 画か らスタジオ ジブ リの系譜 で培 われた 日本的な動 かす技
術が廃 れてい って しま うことであ る。確 かにアニ メー シ ョンにおけ る絶対的な
立場 を確立 したデ ィズニーの表現 は、他 の追従 を許 さない最 高 の技術 ではあ る
が、その過度 の流動感や柔 らか さ、そ して誇張 の激 しい アクシ ョンは 日本 の感
覚にはな じまない。むやみに動 かす とい うことではな く、「動 き」の法則 と「演
技」 の仕方 が しっか りとすえ られた「動 くアニメ」 に、止 め絵 な どの「動 かな
い アニメ」 の手法 を如何 に効果 的 に組 み合 わせ るかが最大 の課題 である。その
答 え こそ、 日本 固有 の文化や伝統芸能 に根 ざす 日本 的な動 きの感覚 に求 め るべ
きなのであ る。
今 日 CG技術 の発展 に ともない、日本 に限 らず世界的 にもアニ メ制作 に大 きな
改革が もた らされてい る。その中でも動 きの表現 は CG技術の向上 と比例 して、
さ らな る飛躍が約束 されてい る。その点 では、既 にアメ リカの ピクサー社 に先
を越 されてお り、戦 前の 日本 アニ メの状 況が重な りつつあ る。経済大 国 と化 し
た今 日の 日本 におい て、その CG技術 を本格 的 に導入 できない とい うことはない
だろ う。 しか し、その技術 を効果的 に使 えるか使 えないかは、やは りこれ まで
のアニ メー ト技術 の積 み重ね に左右 され る。 このよ うな新 たな変革 に取 り残 さ
れ ることな く、 またその変革 において 日本 的な表現 を見失わない ために も本研
究で示 した 日本的な動 きの感覚 は一つの指標 とな るはずである。
お わ りに
本研究は 日本のアニメーションが抱える様々な問題の中でも、アニメーシ ョ
ンの本質である動きとい う観点か ら日本のアニメに動きの表現が失われてい く
ことを危惧 してスター トした。その第一段階 として、 日本のアニメがこれまで
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歩んできた歴史 とその表現 の変遷 を振 り返 り、 日本 的な動 きの感覚 に根 ざ した
発展 を遂げてきた ことが明確 にな った ことで、一つ の達成 はなされた とお もう。
しか し、第 4章 で述べ た 日本 の動 きの感覚 は、今 日までの 日本 のアニ メ作品 と
い う範 囲か ら抽 出 した ものであ る。その 日本的な感 覚 に言及す るにあた り、他
の 日本文化 やあるいは伝統芸能 に こそ、その本質 が隠れてい ることがわか った。
そ こで本研 究のさ らな る展開 として、 日本的な動 きの感覚 をアニ メ作品以外 か
ら照 らし合 わせ ることが もとめ られ る。 その前段階 として、絵 を素材 としたア
ニ メ作品だけではな く、川本喜八郎 や持永 只人 や岡本忠成 に代表 され る人形 ア
ニ メや石 田卓也 の ク レイアニ メな どの 日本 の他 ジャンルのアニ メー シ ョン作品
と比較 されなければな らない だ ろ う。そ して、落語 や長唄の語 りの文化 、そ し
て能や人形浄瑠璃、歌舞伎な どの伝統芸能、 さ らには 日本舞踊な どの舞台芸術
な どか ら総合 的に動 きの感覚 を抽 出 し、再度本研究 に融合 させ ることでは じめ
て 日本的な動 きの表現 を説得力 のあ るものにできる。その最終的な ゴールは、
海外 のアニ メーシ ョン作品、あ るいは文化 に見 られ る動 きの表現 の特性 を時代
や地域別 にわけて照 らし合 わせ ることにあ る。 この よ うな研究 には、莫大 な時
間 と労力が必要 とな り、その間 にもアニ メー シ ョンの表現 は刻 々 と変わ つてい
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